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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

米
国
内
の
複
数
の
空
港
で
、

移
民
税
関
執
行
局
（
Ｉ
Ｃ
Ｅ
）

の
職
員
が
運
輸
保
安
庁
（
Ｔ
Ｓ

Ａ
）
の
業
務
を
一
部
支
援
し
、

搭
乗
前
の
身
分
証
（
Ｉ
Ｄ
）
確

認
な
ど
に
関
与
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
政
府
機

関
の
一
部
閉
鎖
に
伴
う
人
員
不

足
で
、
空
港
の
保
安
検
査
場
で

は
長
時
間
の
待
機
列
が
発
生
し

て
お
り
、
そ
の
対
策
と
し
て
導

入
さ
れ
た
措
置
と
さ
れ
る
。

　

ア
ト
ラ
ン
タ
や
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
ラ
ガ

ー
デ
ィ
ア
空
港
な
ど
で
は
、
Ｉ

Ｃ
Ｅ
職
員
が
乗
客
に
身
分
証
を

提
示
さ
せ
、
確
認
後
に
検
査
ラ

イ
ン
へ
誘
導
す
る
様
子
が
確
認

さ
れ
た
。国
土
安
全
保
障
省（
Ｄ

Ｈ
Ｓ
）
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｅ
職
員
が
Ｔ

Ｓ
Ａ
の
訓
練
を
受
け
た
う
え
で

標
準
的
な
手
順
に
基
づ
き
業
務

を
行
っ
て
い
る
と
説
明
し
、
混

雑
緩
和
に
つ
な
が
る
と
の
見
方

を
示
し
た
。
一
方
で
、
空
港
に

よ
っ
て
対
応
に
は
差
が
あ
り
、

ケ
ネ
デ
ィ
国
際
空
港
と
ニ
ュ
ー

ア
ー
ク
国
際
空
港
で
は
補
助
的

役
割
に
留
ま
っ
て
い
た
。
た
だ

し
最
近
に
な
っ
て
、
一
部
で
Ｉ

Ｄ
確
認
に
も
関
与
す
る
ケ
ー
ス

が
出
て
き
て
い
る
と
い
う
。
シ

カ
ゴ
・
オ
ヘ
ア
空
港
で
は
目
立

っ
た
活
動
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
。
空
港
と
日
に
よ
っ
て
役
割

が
ま
ち
ま
ち
の
状
態
だ
。

　

こ
の
措
置
が
実
際
に
待
ち
時

間
短
縮
に
寄
与
し
て
い
る
か
は

不
明
で
あ
る
。
現
場
で
は
依
然

と
し
て
長
蛇
の
列
が
続
き
、
乗

客
の
不
満
も
根
強
い
。さ
ら
に
、

一
部
の
旅
行
者
か
ら
は
、
移
民

取
締
機
関
で
あ
る
Ｉ
Ｃ
Ｅ
職
員

が
、
パ
ス
ポ
ー
ト
や
自
動
車
運

転
免
許
証
の
提
示
な
ど
保
安
検

査
に
関
与
す
る
こ
と
へ
の
不
安

や
権
限
に
対
す
る
疑
問
の
声
も

上
が
っ
て
い
る
。
特
に
移
民
の

間
で
は
、
取
り
締
ま
り
の
対
象

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸

念
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
背
景
に
は
、
議
会
の

対
立
に
よ
る
国
土
安
全
保
障
省

の
予
算
失
効
が
あ
る
。
約
５
万

人
の
Ｔ
Ｓ
Ａ
職
員
が
無
給
で
勤

務
を
続
け
る
中
、
辞
職
や
欠
勤

が
増
加
し
、
ケ
ネ
デ
ィ
国
際
空

港
な
ど
主
要
空
港
で
は
過
去
最

長
と
さ
れ
る
待
ち
時
間
が
発
生

し
て
い
る
。
政
権
は
約
１
５
０

人
の
Ｉ
Ｃ
Ｅ
職
員
を
投
入
し
て

対
応
を
図
っ
た
。
と
も
に
国
土

安
全
保
障
省
の
管
轄
下
に
あ
る

が
、
Ｉ
Ｃ
Ｅ
職
員
に
は
給
与
が

支
払
わ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、

Ｔ
Ｓ
Ａ
職
員
に
は
支
払
わ
れ
て

い
な
い
。
し
か
し
、
労
働
組
合

や
一
部
議
員
か
ら
は
「
混
乱
を

招
く
だ
け
」
と
の
批
判
も
出
て

お
り
、
航
空
業
界
団
体
な
ど
約

50
団
体
も
空
港
機
能
の
混
乱
を

懸
念
し
、
議
会
に
対
し
政
府
閉

鎖
の
早
期
解
消
を
求
め
て
い

る
。

Ｉ
Ｃ
Ｅ
職
員
が
保
安
検
査

空
港
混
雑
緩
和
効
果
は
不
透
明

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
最
低
賃

金
を
２
０
３
０
年
ま
で
に
段
階

的
に
時
給
30
ド
ル
へ
引
き
上
げ

る
法
案
が
議
論
さ
れ
て
お
り
、

実
現
す
れ
ば
米
国
内
で
最
高
水

準
と
な
る
。
高
騰
す
る
生
活
費

に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
の
期

待
が
あ
る
一
方
、
中
小
企
業
の

コ
ス
ト
負
担
増
や
雇
用
削
減
の

リ
ス
ク
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　
３
月
10
日
に
サ
ン
ド
ラ
・
ナ

ー
ス
市
議
ら
が
提
出
し
た
こ

の
法
案
（Int. 0757-2026

）

は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
現
在

の
最
低
賃
金
で
あ
る
時
給
17
ド

ル
を
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
30

ド
ル
へ
段
階
的
に
引
き
上
げ
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
こ
の

背
景
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

お
け
る
全
米
屈
指
の
物
価
高
が

あ
る
。
特
に
家
賃
の
高
騰
は

深
刻
で
、
現
行
の
賃
金
で
は

「
生
活
可
能
な
水
準
（Living 

Wage

）」
に
届
か
な
い
と
い
う

労
働
者
側
の
強
い
訴
え
が
、
ゾ

ー
ラ
ン
・
マ
ム
ダ
ニ
Ｎ
Ｙ
市
長

の
支
持
も
得
て
形
と
な
っ
た
。

　

法
案
で
は
経
済
へ
の
急
激
な

シ
ョ
ッ
ク
を
抑
え
る
た
め
、
段

階
的
な
導
入
が
計
画
さ
れ
て
い

る
。
大
企
業
（
従
業
員
５
０
０

人
超
）
は
２
０
２
７
年
に
20
ド

ル
、
28
年
に
23
ド
ル
、
29
年
に

26
ド
ル
、
30
年
に
30
ド
ル
へ
。

中
小
企
業
（
従
業
員
５
０
０
人

以
下
）
は
大
企
業
よ
り
２
年
遅

れ
の
ペ
ー
ス
で
進
み
、
32
年
に

30
ド
ル
へ
到
達
す
る
。
30
ド
ル

到
達
後
は
、
消
費
者
物
価
指
数

（
Ｃ
Ｐ
Ｉ
）
に
基
づ
き
毎
年
自

動
的
に
ス
ラ
イ
ド
調
整
さ
れ
る

と
い
う
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
協
会
な
ど
は

「
賃
料
や
原
材
料
費
の
高
騰
に

加
え
、
人
件
費
が
倍
増
す
れ

ば
、廃
業
や
ス
タ
ッ
フ
の
解
雇
、

さ
ら
な
る
メ
ニ
ュ
ー
の
値
上
げ

を
招
く
」
と
強
く
反
発
し
て
い

る
。
従
業
員
の
給
与
引
き
上
げ

は
、
外
食
費
の
さ
ら
な
る
高
騰

に
繋
が
り
、
結
果
的
に
来
店
客

離
れ
を
加
速
し
、
従
業
員
が
働

く
場
を
失
う
リ
ス
ク
も
あ
る
か

ら
だ
。
法
案
成
立
に
は
州
政
府

と
の
調
整
や
法
改
正
が
必
要
に

な
る
可
能
性
が
高
い
。　

　
　
　
　
（
関
連
記
事
５
面
に
）

Ｎ
Ｙ
で
最
低
賃
金
30
ド
ル

米
国
内
最
高
水
準
へ
法
案

梶
芽
衣
子

Ｎ
Ｙ
で
語
る

Photo: Stefanie Candelario
　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

で
3
月
27
日
か
ら
4
月
４
日

（
日
）
ま
で
、「Meiko Kaji: A 

Retrospective

」
と
題
し
た
女

優
・
梶
芽
衣
子
の
回
顧
展
が
開

催
さ
れ
て
い
る
。

　

梶
は
、
１
９
６
５
年
に
日
活

の
専
属
契
約
俳
優
と
し
て
デ
ビ

ュ
ー
。
控
え
め
で
慎
ま
し
い
女

性
役
と
い
う
既
定
の
型
に
抵
抗

し
た
梶
は
す
ぐ
に
脇
役
に
追
い

や
ら
れ
た
が
、
そ
の
屈
し
な
い

性
格
は
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
役
に

適
し
た
不
屈
の
精
神
を
示
し
、

ア
ウ
ト
ロ
ー
、
不
良
と
い
っ
た

反
体
制
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
体
現

す
る
存
在
と
な
っ
た
。
仁
侠
映

画
や
ピ
ン
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
か

ら
ヤ
ク
ザ
映
画
、
テ
レ
ビ
へ
と

活
躍
の
場
を
広
げ
た
梶
の
鋭
い

眼
差
し
は
日
本
の
映
画
時
代
を

象
徴
す
る
存
在
と
も
い
え
る
。

　

Ｎ
Ｙ
で
は
、「
修
羅
雪

姫
」（
１
９
７
３
年
）、「
女
囚

７
０
１
号
／
さ
そ
り
」（
72

年
）、「
女
囚
さ
そ
り
／
第
41
雑

居
房
（
72
年
）、「
や
く
ざ
の
墓

場　

く
ち
な
し
の
花
（
76
年
）、

「
野
良
猫
ロ
ッ
ク
セ
ッ
ク
ス
ハ

ン
タ
ー
」（
70
年
）、　
「
曾
根
崎

心
中
」（
78
年
）、銀
蝶
渡
り
鳥
」

（
72
年
）、「
怪
談
昇
り
竜
」（
70

年
）、「
新
仁
義
な
き
戦
い
組

長
の
首
」（
75
年
）、「
女
囚
さ

そ
り　

け
も
の
部
屋
」（
73
年
）

の
10
作
品
を
上
映
。
３
月
28
、　　

29
日
の
週
末
に
は
舞
台
挨
拶

し
、
Ｑ
＆
Ａ
で
撮
影
当
時
の
秘

話
を
語
り
、
元
気
な
姿
を
見
せ

た
。　
　
（
関
連
記
事
３
面
に
）
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
主

催
「
春
の
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ア
」
に

て
、
４
月
24
日 (
金
）
午
後
１

時
か
ら
健
康
保
険
に
つ
い
て
学

ぶ
Ｎ
Ｙ
州
公
的
医
療
保
険(
オ

バ
マ
ケ
ア
）
オ
ン
ラ
イ
ン
・
セ

ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
る
。
講
師

は
日
米
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ

ス
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
）
の
ヘ
ル

ス
・
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
小
橋
バ
ー

ン
ズ
里
佳
さ
ん
。
対
象
は
、
米

国
で
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

な
い
人
、
加
入
中
の
健
康
保
険

の
保
険
料
が
高
額
で
も
う
少
し

低
額
の
保
険
を
探
し
た
い
人
な

ど
、
65
歳
未
満
の
人
。
Ｎ
Ｙ
州

健
康
保
険
局
が
提
供
す
る
公

的
健
康
保
険
の
制
度
に
つ
い

て
、
保
険
の
種
類
や
内
容
、
加

入
資
格
な
ど
基
本
的
な
情
報
を

日
本
語
で
わ
か
り
や
す
く
説

明
す
る
。
申
し
込
み
は
電
話

２
１
２
・
８
４
０
・
６
９
４
２
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルinfo@

jaany.org

（
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
）

ま
で
。

オ
バ
マ
ケ
ア

無
料
セ
ミ
ナ
ー

　

日
本
の
ニ
ュ
ー
ス
や
ド
ラ

マ
、
映
画
な
ど
が
定
額
見
放

題
で
楽
し
め
る
動
画
配
信
サ

ー
ビ
スJme

（
ジ
ェ
イ
ミ
ー
）

は
、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（https://

watch.jme.tv/

）
か
ら
の
新
規

加
入
で
５
日
間
無
料
ト
ラ
イ
ア

ル
を
実
施
中
。

　

今
月
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ

ビ
小
説 

「
風
、
薫
る
」
が
ス
タ

ー
ト
。
明
治
時
代
に
看
護
の
道

を
切
り
拓
い
た
２
人
の
女
性
、

り
ん
（
見
上
愛
）
と
直
美
（
上

坂
樹
里
）
が
主
人
公
。
２
人

は
そ
れ
ぞ
れ
に
生
き
づ
ら
さ

を
抱
え
な
が
ら
も
支
え
あ
い
、

傷
つ
い
た
人
々
を
守
る
た
め

に
奔
走
す
る
。
激
動
の
明
治
を

舞
台
に
、
幸
せ
を
求
め
生
き
る

ち
ょ
っ
と
型
破
り
な
２
人
の

ナ
ー
ス
の
冒
険
物
語
。
そ
の
ほ

か
、
相
葉
雅
紀
が
Ｍ
Ｃ
を
務

め
る
こ
れ
ま
で
に
な
い
海
外

紀
行
番
組
「
世
界
で
開
け
！
ひ

み
つ
の
ド
ア
ー
ズ
」、
魯
山
人

に
隠
さ
れ
た
孤
独
と
芸
術
へ
の

飽
く
な
き
姿
勢
を
描
い
た
ド
ラ

マ
「
魯
山
人
の
か
ま
ど
」（
全

４
回
）、
土
曜
ド
ラ
マ
「
お
別

れ
ホ
ス
ピ
タ
ル
２
」（
全
２
回
）、

プ
レ
ミ
ア
ム
ド
ラ
マ
「
対
決
」

（
全
５
回
）
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

ま
た
、「
リ
ブ
ー
ト
」「
じ
ゃ
あ
、

あ
ん
た
が
作
っ
て
み
ろ
よ
」「
貴

族
探
偵
」「
パ
ン
チ
ド
ラ
ン
ク
・

ウ
ー
マ
ン
」「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル 

保
険
調
査
員
・
天
音

蓮
」
な
ど
も
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配

信
中
。

テレビ小説をJmeで
「風、薫る」スタート
新規加入トライアル実施中

Ｊ
Ａ
Ａ
春
の
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ア
で
24
日

　

春
の
領
事
出
張
サ
ー
ビ
ス

　

６
月
Ｎ
Ｙ
日
本
総
領
事
館

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
は
、
２
０
２
６
年
春
の
領
事

出
張
サ
ー
ビ
ス
を
６
月
に
バ
ッ

フ
ァ
ロ
ー
、
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
、

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
及
び
チ
ャ

ー
ル
ス
ト
ン
で
開
催
す
る
。
領

事
出
張
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

た
め
の
書
類
の
提
出
期
限
は
各

開
催
日
の
２
週
間
前
（
Ｎ
Ｙ
総

領
事
館
必
着
）。
料
金
支
払
い

は
現
金
の
み
。
開
催
日
時
や
場

所
の
詳
細
は
、https://www.

ny.us.em
b-japan.go.jp/

itpr_ja/1day-ryoji.html

　

皆
様
、は
じ
め
ま
し
て
Ｄ
ｒ
．

Ｊ
Ｕ
Ｎ
で
す
。

　

海
外
で
成
功
を
収
め
る
皆
様

に
と
っ
て
、
健
康
と
美
し
さ
は

単
な
る
外
見
で
は
な
く
「
資

産
」
で
す
。
今
日
は
美
容
と
健

康
に
長
年
取
り
組
ん
で
き
た
私

が
、
美
容
の
本
質
を
お
伝
え
し

ま
す
。

　

今
、
世
界
の
美
容
医
療
〝
若

返
り
〞
か
ら
〝
健
康
投
資
〞
へ

と
進
化
し
て
い
ま
す
。

　

綺
麗
に
な
る
こ
と
は
、
健
康

そ
の
も
の
。
私
が
考
え
る
美
容

は
内
面
と
外
面
そ
し
て
精
神
面

の
３
つ
を
兼
ね
備
え
た
状
態
で

す
。
外
面
で
は
肌
注
射
や
高
周

波
治
療
は
、
皮
膚
の
深
層
に
働

き
か
け
、
コ
ラ
ー
ゲ
ン
を
改
善

し
、
若
返
り
へ
と
導
き
ま
す
。

重
要
な
の
は
、
一
時
的
な
変
化

で
は
な
く
「
い
つ
ま
で
も
美
し

く
健
康
」
で
あ
る
事
で
す
。

　

ま
た
医
療
用
化
粧
品
も
劇
的

に
進
化
し
て
い
ま
す
。
市
販
こ

化
粧
品
は
薬
用
成
分
が
低
く
、

肌
に
直
接
的
効
果
は
あ
り
ま
せ

ん
。
医
師
が
処
方
す
る
高
濃
度

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
レ
チ
ノ
ー
ル
、

成
長
因
子
を
戦
略
的
に
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
シ
ミ
・
く
す

み
・
た
る
み
と
い
っ
た
老
化
に

対
し
効
果
的
で
す
。
選
び
方
ひ

と
つ
で
、
数
年
後
の
肌
は
ま
っ

た
く
別
物
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
本
質
的
な
差
を
生
む

の
が
栄
養
療
法
で
す
。
私
が
患

者
一
人
一
人
に
処
方
す
る
鉄
・

亜
鉛
・
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
・
マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
な
ど
の
最
適
化
は
、
肌

の
み
な
ら
ず
運
動
機
能
、
メ

ン
タ
ル
や
脳
機

能
、
ホ
ル
モ
ン

バ
ラ
ン
ス
に
ま

で
影
響
し
ま

す
。
外
見
と
内

面
の
両
軸
を

整
え
る
こ
と
こ

そ
、
真
の
エ
イ

ジ
ン
グ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
で
す
。

形成外科専門医・美容外科医

Dr. JUN 苅部淳
　

一
流
の
女
性
ほ
ど
「
何
を
し

な
い
か
」
を
知
っ
て
い
ま
す
。

情
報
に
流
さ
れ
る
の
で
は
な

く
、
医
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た

選
択
を
。
美
し
さ
は
偶
然
で
は

な
く
、
戦
略
で
手
に
入
れ
る
時

代
で
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

＊　

＊　

＊

苅
部
淳
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

形
成
外
科
専
門
医
・
美
容
外

科
医
。
東
京
大
学
病
院
で
の
臨

床
経
験
を
基
盤
に
、美
容
医
療
・

再
生
医
療
・
栄
養
療
法
を
統
合

し
た
最
先
端
の
医
療
を
提
案
。

国
内
外
の
患
者
を
中
心
に
診
療

を
行
い
、
講
演
・
メ
デ
ィ
ア
出

演
も
多
数
。
医
学
と
美
の
融
合

を
追
求
。

https://shopnyseikatsu.com/
https://kj-artist.jp/
https://www.samuraipapabk.com/
https://watch.jme.tv/
https://watch.jme.tv/
https://watch.jme.tv/
https://watch.jme.tv/
https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/itpr_ja/1day-ryoji.html


（3）　　 ［総　合］ 2026年（令和 8年）4月 4日（土）

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

で
３
月
27
日
、「Meiko Kaji: 

A Retrospective

」
と
題
し
、

女
優
・
歌
手
の
梶
芽
衣
子
の
出

演
作
10
本
を
上
映
す
る
回
顧
展

が
開
幕
し
た
。
最
終
日
は
4
月

4
日
（
土
）。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
上
映
作
品

は
、
ク
エ
ン
テ
ィ
ン
・
タ
ラ
ン

テ
ィ
ー
ノ
監
督
が
『
キ
ル
・
ビ

ル
』
で
オ
マ
ー
ジ
ュ
を
捧
げ

た
こ
と
で
知
ら
れ
る
『
修
羅

雪
姫
』（
藤
田
敏
八
監
督
、
東

宝
、
１
９
７
２
年
12
月
1
日
公

開
）。
上
映
後
に
は
梶
さ
ん
の

登
壇
と
Ｑ
＆
Ａ
が
予
定
さ
れ
て

い
た
が
、
航
空
機
の
欠
航
に
よ

り
到
着
が
1
日
遅
れ
、
出
席
は

か
な
わ
な
か
っ
た
。
チ
ケ
ッ
ト

は
完
売
。
Ｎ
Ｙ
市
在
住
の
25
歳

の
ア
メ
リ
カ
人
女
性
（
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
会
社
勤
務
）
は
、「
今

日
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
残
念
で
す

が
、
日
本
人
の
父
の
影
響
で
私

も
梶
芽
衣
子
さ
ん
の
フ
ァ
ン
に

な
り
、
全
作
品
を
観
る
予
定
で

す
。『
修
羅
雪
姫
』
は
今
回
で

8
回
目
。
次
回
の
Ｑ
＆
Ａ
で
ご

本
人
に
会
え
る
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
」
と
話
し
た
。

　

28
日
の
『
女
囚
さ
そ
り 

第

41
雑
居
房
』（
伊
藤
俊
也
監
督
、

東
映
、
１
９
７
２
年
12
月
30
日

公
開
）
も
チ
ケ
ッ
ト
は
完
売
し

満
席
。
上
映
後
、
多
く
の
観
客

が
立
ち
上
が
っ
て
拍
手
で
迎
え

る
中
、
梶
さ
ん
が
登
壇
し
、
会

場
は
歓
声
に
包
ま
れ
た
。
Ｑ
＆

Ａ
で
は
、
映
画
史
家
で
ラ
イ
タ

ー
の
サ
ム
・
デ
イ
ガ
ン
氏
が
質

問
し
、
通
訳
は
内
山
モ
ニ
カ
氏

が
務
め
た
。

　

梶
さ
ん
は
「
昨
年
か
ら
お
話

を
い
た
だ
き
、
本
日
こ
こ
に
来

る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し

た
」
と
あ
い
さ
つ
。『
女
囚
さ

そ
り
』
の
主
演
を
打
診
さ
れ
た

際
、
劇
画
原
作
で
あ
る
こ
と
か

ら
「
こ
の
ま
ま
で
は
難
し
い
」

と
感
じ
、「
こ
の
ヒ
ロ
イ
ン
に

言
葉
は
い
ら
な
い
」
と
し
て
セ

リ
フ
な
し
を
条
件
に
引
き
受
け

た
こ
と
を
明
か
し
た
。
ま
た
、

同
作
が
デ
ビ
ュ
ー
作
と
な
る
伊

藤
監
督
の
提
案
で
、
撮
影
を
順

撮
り
で
進
め
た
い
と
い
う
希
望

も
東
映
側
が
了
承
。
当
時
（
昭

和
40
年
代
）
は
毎
週
2
本
の
新

作
が
公
開
さ
れ
、
1
カ
月
で
8

本
の
撮
影
が
進
む
過
密
な
状
況

の
中
、
セ
リ
フ
な
し
の
主
演
と

順
撮
り
を
認
め
た
こ
と
に
「
と

て
も
驚
い
た
」
と
撮
影
秘
話
を

語
っ
た
。

　
「
松
島
ナ
ミ
と
い
う
パ
ワ
フ

ル
な
女
性
像
は
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト

の
ア
イ
コ
ン
と
も
言
え
る
が
、

当
時
そ
う
し
た
意
識
は
あ
っ
た

か
」
と
の
質
問
に
は
、「
強
い

女
性
像
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
演
じ
る
の

が
自
分
の
義
務
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
回
答
。
ま
た
、
主
題

歌
を
歌
う
歌
手
と
し
て
の
活
動

に
つ
い
て
は
、「
当
時
の
日
活

で
は
主
演
俳
優
が
レ
コ
ー
ド
を

出
す
の
が
当
た
り
前
で
、
撮
影

や
ア
フ
レ
コ
の
後
に
歌
う
の
も

仕
事
の
一
部
だ
っ
た
」
と
振
り

返
っ
た
。
現
在
は
歌
う
こ
と
で

活
力
を
得
て
お
り
、「
帰
国
後

の
４
月
に
は
ラ
イ
ブ
も
控
え
て

い
る
。
歌
っ
て
話
し
て
の
1
時

間
半
が
良
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に

な
っ
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
配
信
ド

ラ
マ
へ
の
出
演
が
予
定
さ
れ

て
い
る
と
い
う
。
配
信
中
の

Netfl ix

オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
の

小
栗
旬
主
演
『
匿
名
の
恋
人
た

ち
』
で
シ
ョ
コ
ラ
テ
ィ
エ
の
三

枝
役
、
さ
ら
に
『
幽
☆
遊
☆
白

書
』で
は
幻
海
を
演
じ
て
る
が
、

詳
細
は
現
時
点
で
非
公
表
。
幻

海
役
で
は
ア
ク
シ
ョ
ン
が
多
か

っ
た
が
「
体
が
覚
え
て
い
た
」

と
語
っ
た
。

　

３
月
24
日
に
79
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
た
梶
さ
ん
は
、「
あ
と

10
年
は
頑
張
り
ま
す
」
と
笑
顔

で
語
り
、
拍
手
の
中
、
Ｑ
＆
Ａ

は
締
め
く
く
ら
れ
た
。

（
菊
楽
め
ぐ
み
、
講
演
写
真
も
）

大
人
気
！
梶
芽
衣
子

Ｎ
Ｙ
で
10
本
上
映
す
る
回
顧
展
開
催

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
は
連
日
大
盛
況

4 月 NY日系人会の行事
第 18回サクラ・ヘルスフェア　4/4-5/3

■ 4月 5日（日）1pm-3pm JAAの歴史ドキュメンタリー上映
会「JAA創始者高見豊彦医師の生涯」と「LARA物資に託し
た NY日系人の祖国救援記録」監修の西田恵子立教大学教授
の講演とプロデューサーの青松伴晃氏を迎えて開催。上演後
は Q＆ A、レセプションも開催

■ 6日（月）1:30pm-2:30pm ハイブリッド講演会「真壁弘子
カウンセラーのストレス解消法：ストレスをデザートに」

■ 9日（木）10am-12pm 「笠野玲子弁護士による無料電話法
律相談」笠野玲子弁護士が移民法以外の諸問題の相談に答え
る。要予約、各 30分。

■ 9日（木）12pm－ 2pm「4月の第一敬老会」BentOnのお弁当、
三上クニさんのピアノをお楽しみください。会費：＄5、要
予約。敬老会参加、デリバリー、ピックアップは要予約。敬
老会の後、竹野綾さん指導の椅子でのエクササイズあり

■ 10日（金）10:30am-11:30am Apple Kids企画「よっぴ先生
/渡邉佳子先生の親子リトミック＆日本語本読み」会費 $5。

■ 11日（土）9:30-11:00am オンライン JAA　NYシルバー会
共催「リモートお茶会：在宅訪問看護師弓削容子さんと一緒
に楽しく健康から介護まで情報交換しましょう！」

■ 11日（土）10am-12pm　オンライン JAA日本語教育委員
会主催「春の日本語教育研修会：英語を母国語とする日本語
初級学習者教育」講師：北浦百代先生（ジャパン・ソサエティー
日本語教師）

■ 13日（月）10am-12pm 「シニアへの無料ヘアカット」田原
ミチさん、佐々木ノリさん、津田やすこさんと小林はるかさ
んが行う。要予約

■ 16日（木）10am-12pm 「移民法の無料電話相談室」 寺井真
美弁護士が相談にのる。各 15分。要予約。

■ 16日（木）1pm-2:30pm 「焼山元恵さん指導しあわせ運び
た～い、みんなで楽しい時間をおしゃべりして過ごしましょ
う！」誰でも参加可能。参加費 $5

■ 18日（土）11am-2pm 「第 21回 JAAサクラ祭り」在ＮＹ日
本国総領事片平聡大使を迎えて開催。バスは午前 10時に日
系人会前から出発、午後 3時帰着予定。参加費（バス代とお
弁当）$10（会員）$20（非会員）参加希望者は、JAAまで。
僧太鼓、沖縄舞踊、JAAコーラス、民舞座の民踊、天理教鼓
笛隊、野点、最後に花笠音頭が楽しめる。

■ 23日（木）12pm－ 2pm「4月の第二敬老会」BentOnのお弁当、
IWAKI Bandの歌と安西弦医師の「健康についてのお話」。4
月お誕生日の皆さんお集まりください。会費：＄5、要予約。
敬老会参加、デリバリー、ピックアップも要予約。4月のお
誕生会をします。
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海
外
日
本
人

サ
ポ
ー
ト藤

田
幸
久 （47）

　

高
市
早
苗
首
相
の
訪
米
中
の

言
動
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
批

判
が
日
本
で
出
て
い
ま
す
。「
世

界
中
に
平
和
と
繁
栄
を
も
た
ら

せ
る
の
は
ド
ナ
ル
ド
だ
け
だ
」

と
の
発
言
が
第
一
で
す
。
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
が
開
戦
し
、
し
か

も
首
脳
会
談
後
に
戦
争
を
拡
大

し
た
と
い
う
理
由
で
す
。

　

私
は
、
大
統
領
就
任
演
説
で

の
「
成
功
は
、
戦
争
勝
利
、
戦

争
終
結
、
そ
し
て
戦
争
回
避
で

評
価
さ
れ
る
」
と
の
発
言
を
想

起
し
ま
し
た
。
イ
ラ
ン
は
米
軍

の
攻
撃
に
耐
え
、
ホ
ル
ム
ズ
海

峡
を
人
質
に
し
て
世
界
の
繁
栄

に
対
し
て
反
撃
し
て
い
ま
す
。

イ
ス
ラ
エ
ル
の
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首

相
を
諫
め
、
戦
争
終
結
が
で
き

る
の
は
ド
ナ
ル
ド
だ
け
で
す
。

高
市
発
言
と
同
じ
結
果
の
可
能

性
が
あ
る
の
で
す
。

　

第
二
は
、
イ
ラ
ン
攻
撃
を
事

前
に
知
ら
せ
な
か
っ
た
と
い
う

記
者
の
質
問
に
対
す
る
「
な
ぜ

日
本
は
真
珠
湾
攻
撃
を
知
ら
せ

て
く
れ
な
か
っ
た
の
か
」
と
の

大
統
領
の
返
答
に
対
し
て
、
首

相
が
抗
議
し
な
か
っ
た
と
の
批

判
で
す
。
米
メ
デ
ィ
ア
各
社
が

大
統
領
の
発
言
を
批
判
的
に
報

道
し
て
い
る
の
で
、
真
意
を
理

解
せ
ず
に
首
相
が
反
論
し
な
か

っ
た
こ
と
は
賢
明
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

結
果
的
に
、
米
国
が
求
め
て

い
た
自
衛
艦
の
イ
ラ
ン
派
遣
を

憲
法
上
の
理
由
で
断
り
、他
方
、

イ
ラ
ン
か
ら
は
日
本
へ
の
給
油

確
保
発
言
を
引
き
出
し
た
こ
と

は
首
脳
会
談
の
成
果
と
思
い
ま

す
。

　

私
は
3
月
に
パ
リ
で
欧
州
復

興
開
発
銀
行
初
代
総
裁
の
思
想

家
ジ
ャ
ッ
ク
・
ア
タ
リ
氏
と
懇

談
し
ま
し
た
。
彼
は
最
近
「
第

３
次
世
界
大
戦
は
ま
だ
回
避
で

き
る
か
？
」
と
い
う
論
文
を
寄

稿
。「
第
２
次
大
戦
後
の
資
本

主
義
と
共
産
主
義
の
対
立
な
ど

に
よ
る
数
回
の
大
戦
の
危
機
は

消
滅
し
た
が
、
西
側
支
配
に
対

す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
な
ど

の
反
発
は
根
強
い
。

　

法
の
支
配
や
社
会
的
公
正
を

ま
だ
維
持
し
て
い
る
欧
州
が
日

本
な
ど
と
連
携
し
て
抑
止
で
き

る
可
能
性
が
あ
る
」
と
の
意
見

で
す
。

　

米
国
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
Ｃ
Ｉ

Ｐ
も
「
反
中
国
合
意
は
第
３
次

大
戦
問
題
」
と
い
う
論
文
を
掲

載
し
ま
し
た
。「
オ
バ
マ
政
権

以
来
の
歴
代
政
権
は
、
対
中
戦

争
を
外
交
政
策
の
柱
と
す
る
合

意
を
形
成
し
た
。
こ
れ
を
変
え

ら
れ
る
の
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

の
み
だ
」
と
、
先
に
述
べ
た
大

統
領
就
任
演
説
を
引
用
し
て
い

ま
す
。

　

関
税
戦
争
に
加
え
て
本
格
戦

争
も
開
始
し
た
大
統
領
は
追
い

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
戦
争
終
結

と
大
戦
回
避
を
進
言
す
る
の
が

高
市
首
相
の
役
割
と
思
い
ま

す
。
但
し
、
個
人
関
係
頼
り
外

交
は
、「
ト
ラ
ン
プ
後
の
日
米

関
係
」
に
不
安
を
残
し
ま
す
。

対
イ
ラ
ン
軍
事
作
戦
不
参
加
の

欧
州
諸
国
や
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ

ス
な
ど
と
の
関
係
を
深
め
、
自

立
・
多
角
的
外
交
に
舵
を
切
る

好
機
で
す
。

ふ
じ
た
・
ゆ
き
ひ
さ
＝
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
大
政
治
国
際
問
題

学
部
客
員
研
究
フ
ェ
ロ
ー
（
英

国
在
）。
慶
大
卒
。
国
際
Ｍ
Ｒ

Ａ
（
現
Ｉ
Ｃ
）
や
難
民
を
助
け

る
会
等
の
和
解
・
人
道
援
助
活

動
を
経
て
国
会
議
員
、
財
務
副

大
臣
、
民
主
党
国
際
局
長
、
等

を
歴
任
。
現
在
、
国
際
Ｉ
Ｃ
日

本
協
会
理
事
、
岐
阜
女
子
大
特

別
客
員
教
授
も
兼
任
。

戦
争
終
結
は
ド
ナ
ル
ド
だ
け
が

　

Ｎ
Ｙ
市
議
会
は
３
月
26
日
、

ユ
ダ
ヤ
教
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
を
含

む
礼
拝
所
や
学
校
の
周
辺
を
バ

ッ
フ
ァ
ー
・
ゾ
ー
ン
（
緩
衝
地

帯
）
と
し
て
Ｎ
Ｙ
市
警
（
Ｎ
Ｙ

Ｐ
Ｄ
）
の
監
視
を
許
可
す
る
法

案
を
44
対
５
票
で
可
決
し
た
。

　

同
法
案
は
、
特
に
イ
ス
ラ
エ

ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
戦
闘
激
化
以

降
で
急
増
す
る
反
ユ
ダ
ヤ
主
義

や
イ
ス
ラ
ム
フ
ォ
ビ
ア
（
イ
ス

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
に
抗
議
す

る
「NO KING

」
の
行
進
が
3

月
28
日
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
も

行
わ
れ
、
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー

ク
・
サ
ウ
ス
か
ら
7
番
街
を
タ

イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
に
向
け
て
大

勢
の
人
が
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ

て
行
進
し
7
番
街
を
埋
め
尽
く

し
た
。
姉
弟
で
参
加
し
た
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
に
住
む
ク
レ
ッ

グ
・
ラ
イ
ビ
ー
さ
ん
と
、
コ
ネ

チ
カ
ッ
ト
か
ら
駆
け
付
け
た

シ
ャ
ー
ロ
ン
・
ラ
イ
ビ
ー
さ

ん
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
熱

狂
的
支
持
層
に
よ
る
政
治
運

動
「M

ake America Great 
Again(MAGA)

」
を
も
じ
っ

て
「M

AKING AM
ERICA 

W
ORSE

」の
プ
ラ
カ
ー
ド
。「
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
が
、
オ
バ
マ
元

大
統
領
夫
妻
を
類
人
猿
に
描
い

た
人
種
差
別
的
な
動
画
を
投
稿

し
た
の
で
、
ト
ラ
ン
プ
を
豚
に

し
て
や
っ
た
わ
」
と
シ
ャ
ー
ロ

「
王
様
は
い
ら
な
い
」

Ｎ
Ｙ
で
、
全
米
で
大
行
進

　

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
は
、
イ

ラ
ン
情
勢
を
巡
る
緊
張
が
続
く

な
か
で
原
油
価
格
が
高
止
ま
り

し
た
場
合
、
航
空
券
価
格
が
最

大
20
％
急
騰
す
る
可
能
性
が
あ

る
と
発
表
し
た
。

　

同
航
空
の
ス
コ
ッ
ト
・
カ
ー

ビ
ー
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
３
月
24
日
、
ブ

ル
ー
ム
バ
ー
グ
テ
レ
ビ
で
「
原

油
価
格
の
高
騰
で
航
空
運
賃
が

値
上
が
り
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

る
と
、
飛
行
機
に
乗
ら
な
い
と

い
う
選
択
を
す
る
人
も
出
て
く

る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
た
。
カ
ー

ビ
ー
氏
は
、
す
で
に
コ
ス
ト
上

昇
に
対
応
し
て
路
線
網
の
見
直

し
を
開
始
し
て
い
る
と
付
け
加

え
た
。
ま
た
、
高
騰
す
る
燃
料

費
を
賄
え
な
い
採
算
性
の
低
い

路
線
の
削
減
に
つ
い
て
「
赤
字

に
な
る
便
を
運
航
し
て
も
意
味

が
な
い
」
と
述
べ
、「
そ
の
コ

ス
ト
を
賄
っ
て
採
算
を
合
わ
せ

る
に
は
、
運
賃
を
20
％
引
き
上

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空

運
賃
20
％
値
上
げ
示
唆

ラ
ム
恐
怖
症
）
を
は
じ
め
と
す

る
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
に
対
抗
す

る
目
的
で
、
ジ
ュ
リ
ー
・
メ
ニ

ン
同
市
議
会
議
長
が
提
出
し

た
。
同
市
の
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の

ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
は
過
去
数

週
間
で
１
８
２
％
増
、
イ
ス

ラ
ム
フ
ォ
ビ
ア
に
関
し
て
は

２
０
２
４
年
に
69
％
増
加
し
て

お
り
、
同
市
内
各
地
で
礼
拝
所

が
襲
撃
を
受
け
て
い
る
。
自
身

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
生
存
者
の
娘
で

あ
る
メ
ニ
ン
議
長
は
「
嫌
悪
に

満
ち
た
行
動
は
実
に
忌
ま
わ
し

い
」
と
話
し
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｙ
州
政
で
は
、
礼
拝
所
周

辺
の
半
径
25
フ
ィ
ー
ト
を
バ
ッ

フ
ァ
ー
・
ゾ
ー
ン
と
す
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
る
。
メ
ニ
ン

議
長
の
法
案
で
は
、
ジ
ェ
シ

カ
・
テ
ィ
ッ
シ
ュ
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
長

官
の
言
論
の
自
由
を
主
張
す
る

団
体
や
個
人
の
言
動
に
関
す
る

意
見
を
基
に
、
同
範
囲
を
半
径

１
０
０
フ
ィ
ー
ト
と
し
、
礼
拝

所
周
辺
で
の
抗
議
運
動
が
切
迫

し
た
場
合
の
妨
害
、
傷
害
、
脅

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
本
社
を
置

く
Ｃ
Ｂ
Ｓ
ニ
ュ
ー
ス
局
は
３
月

20
日
、
約
１
０
０
年
続
い
た
ラ

ジ
オ
・
サ
ー
ビ
ス
を
終
了
す
る

こ
と
を
発
表
し
た
。
同
ラ
ジ
オ

局
は
国
内
約
７
０
０
ラ
ジ
オ
局

と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
結
び
ニ
ュ

ー
ス
を
提
供
し
て
い
る
が
、
５

月
22
日
が
放
送
最
終
日
と
な

る
。

　

Ｃ
Ｂ
Ｓ
は
ラ
ジ
オ
部
門
の
閉

鎖
に
つ
い
て
「
厳
し
い
経
済
的

現
実
」
と
ラ
ジ
オ
番
組
制
作
戦

略
の
移
行
を
あ
げ
て
い
る
。
同

局
の
ト
ム
・
チ
ブ
ロ
フ
ス
キ
ー

社
長
と
バ
リ
・
ワ
イ
ス
編
集
長

は
声
明
で
「
第
２
次
世
界
大
戦

下
の
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
エ

ド
ワ
ー
ド
・
Ｒ
・
マ
ロ
ー
の
赴

任
先
ロ
ン
ド
ン
か
ら
の
報
告
か

ら
今
日
の
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の

最
新
情
報
ま
で
、
約
１
０
０
年

に
渡
り
独
自
の
情
報
を
全
国
に

伝
え
て
き
た
。
ワ
ー
ル
ド
ニ

ュ
ー
ス
・
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ

は
米
国
で
最
も
長
く
続
く
ラ

ジ
オ
ニ
ュ
ー
ス
番
組
で
あ
る
。

１
９
２
７
年
に
設
立
し
、
Ｃ
Ｂ

Ｓ
ニ
ュ
ー
ス
・
ラ
ジ
オ
は
Ｃ
Ｂ

Ｓ
全
体
の
基
盤
を
築
い
た
」
と

伝
え
た
。
ラ
ジ
オ
部
門
閉
鎖
に

伴
う
解
雇
の
詳
細
は
明
ら
か
に

し
て
い
な
い
が
、
す
べ
て
の
職

務
は
削
除
と
な
り
、
一
部
の
メ

Ｃ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ

１
０
０
年
の
歴
史
に
幕

ン
さ
ん
。
ヨ
ラ
ン
ダ
・
ガ
リ
ン

ス
カ
さ
ん
は
「
戦
争
に
反
対
、

今
の
政
治
に
不
満
、
家
で
じ
っ

と
し
て
い
ら
れ
な
く
て
参
加
し

た
。
多
く
の
人
が
参
加
す
る

べ
き
」。「ALEXA CHANGE 

迫
、
干
渉
の
対
策
を
講
じ
る
よ

う
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
に
要
請
す
る
。

　

一
方
ゾ
ー
ラ
ン
・
マ
ム
ダ
ニ

Ｎ
Ｙ
市
長
は
同
法
案
の
署
名
を

確
約
し
て
お
ら
ず
、
同
市
長
の

報
道
官
は
声
明
で
「
市
長
は
、

同
法
案
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
の

憲
法
上
の
権
利
を
制
限
す
る
こ

と
に
深
刻
な
懸
念
を
抱
い
て
い

る
。
信
者
の
権
利
と
抗
議
す
る

権
利
が
共
に
守
ら
れ
る
こ
と
を

望
ん
で
い
る
」と
伝
え
て
い
る
。

投
票
当
日
、
Ｎ
Ｙ
自
由
人
権
協

会
（
Ｎ
Ｙ
Ｃ
Ｌ
Ｕ
）
と
マ
ム
ダ

ニ
市
長
と
協
調
す
る
市
民
た
ち

が
市
庁
舎
前
で
抗
議
運
動
を
行

っ
た
。

礼拝所周辺に
バッファー・ゾーン
ヘイトクライム対策を強化

デ
ィ
ア
報
道
に
よ
る
と
Ｃ
Ｂ
Ｓ

の
約
６
％
に
当
た
る
60
人
以
上

が
影
響
を
受
け
る
。

　

同
局
は
昨
年
、
ド
ナ
ル
ド
・

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
親
交
が
深

い
実
業
家
ロ
ー
レ
ン
ス
・
エ
リ

ソ
ン
氏
の
息
子
デ
イ
ビ
ッ
ド
・

エ
リ
ソ
ン
氏
が
ト
ラ
ン
プ
政
権

の
承
認
を
受
け
、
映
画
製
作
会

社
ス
カ
イ
ダ
ン
ス
・
メ
デ
ィ
ア

と
合
併
し
た
パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
・

グ
ロ
ー
バ
ル
社
を
買
収
し
た

後
、
新
社
パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
・
ス

カ
イ
ダ
ン
ス
の
傘
下
と
な
り
、

リ
ス
ト
ラ
を
進
め
て
い
る
。

THE PRESDENT

」
の
プ
ラ
カ

ー
ド
を
掲
げ
た
人
も
「
テ
レ
ビ

の
ス
イ
ッ
チ
を
Ｏ
Ｎ
＆
Ｏ
Ｆ
Ｆ

す
る
よ
う
に
、
大
統
領
も
変
え

ら
れ
た
ら
い
い
の
に
」
と
語
っ

た
。（
石
黒
か
お
る
、
写
真
も
）

げ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
」
と

し
た
。
同
社
は
来
年
に
か
け
て

原
油
価
格
が
高
止
ま
り
す
る
と

の
想
定
で
計
画
を
立
て
て
お

り
、
２
０
２
７
年
ま
で
原
油
価

格
が
１
０
０
ド
ル
を
上
回
る
と

予
想
す
る
の
は
「
妥
当
」
だ
と

語
っ
た
。
運
航
規
模
で
世
界
最

大
の
航
空
会
社
で
あ
る
ユ
ナ
イ

テ
ッ
ド
航
空
は
以
前
、
長
期
化

す
る
原
油
シ
ョ
ッ
ク
に
備
え
て

い
る
と
表
明
し
て
お
り
、
最
悪

の
シ
ナ
リ
オ
で
は
価
格
が
１
バ

レ
ル
あ
た
り
１
７
５
ド
ル
ま
で

急
騰
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
警

告
し
て
い
た
。

http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
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mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com


（5）　　 ［社　会］ 2026年（令和 8年）4月 4日（土）

万国博日本館に見る歴史
デ
ジ
タ
ル
博
物
館
で
詳
細
に

ロ
ッ
キ
ャ
ー
博
士
が
講
演

　

都
市
交
通
局
（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
は
、

複
数
の
地
下
鉄
駅
で
試
験
導
入

し
て
い
る
３
種
類
の
新
型
改
札

機
に
つ
い
て
、
設
置
場
所
に
よ

っ
て
異
な
る
も
の
の
、
運
賃
不

正
乗
車
を
20
〜
70
％
削
減
で
き

た
と
発
表
し
た
。
Ｍ
Ｔ
Ａ
建
設

開
発
局
の
キ
ャ
シ
ー
・
リ
ー
副

局
長
は
３
月
25
日
の
理
事
会
に

お
い
て
、
20
の
駅
で
実
施
さ
れ

て
い
る
新
型
改
札
機
の
試
験
導

入
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
最
新

情
報
を
報
告
し
た
。
こ
の
新
型

改
札
機
は
運
賃
不
正
乗
車
を
防

止
し
、
身
体
の
不
自
由
な
乗
客

の
通
行
を
容
易
に
し
、
乗
降
時

の
待
ち
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

リ
ー
氏
が
提
示
し
た
デ
ー
タ

は
３
月
16
日
の
週
に
７
つ
の
駅

か
ら
収
集
さ
れ
た
も
の
だ
が
、

具
体
的
な
駅
名
や
、
そ
こ
で
ど

の
モ
デ
ル
が
試
験
導
入
さ
れ
た

か
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
さ
れ

な
か
っ
た
。
Ｍ
Ｔ
Ａ
建
設
開
発

部
門
の
ジ
ェ
イ
ミ
ー
・
ト
ー
レ

ス
＝
ス
プ
リ
ン
ガ
ー
社
長
は
、

試
験
運
用
結
果
に
偏
り
が
生
じ

な
い
よ
う
、
同
局
が
デ
ー
タ
を

匿
名
化
し
た
と
述
べ
た
。
Ｍ
Ｔ

Ａ
が
「
駅
１
」
と
し
た
、
不
正

乗
車
率
が
最
も
大
き
く
低
下
し

た
駅
で
は
、
不
正
乗
車
率
が

15
・
１
％
か
ら
4
・
６
％
へ
と

70
％
減
少
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
は

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
が
、
３
つ
の

最
新
型
改
札
機
モ
デ
ル
は
い
ず

れ
も
、
乗
客
が
Ｏ
Ｍ
Ｎ
Ｙ
リ
ー

ダ
ー
で
料
金
を
支
払
う
と
ガ
ラ

ス
扉
が
開
き
、
通
過
し
て
か
ら

数
秒
後
に
閉
じ
る
仕
組
み
を
採

用
し
て
い
る
。

　

ク
イ
ッ
ク
Ｕ
Ｓ
Ａ
と
リ
ロ
リ

ダ
ッ
ク
は
5
月
14
日
（
木
）、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
郊
で
活
躍
す

る
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
を
対
象

と
し
た
「
第
4
回 

Ｎ
Ｙ
ビ
ジ

ネ
ス
異
業
種
交
流
会
」
を
つ
る

と
ん
た
ん
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
開

催
す
る
。

　

交
流
会
は
、
日
系
企
業
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
活
性
化
を
目

的
と
し
て
お
り
、前
回
は
製
造
、

金
融
、
Ｉ
Ｔ
、
不
動
産
な
ど
50

社
以
上
か
ら
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

層
を
含
む
計
80
人
を
超
え
る
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
参
加
。

業
種
の
垣
根
を
超
え
た
活
発
な

情
報
交
換
が
行
わ
れ
た
。
参
加

者
か
ら
は
「
具
体
的
な
ビ
ジ
ネ

ス
に
繋
が
っ
た
」「
共
通
の
趣

味
の
友
人
が
見
つ
か
っ
た
」
と

い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
、
ビ
ジ

ネ
ス
・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
双
方
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
大
に
繋
が
っ

て
い
る
。
先
着
75
人
限
定
。

　

参
加
費
は
１
１
０
ド
ル

（
食
事
、
ド
リ
ン
ク
チ
ケ
ッ

ト
4
枚
付
き
）。
問
い
合
わ

せ
・
申
し
込
み
は
5
月
12

日
（
火
）
ま
で
に
Ｅ
メ
ー
ル

quickny@919usa.com

ま

で
。

Ｎ
Ｙ
ビ
ジ
ネ
ス
異
業
種
交
流
会 

ク
イ
ッ
ク
Ｕ
Ｓ
Ａ
と

リ
ロ
リ
ダ
ッ
ク
が
共
催 

防
犯
対
策
の
新
型
改
札

Ｎ
Ｙ
地
下
鉄
ゲ
ー
ト
に
登
場

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
最
低
賃

金
を
２
０
３
０
年
ま
で
に
段
階

的
に
時
給
30
ド
ル
へ
引
き
上
げ

る
法
案
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。

（
１
面
に
記
事
）
こ
の
法
案
に

は
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
慣
習
と

な
っ
て
い
る
「
チ
ッ
プ
控
除

（Tipped Credit

）」
の
段
階
的

廃
止
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

現
在
は
雇
用
主
が
チ
ッ
プ
分
を

差
し
引
い
て
低
い
基
本
給
を
支

払
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
を
全
廃
し
、
チ
ッ
プ

に
関
わ
ら
ず
一
律
の
最
低
賃
金

を
保
証
す
る
方
針
だ
。
レ
ス
ト

ラ
ン
協
会
な
ど
は
「
賃
料
や
原

材
料
費
の
高
騰
に
加
え
、
人
件

費
が
倍
増
す
れ
ば
、
廃
業
や
ス

タ
ッ
フ
の
解
雇
、
さ
ら
な
る
メ

ニ
ュ
ー
の
値
上
げ
を
招
く
」
と

強
く
反
発
し
て
い
る
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
法
で
は
現
在
、
市
が

独
自
に
州
を
上
回
る
最
低
賃
金

を
設
定
す
る
権
限
が
制
限
さ
れ

て
お
り
、
法
案
成
立
に
は
州
政

府
と
の
調
整
や
法
改
正
が
必
要

に
な
る
可
能
性
が
高
い
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
公
聴
会

を
通
じ
て
労
働
環
境
の
改
善
と

中
小
企
業
の
存
続
の
バ
ラ
ン
ス

が
ど
う
議
論
さ
れ
る
か
が
焦
点

と
い
え
る
。

最
低
賃
金
引
き
上
げ

レ
ス
ト
ラ
ン
が
悲
鳴

　

米
司
法
省
は
こ
の
ほ
ど
、
ス

タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
、
オ
ハ
イ

オ
州
立
大
学
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
学
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
校
の
３

大
学
の
医
学
部
に
対
し
、
入
学

選
考
を
巡
る
公
民
権
調
査
を
開

始
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
意

向
に
基
づ
く
も
の
で
、
各
校
に

は
過
去
７
年
間
の
志
願
者
デ
ー

タ
の
提
出
が
求
め
ら
れ
、
応
じ

な
け
れ
ば
連
邦
資
金
の
停
止
も

あ
り
得
る
と
警
告
し
て
い
る
。

要
求
に
は
試
験
成
績
や
居
住

地
、
家
族
関
係
、
寄
付
者
と
の

関
係
に
加
え
、学
内
の
多
様
性
・

公
平
性
・
包
摂
性
（
Ｄ
Ｅ
Ｉ
）

に
関
す
る
文
書
や
、
製
薬
企
業

と
の
や
り
取
り
も
含
ま
れ
る
。

　

調
査
は
医
学
部
入
学
に
お
け

る
人
種
差
別
の
可
能
性
を
焦
点

と
し
て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ
政
権

は
２
０
２
３
年
の
連
邦
最
高
裁

に
よ
る
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・

ア
ク
シ
ョ
ン
否
定
判
決
を
厳
格

に
適
用
す
る
姿
勢
を
強
め
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
大
学
側
は
、
面

接
や
エ
ッ
セ
ー
な
ど
間
接
的
手

法
で
多
様
性
確
保
を
図
る
余
地

が
あ
る
と
主
張
し
て
き
た
が
、

政
権
は
こ
う
し
た
運
用
に
も
踏

み
込
む
も
の
と
み
ら
れ
る
。
米

国
医
科
大
学
協
会
に
よ
る
と
、

２
０
２
５
〜
26
年
度
の
医
学
部

在
籍
学
生
数
は
９
万
９
４
０
０

人
で
、
う
ち
約
42
％
が
白
人
、

28
％
が
ア
ジ
ア
系
、
約
８
％
が

黒
人
と
な
っ
て
い
る
。

医
学
部
の
入
学
選
考
調
査

政
権
が
大
学

へ
の
圧
力
拡
大

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
歴
史
評

議
会
は
３
月
30
日
夕
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
日
系
人
会
で
日
本
・
東

ア
ジ
ア
史
の
専
門
家
で
あ
る
ロ

ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
・
ス
ク
ー
ル
・

オ
ブ
・
デ
ザ
イ
ン
の
ア
ン
ガ
ス
・

ロ
ッ
キ
ャ
ー
博
士
を
講
師
に
迎

え
、
講
演
会
を
開
催
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
過
去
に
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
２
回
の
万
国
博
覧
会

（
１
９
３
９
〜
40
年
、
及
び

１
９
６
４
〜
65
年
）
で
の
日
本

館
を
取
り
上
げ
、
そ
の
展
示
に

お
い
て
、
日
本
が
西
洋
社
会
に

対
し
伝
統
文
化
と
近
代
的
成
果

の
融
合
と
い
う
形
で
紹
介
さ
れ

た
こ
と
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

ま
た
、
２
つ
の
異
な
る
時
代
に

お
い
て
日
本
が
博
覧
会
を
外
交

的
観
点
か
ら
ど
の
よ
う
に
活
用

し
、
激
動
の
20
世
紀
を
乗
り
切

ろ
う
と
し
た
か
に
つ
い
て
も
解

説
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
歴
史

デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、

１
８
６
０
年
以
降
の
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
に
お
け
る
日
本
及
び
日
系

人
に
関
す
る
歴
史
資
料（
文
書
、

写
真
、
映
像
、
書
簡
、
報
道
等
）

を
検
索
・
閲
覧
で
き
る
バ
ー
チ

ャ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
。
こ
れ
ら

の
資
料
は
、
政
治
、
外
交
、
ビ

ジ
ネ
ス
、
科
学
、
文
化
、
教
育
、

ス
ポ
ー
ツ
、
メ
デ
ィ
ア
、
移
民

な
ど
多
岐
に
わ
た
る
分
野
に
関

係
し
て
い
る
。
今
日
の
強
固
で

揺
る
ぎ
な
い
日
米
関
係
の
背
景

に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
地
域
に

お
け
る
数
多
く
の
日
本
人
、
日

系
ア
メ
リ
カ
人
、
そ
し
て
ア
メ

リ
カ
人
の
語
ら
れ
て
こ
な
か
っ

た
物
語
が
あ
る
。
同
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
は
そ
れ
ら
の
人
々
に
光
を

当
て
、
記
憶
し
、
認
識
し
、
顕

彰
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。

　

講
師
の
ア
ン
ガ
ス
・
ロ
ッ
キ

ャ
ー
博
士
は
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

大
学
で
学
士
号
（
歴
史
）、
ワ

シ
ン
ト
ン
大
学
で
修
士
号
（
日

本
研
究
）、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド

大
学
で
博
士
号
（
歴
史
）
取
得
。

ロ
ン
ド
ン
大
学
東
洋
ア
フ
リ
カ

研
究
学
院
（
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ
）
で
教

鞭
を
と
り
、
大
英
博
物
館
で
の

共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
参

画
。
著
書
に
『Exhibitionist 
Japan:The Spectacle of 
Modern Development

』（
ケ

ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
出
版
局
、

２
０
２
５
年
）
及
び
『Japan: 

A History in Objects

』（
テ

ム
ズ
・
ア
ン
ド
・
ハ
ド
ソ
ン
、

２
０
２
６
年
）
が
あ
る
。

1939年と 64-65年に NYで開催された万博日本館の説明を熱心に聞く参加者

ロッキャー博士

万博日本館について書かれた
　『Exhibitionist Japan』無賃乗車防止のための対策が施された新型の改札口

（３月 31日、地下鉄６番線 23丁目駅で本紙撮影）

https://www.ekkoenergyinc.com/
mailto:quickny@919usa.com
mailto:quickny@919usa.com
mailto:quickny@919usa.com
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税
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確
定
申
告
の
方
法
と

追
徴
・
過
払
い
税
金

 
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
米
国
グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ

プ
ラ
ク
テ
ィ
ス　

パ
ー
ト
ナ
ー 

須
田
洋
平

　

皆
様
の
中
に
は
す
で
に
確
定

申
告
書
が
完
成
し
て
申
告
さ
れ

た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
確

定
申
告
書
の
内
容
に
つ
い
て
は

税
務
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
お
任
せ

す
る
と
し
て
も
、
完
成
し
た
確

定
申
告
書
は
税
務
当
局
へ
送
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
追
徴
税
が
発
生
し
て
い
る

方
は
当
局
へ
の
支
払
い
が
必
要

で
す
。
過
払
い
が
あ
る
方
も
、

ど
の
よ
う
な
形
で
精
算
を
受
け

る
か
決
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
今
回
は
皆
様
が
対
応
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
税
務
当
局

へ
の
確
定
申
告
の
送
付
、
支
払

い
、
な
ら
び
に
過
払
い
の
精
算

方
法
を
説
明
し
ま
す
。

▽
確
定
申
告
方
法

　

米
国
確
定
申
告
は
電
子
申
告

に
よ
っ
て
行
う
こ
と
が
推
奨
さ

れ
て
お
り
、
確
定
申
告
書
作
成

者
は
電
子
申
告
で
作
成
す
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
電
子
申
告
は
オ
ン
ラ
イ
ン

で
申
告
デ
ー
タ
を
各
当
局
に
送

信
し
ま
す
の
で
、
申
告
パ
ッ
ケ

ー
ジ
の
作
成
や
郵
送
な
ど
の

手
間
を
省
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
税
務
当
局
が
確
定

申
告
デ
ー
タ
を
受
理
し
た
か
ど

う
か
の
確
認
や
、
当
局
で
の
申

告
書
の
プ
ロ
セ
ス
が
正
確
に
行

わ
れ
る
、
ま
た
プ
ロ
セ
ス
が
早

く
行
わ
れ
る
た
め
に
還
付
金
が

早
く
発
行
さ
れ
る
な
ど
の
メ
リ

ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
年
々
電
子

申
告
が
で
き
る
確
定
申
告
書
の

範
囲
が
広
が
っ
て
お
り
、
非
居

住
者
の
確
定
申
告
書
で
あ
る

1040NR

も
電
子
申
告
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

電
子
申
告
を
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
確
定
申
告
書
は
、
当
局

へ
書
面
で
郵
送
す
る
こ
と
で
確

定
申
告
を
行
い
ま
す
。
年
中
に

居
住
者
と
非
居
住
者
の
両
方
の

居
住
者
身
分
を
有
す
る
二
重
身

分
者
は
電
子
申
告
に
対
応
し
て

い
ま
せ
ん
の
で
書
面
で
の
申
告

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

納
税
者
番
号
（
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
）
の

新
規
の
申
請
は
、
申
請
書
類
を

確
定
申
告
書
に
添
付
し
て
行
い

ま
す
が
、
申
請
書
類
は
原
本
で

あ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
確

定
申
告
は
書
面
で
行
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
州
税
の
確
定
申
告

は
州
に
よ
っ
て
異
な
る
規
定
を

設
け
て
い
る
の
で
別
途
検
討
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▽
追
徴
税
額

　

確
定
申
告
書
で
計
算
さ
れ
た

最
終
税
額
が
源
泉
徴
収
税
や
予

定
納
税
額
な
ど
で
納
め
た
税
額

を
上
回
る
場
合
は
追
徴
税
を
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
ち
ら
の
支
払
い
の
期
日
は
４

月
15
日
と
な
り
ま
す
。
支
払
い

方
法
と
し
て
お
も
に
次
の
４
つ

を
説
明
し
ま
す
。

ａ　

銀
行
口
座
か
ら
の
引
き
落

と
し
：
電
子
申
告
を
行
う
場
合

に
、
指
定
し
た
日
に
銀
行
口
座

か
ら
追
徴
税
額
を
引
き
落
と
す

方
法
で
す
。

ｂ　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
：
主

要
な
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
追

徴
税
額
を
支
払
う
こ
と
も
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
方
法

は
手
数
料
が
発
生
し
ま
す
。

ｃ　

Ｅ
Ｆ
Ｔ
Ｐ
Ｓ
：
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
登
録
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン

で
支
払
う
か
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
ア
プ
リ
を
通
し
て
支
払
い

ま
す
。

ｄ　

小
切
手
の
郵
送
：
小
切
手

に
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
番
号
と
年
次
、
申
告
様
式
を

記
載
し
、1040-V

な
ど
の
バ

ウ
チ
ャ
ー
と
一
緒
に
当
局
へ
郵

送
し
ま
す
。
過
払
い
税
額
の
セ

ク
シ
ョ
ン
で
説
明
し
て
い
ま
す

が
、
小
切
手
で
の
支
払
い
も
段

階
的
に
廃
止
さ
れ
る
こ
と
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

追
徴
税
額
を
一
度
に
全
額
支

払
う
こ
と
が
出
来
な
い
場
合
は

分
割
払
い
を
す
る
こ
と
も
条
件

に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

申
告
期
日
ま
で
に
追
徴
税
を

支
払
わ
な
い
と
、
支
払
い
遅
延

の
罰
則(
延
納
税)

が
課
さ
れ

ま
す
。
延
納
税
は
未
納
の
税
額

に
対
し
て
月
々
０
・
５
％
、
最

大
25
％
ま
で
課
さ
れ
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
追
徴
額
に
は
利
息

が
発
生
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
申

告
書
を
期
日
ま
で
に
提
出
し
な

い
場
合
は
申
告
遅
延
の
罰
則
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
未
納
税

額
に
対
し
て
月
々
５
％
、
最
大

で
25
％
ま
で
が
課
さ
れ
ま
す
が

延
納
税
が
同
時
に
発
生
し
て
い

る
場
合
は
延
納
税
分
が
差
し
引

か
れ
ま
す
。
確
定
申
告
書
を

期
日
ま
で
に
提
出
で
き
な
い

場
合
は
延
長
申
請
書
（Form 

4868

）
を
提
出
す
る
こ
と
で

申
告
期
日
を
延
長
す
る
こ
と
も

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。た
だ
し
、

延
長
申
請
は
納
付
の
期
日
を
延

長
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
延
納
税
と
利
子
の
支
払

い
を
避
け
る
た
め
に
は
４
月
15

日
ま
で
に
見
込
み
の
追
徴
税
額

を
支
払
う
必
要
が
あ
る
点
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
過
払
い
税
額

　

最
終
税
額
が
納
め
た
税
額
を

下
回
る
場
合
は
過
払
い
の
状
況

と
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
３

つ
の
方
法
で
過
払
い
を
精
算
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
大
統
領

令
に
基
づ
き
、
Ｉ
Ｒ
Ｓ
（
内
国

歳
入
庁
）
は
紙
の
小
切
手
の
発

行
の
廃
止
を
進
め
て
い
る
点
に

留
意
が
必
要
で
す
。

ａ　

銀
行
振
込
み
：
過
払
い
額

が
指
定
し
た
銀
行
口
座
に
振
り

込
ま
れ
ま
す
。

ｂ　

次
年
度
の
納
税
額
に
充
当

ｃ　

還
付
小
切
手
：
還
付
小
切

手
が
確
定
申
告
書
に
記
載
し
た

住
所
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

小
切
手
で
の
還
付
は
、
原
則

と
し
て
米
国
の
銀
行
口
座
を
保

有
し
て
い
な
い
方
に
限
定
さ
れ

ま
す
。

　

還
付
状
況
は
税
務
当
局
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
（www.irs.gov 

“Where’s My Refund?”

）
で

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

還
付
請
求
の
時
効
は
確
定
申
告

の
提
出
期
日
か
ら
３
年
と
な
り

ま
す
。

＊
＊
上
記
記
事
は
、
財
務
省
通

牒230

号10.37

条(a)(2)

規
定
上
の
書
面
に
よ
る
税
務
ア

ド
バ
イ
ス
の
た
め
の
基
準
を
満

た
す
た
め
の
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
記
事
中
の
情
報
は

す
べ
て
一
般
的
な
も
の
で
あ

り
、
特
定
の
個
人
も
し
く
は
事

業
体
の
状
況
へ
の
適
用
を
意
図

し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
施
行
さ
れ
て
い
る
税
法
に

沿
っ
て
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、

今
後
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
各
個
人
は
特
定
事
項

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
上
記

内
容
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
の

で
は
な
く
、
実
状
に
基
づ
き
専

門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

記
事
中
の
見
解
や
意
見
は
著
者

個
人
の
も
の
で
あ
り
、
必
ず
し

も
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ 

Ｌ
Ｌ
Ｐ
の
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

Ｎ
Ｙ
ビ
ジ
ネ
ス
会
計
基
礎
知
識

143

　
「
譲
謙
（
ゆ
ず
け
ん
）
さ
ん
、

リ
ー
ス
資
産
や
リ
ー
ス
負
債
を

計
算
す
る
た
め
の
利
率
は
ど
う

や
っ
て
入
手
す
る
ん
じ
ゃ
？
」

会
社
経
営
者
の
鬣
（
た
て
が

み
）
は
、
会
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
譲
矢
謙
吉
（
ゆ
ず
り
や
け

ん
き
ち
：
通
称
、
譲
謙
（
ゆ
ず

け
ん
）
に
お
も
む
ろ
に
聞
い

た
。「
は
い
、
そ
の
通
り
で
す
。 ASC 842

条
で
は
、
オ
ペ
レ

ー
テ
ィ
ン
グ
リ
ー
ス
で
借
り
手

が
使
用
す
る
利
率
は
、
ま
ず

Implicit Rate

を
用
い
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。Implicit 

Rate

と
は
、
当
該
リ
ー
ス
契

約
で
用
い
ら
れ
て
い
る
利
率
で

す
。
す
な
わ
ち
リ
ー
ス
会
社
が

使
用
し
て
い
る
利
率
の
こ
と
で

す
」「
そ
ん
な
利
率
は
貸
し
て

い
る
リ
ー
ス
会
社
の
方
は
わ
か

っ
て
い
る
は
ず
じ
ゃ
が
、
借
り

て
い
る
方
は
い
く
ら
の
利
率
で

貸
し
出
し
て
い
る
か
な
ど
全
く

わ
か
ら
ん
は
ず
じ
ゃ
ぞ
」「
確

か
に
鬣
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
る
通

リ
ー
ス
会
計
の
利
率
に
つ
い
て

り
、
こ
のRate

は
契
約
書
に

は
明
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し

か
し
な
が
ら
、
車
や
コ
ピ
ー
マ

シ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
は
、
最

近
は
Ａ
Ｉ
の
進
化
に
よ
り
リ
ー

ス
資
産
の
付
随
費
用
を
含
め
た

購
入
価
額
や
リ
ー
ス
終
了
時
の

残
存
価
額
を
借
り
手
が
か
な
り

正
確
に
入
手
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

ら
の
情
報
を
使
え
ばImplicit 

Rate

も
比
較
的
容
易
に
借
り

手
側
が
把
握
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
も
し
も
、Implicit 

Rate

が
容
易
に
入
手
で
き
な

い
の
で
あ
れ
ばIncremental 

Borrowing Rate(

Ｉ
Ｂ
Ｒ)

を
用
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｉ
Ｂ
Ｒ
は
借
手
が
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
（
借
入
）
で
購
入
し
た
と

仮
定
し
た
場
合
のRate

で
す
。

も
し
も
、
そ
の
リ
ー
ス
資
産
を

担
保
と
し
て
、
そ
の
リ
ー
ス
期

間
で
借
入
金
を
し
て
購
入
し
た

場
合
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
支
払
金
利
の
こ
と
で
す
。

Ｉ
Ｂ
Ｒ
の
出
し
方
は
ま
ず
、
無

担
保
の
一
般
的
な
借
入
金
の

Rate

か
ら
計
算
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
そ
れ
に
担
保
を
付
け

た
場
合
のRate

の
計
算
を
し

て
減
額
し
て
い
き
ま
す
。
担
保

は
そ
の
リ
ー
ス
資
産
に
限
り
ま

せ
ん
。
借
り
手
側
の
ど
ん
な
担

保
で
も
可
能
で
す
。
さ
ら
に
外

国
で
借
り
て
い
る
場
合
に
は
外

貨
で
のRate

も
勘
案
し
て
計

算
し
ま
す
。
実
際
に
は
、
こ
の

よ
う
な
Ｉ
Ｂ
Ｒ
の
計
算
は
、
銀

行
の
助
け
を
借
り
る
必
要
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
は
、
レ
ッ
シ
ー

が
、
リ
ー
ス
実
行
時
に
当
該
資

産
を
リ
ー
ス
で
は
な
く
、
借
入

を
し
て
購
入
す
る
こ
と
を
前
提

と
し
て
銀
行
に
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

を
申
し
込
ん
で
い
れ
ば
、
入
手

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。な
お
、

会
社
が
借
入
金
を
す
る
こ
と
が

何
ら
か
の
理
由
で
不
可
能
な
状

況
の
場
合
に
は
、
借
入
金
市
場

で
の
最
も
低
いRate

を
使
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。そ
の
ほ
か
、

企
業
が
非
上
場
会
社
で
あ
っ
た

場
合
に
は
、
そ
の
リ
ー
ス
期

間
で
のRisk-Free Discount 

Rate

（
Ｒ
Ｆ
Ｒ
）
を
使
用
す
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｒ
Ｆ
Ｒ
の
典
型
例
は
ア
メ
リ
カ

国
債
利
回
り
（US Treasury 

Yields

）
で
す
。
リ
ー
ス
開
始

時
の
リ
ー
ス
期
間
と
同
じ
期
間

の
利
率
を
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
Ｒ
Ｆ
Ｒ
を

使
用
す
る
に
は
社
内
の
経
理
規

定
で
そ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
を

明
記
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
社
内
の
経
理
規
定
は
、
Ｉ

Ｂ
Ｒ
を
算
出
す
る
に
は
一
般
的

に
費
用
と
手
間
が
か
か
る
た

め
、Implicit Rate

が
わ
か
る

場
合
に
は
、Implicit Rate

を

用
い
、
そ
れ
が
わ
か
ら
な
い
場

合
に
は
、
Ｒ
Ｆ
Ｒ
を
用
い
る
こ

と
に
し
て
お
く
の
が
よ
い
で
し

ょ
う
。
も
し
も
、
リ
ー
ス
契
約

が
契
約
の
途
中
で
修
正
さ
れ
た

ら
な
ら
ば
、Rate

を
見
直
し
、

リ
ー
ス
債
務
と
リ
ー
ス
使
用
権

資
産
を
測
定
し
直
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。 

最
後
にDiscount 

Rate
は
０
以
下
に
は
な
り
ま

せ
ん
」「
ほ
う
、
そ
う
か
、
よ

く
わ
か
っ
た
」「
利
息
部
分
は

ど
う
や
っ
て
費
用
計
上
す
る
の

じ
ゃ
？
」「
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン

グ
リ
ー
ス
で
は
利
息
は
存
在
し

ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
部
分
は
リ

ー
ス
費
用
の
一
部
と
し
て
計
上

さ
れ
ま
す
。
な
お
、
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
リ
ー
ス
で
は
支
払
利
息
と

し
て
計
上
し
ま
す
」

　

米
国
公
認
会
計
士
齊
藤
事
務

所
（Saito LLP

）：
齊
藤
幸
喜

(www.saitollp.com, info@
saitollp.com)

https://www.facebook.com/pg/nyjalc/about/
https://michaeldunnlaw.com
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://www.maxjob.com/
http://www.swlgpc.com/jp/
https://www.fivelightscenter.com/
http://www.irs.gov
http://www.irs.gov
http://www.irs.gov
http://www.saitollp.com
http://www.saitollp.com
http://www.saitollp.com


テーマ：サクラの季節、安全で健康なライフを過ごすには！　参加無料    
主催：ニューヨーク日系人会 (JAA)、後援：在ニューヨーク日本国総領事館、米国日本人医師会、
邦人医療支援ネットワーク (JAMSNET)、NY日系ライオンズクラブ    
Online & JAA Hall: ニューヨーク日系人会 /JAA, 49 West 45th St., 5th Floor, New York, NY 10036　(Between 5th & 6th Ave.)　　   
＊お申込はニューヨーク日系人会 212-840-6942 / info@jaany.org （但し、指定の連絡先以外）    
（登録フォームの URLが記載されている講座は、直接登録フォームからお申込みください。） （企画により参加費、食事代、材料代の徴収あります） 第

18
回
サ
ク
ラ
・
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ア

支援：米国三井物産基金、ニューヨーク日系ライオンズクラブ

4 月 時間 タイトル 企画担当　講師 / 指導者（敬称略） 定員

19日
（日）

東海岸：
13:30-16:15
中部：

12:30-15:15
西部：

10:30-13:15

第１回乳がんシンポジウム @ US　【JAAライブ会場とオンラインのハイブリッド形式】　企画：BCネットワーク
テーマ：『知識とケアの架け橋：東海岸から西海岸まで』

会場参加は、歓談会有 (お菓子とお茶）、梅宮さんサイン入り本・色紙を抽選で 10名に！
司会：久下香織子アナウンサー、開会の挨拶：森田健太郎医務官（在 NY日本国総領事館）、山本眞基子（BCネットワーク代表）

　◆基調講演：土井卓子医師（南大和クリニック　乳がんセンター長・乳腺外科医）
　　　　　　　『乳がん治療の最前線から：臨床的革新と患者の知見を融合させる架け橋』

　◆サバイバー講演：梅宮アンナ氏（モデル・乳がんサバイバー）『彩りを取り戻すまで：がんを越え、自分らしく生きる旅』
　◆座談会：『最適なケアーを共に考え、共に拓くケアーの道標』

★参加申込は BCネットワークホームページから➡ https://bcnetwork.org/
20日
（月）

13:00-16:00 JAAホール＆オンライン (ZOOM)　 NY方舟　ハコ句会 
オーブン俳句会　春の季節を俳句で楽しみましょう！

担当：澪つくし
企画：NY方舟

22日（水） 18:30-20:00 JAAホール＆オンライン (ZOOM) ：正しい姿勢と丹田呼吸法の静坐を学ぶ 講師：名倉幹（真宗大谷派・東本願寺僧侶）

23日
（木）

12:00-14:00
4月の第 2敬老会～ BentOnのお弁当～　
安西弦医師の「健康についてのお話」と Iwaki Bandの音楽をお楽しみ
ください。参加費：JAAシニア会員 $5

企画：JAA社会福祉部 120

24日
（金）

NY東海岸　
10:00-11:30
各地域の時間

➡

企画：JAMSNET高齢者支援ネットワーク
オンライン（ZOOM）＆ JAAホールでのハイブリッド：『人生後半の健康と幸せを考えるワークショップ』　

　　　　　　　◇人生後半をもっと健康に楽しく！長寿や認知症予防に関する論文報告やシンガポールの実践を共有します 
◇前向きな終活　それぞれの人生経験から気づきを得るグループトーク

　　　　　　　　講師：吉国泰代（医師・公認心理師／JAMSNET高齢者支援ネットワーク／在星邦人メンタルヘルス研究会）
　　　　　　　　アシスタント：坂神けいこ（JAMSNET高齢者支援 NETWORK／NY市保健精神衛生局）

北米東海岸 10AM–11:30 AM／北米西海岸 7AM-8:30AM／ドイツ4PM-5:30PM／バンコク 9PM-10:30PM／シンガポール 10PM-11:30PM／日本 11PM-0:30AM
★登録 URLまたはQR Codeよりお申込みください➡ https://forms.gle/FY3koTJgMUKXm9dB9

10:30-11:30
ベビー &トドラー・マッサージ &子育て相談会
親子で楽しみましょう！　定員 20組　会場：JAAホール
★お申込みは、NYすくすく会の登録フォームのリンクより ➡

講師：林里奈（Baby Massage Instructor)、
常泉ジーン（Parenting Consultant)
企画：NYすくすくお茶会
https://forms.gle/L4JVrW1saADAtPiF9

20

13:00-14:00 オンライン (ZOOM)講座 : 「NY州公的医療保険について」
日本語でご説明します。　＊ 65歳未満の方対象

講師：小橋バーンズ里佳 (NYS Health Navigator)　
企画：日米ソーシャルサービス（JASSI)

25日
（土）

9:30-11:00

オンライン (ZOOM): 日本へ本帰国・日本の親の介護ついて
①日本にいる親の介護と相続に備える３つの準備
②日本の不動産事情と空き家問題
③日本の介護・事前準備の重要性。高齢者施設と身元保証人

企画：一般社団法人 Hearth (ハース）
講師：伴貴代子（行政書士、一社）みんなの相続サポートセンター理事）
講師：野口義高（㈲野口商事 不動産部　代表取締役）　
講師：横畠文美（一社）Hearth代表理事、国際介護アナリスト）

10:00-11:00

11:00-13:00

①メディケア、メディケイドの基本知識と介護保険
②看護師と健康＆ほっとひと息タイム：
血圧測定、ハンドマッサージ、Uberアプリ利用案内

講師：橋本 愛 (Chartered Life Underwriter, Auchel World/
Grand Prospects Financial and Insurance Services)
企画：米国日本人看護協会 (JNAA)　

14:00-15:30
16:00-17:30

450年の歴史を誇る金沢の金箔貼りワークショップ　～伝統工芸でオリジナル箸作りましょう～
一部：14:00-15:30、二部：16:00-17:30　定員各コマ 20名　　　　　　講師：小山秀子（金沢箔一）
材料費：$25　会場：JAAホール　　　　　　　　　　　　　　　　　 企画：NY日系ライオンズクラブ

各
20

26日
（日）

午前の部
10:00-12:00
午後の部

13:00-15:00

JMSAライフ・サイエンス・フォーラム・キッズ 2026　at JAA Hall
企画：米国日本人医師会 /JMSA 協賛：Arclev, JASS, Miki House, Westchester Children's Museum 
SCIENCEってなんだろう？　お医者さん・研究者と一緒に見て・触って楽しく学ぼう！
4～ 10歳のお子様対象、入替制、各組定員 25名（1組につき保護者の方 1名同伴でお願いします）　
★登録フォームの URLよりお申込みください ➡ https://forms.gle/iTSnYsjxTdjcEcgk9

各
25

4/26（日）
から

5/3（日）
配信

オンライン
(YouTube)
講座

ライオンズ大学：大人の教養講座シリーズ　大好評のインターネット配信！第 10弾！
日本で大人気の有名講師が YouTubeで講演配信！　4月 26日（日）～ 5月 3日（日）まで公開
ニューヨークからでもできる日本の相続と生前準備  講師：山口里美（一般社団法人 日本リレーションサポート協会 代表理事）
～帰国前に知っておきたい基礎知識～  企画：NY日系ライオンズクラブ
お申込みいただいた方に YouTubeのリンクをお送りします。

27日
（月）

12:00-14:30

14:30-16:00

「2026年のメディケア 001プラス」　会場：JAAホール
メディケアの基本（構成、費用、ベネフィット）と良くある疑問の解消
（正確な情報で最良で安心な選択と利用）
「メディケア個別相談室」（各 30分）要事前予約・定員 6名

講師：石田和子（日本語説明者）、Eric Hausman 
(AGING Consultant)
企画：NYC Dept. for the Aging, HIICAP 6

28日
（火）

19:00-21:00 ニューヨーク混声合唱団による公開リハーサル　会場：JAAホール 指導者：嶋田あや　企画：ニューヨーク混声合唱団

30日
（木）

19:00-21:00
オンライン (ZOOM)講座 : プレママ、プレパパ出産準備クラス
出産を控えているママとパパのセミナー＆母乳について
妊娠から出産への流れ、産後の赤ちゃんのケア、母乳育児の方法

講師：加納麻紀（内科・小児科医）、澤井未央（産婦人科医）、
新場裕美（国際認定ラクテーション・コンサルタント）　
企画：ニューヨークすくすく会

5月 時間 タイトル 企画担当　講師 / 指導者（敬称略） 定員

1日
（金）

10:30-11:30
親子リトミック＆日本語本読み会　対象：０歳～未就学児童
参加費 $5　定員 20組　＊申込みは 4月下旬より受付、登録フォーム
のリンクは 4月下旬にご案内します。企画：JAAアップルキッズ

講師：よっぴ先生（渡邉佳子、ピアノ＆リトミック講師）
20
組

15:30-16:30 椅子ヨガ：会場の椅子を使って、気持ちよく身体を動かします
スニーカー着用必須　会場：JAAホール 講師：ブレーズデン千映美（ヨガ・インストラクター）

2日
（土）

11:00-12:30 JAAホール＆オンライン (ZOOM): 
「旅支度セミナー第二回　苦難不安を希望に変える」

講師：平野博文（牧師）
企画：日本キリスト召団ニューヨーク教会

14:00-16:00

ドキュメンタリー上映会 A Film by Helga Merits
The Paradox of Seabrook Farms" Shattered Dreams, Restored Hopes
戦後、難民・移民が集ったシーブルック農場の歴史を描くドキュメンタリ
ー（英語）

企画：JAA, JACL-NY, ZAJA NYC

3日
（日）

10:00-12:00 乳幼児＆成人の心肺蘇生 (CPR)ワークショップ
意識不明、呼吸困難等、緊急事態の対応　会場：JAAホール

講師：加納麻紀（内科・小児科医）、澤井未央（産婦人
科専門医）
陳佳奈（内科医）　企画：ニューヨークすくすく会

12:30-14:30
「子供の日をみんなで祝いましょう！」　
五嶋龍（日米武道館）の空手デモンストレーション  ・クニ・三上の子供
とジャズを楽しもう！　リフレッシュメントあり　参加費：$10/family　

企画：JAAアップルキッズ　

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
（
Ｊ
Ａ
Ａ)

は
４
月
４
日
（
土
）
か

ら
５
月
３
日
（
日
）
ま
で
「
第
18
回
サ
ク
ラ
・
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ア
（
後

援
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事
館
、
米
国
日
本
人
医
師
会
、
邦

人
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
支
援
・
米
国
三
井
物
産
基
金
、
Ｎ

Ｙ
日
系
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
）
を
開
催
す
る
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
桜
が
満
開
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
、
日
本
文

化
を
楽
し
み
、
健
康
で
安
全
な
生
活
を
過
ご
す
た
め
に
」。
子
ど

も
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
誰
も
が
楽
し
め
る
企
画
が
用
意
さ
れ
て
い

る
。
５
日
（
日
）
に
は
歴
史
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
上
映
会
が
開
催

さ
れ
、
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
の
歴
史
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
健

康
や
医
療
、
高
齢
者
問
題
、
帰
国
後
の
相
続
問
題
な
ど
の
法
律
知

識
、
子
育
て
支
援
や
書
道
、
太
極
拳
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
だ
。
恒
例
の
「
サ
ク
ラ
祭
り
」
は
18
日
（
土
）
に
フ
ラ
ッ

シ
ン
グ
・
メ
ド
ウ
・
コ
ロ
ナ
パ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
る
。

（7）　　 ［総　合］ 2026年（令和 8年）4月 4日（土）

mailto:info@jaany.org
https://bcnetwork.org/
https://forms.gle/FY3koTJgMUKXm9dB9
https://forms.gle/L4JVrW1saADAtPiF9
https://forms.gle/iTSnYsjxTdjcEcgk9


石
黒
裕
紀 
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

2026年（令和 8年）4月 4日（土） ［総　合］　　（8  ）

ダンスとピアノによるコラボレーション公演

Echoes of Tranquility

石黒裕紀とオリビア石黒 ゴードン裕子

4
月
12
日
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
の
ミ
ッ
チ
ェ
ナ
ー
美
術
館
で
開
催

　

ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー 

Yu.S.Artistry 

の
芸
術
監
督
で

あ
る
石
黒
裕
紀
と
音
楽
学
校 

Musica Vera Academy 

主

宰
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
ゴ
ー
ド
ン

裕
子
に
よ
る
共
同
企
画
、
ダ
ン

ス
と
ピ
ア
ノ
に
よ
る
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
公
演
「Echoes of 

Tranquility

」
が
、
4
月
12
日

（
日
）、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州

ド
イ
ル
ズ
タ
ウ
ン
に
あ
る
ミ
ッ

チ
ェ
ナ
ー
美
術
館
（Michener 

Art Museum

）で
開
催
さ
れ
る
。   

　

こ
の
作
品
で
は
、
日
本
の
伝

統
音
楽
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
や
、

東
洋
美
術
か
ら
影
響
を
受
け
た

作
曲
家
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
音
楽

な
ど
を
用
い
、
ダ
ン
ス
と
ピ
ア

ノ
の
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

が
披
露
さ
れ
る
。
ま
た
、
特
別

ゲ
ス
ト
と
し
て
、
フ
ィ
ラ
デ
ル

フ
ィ
ア
・
バ
レ
エ
団
プ
リ
ン
シ

パ
ル
の
伊
勢
田
由
佳
、
コ
ン
テ

ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
ス
界
で
活
躍

す
る
振
付
家
の
桜
庭
義
人
、
そ

し
て
、Yu.S.Artistry

ボ
ー
ド

メ
ン
バ
ー
の
柴
田
真
理
子
ら
が

出
演
予
定
。   

　

会
場
と
な
る 

ミ
ッ
チ
ェ
ナ
ー

美
術
館
は
、
作
家
ジ
ェ
ー
ム
ズ 

Ａ
・
ミ
ッ
チ
ェ
ナ
ー
に
よ
っ
て

設
立
さ
れ
た
美
術
館
で
、
日
本

文
化
と
の
ゆ
か
り
を
持
つ
場
所

と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。  

　

今
回
の
公
演
は
、
日
本
文
化

を
テ
ー
マ
に
し
た
日
米
文
化
交

流
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
も
位
置

づ
け
ら
れ
、
国
際
交
流
基
金

（Japan Foundation

）
の
助

成
を
受
け
て
い
る
。  

ダ
ン
サ
ー
・
振
付
家
・
舞
踊
研
究
者   

モ
ン
ト
ク
レ
ア
大
学
で
の
研
究  

　

大
学
時
代
に
ブ
レ
イ
ク
ダ
ン

ス
を
始
め
、
卒
業
後
は
東
海
地

方
の
バ
レ
エ
団
に
入
団
。
そ
の

後
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
渡
り
活
動

し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
シ
テ
ィ
バ

レ
エ
の
振
付
家
エ
メ
リ
ー
・
ル

ク
ロ
ー
ン
の
作
品
や
、「
ア
メ

リ
カ
ズ
・
ゴ
ッ
ド
・
タ
レ
ン
ト
」

で
知
ら
れ
る
カ
タ
パ
ル
ト
・
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
社
の
ア
フ

リ
カ
ツ
ア
ー
に
も
参
加
し
た
。   　

２
０
１
８
年
に
ダ
ン
ス
カ
ン

パ
ニ
ー Yu.S.Artistry 

を
設

立
。
リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

や
ク
イ
ー
ン
ズ
シ
ア
タ
ー
な

ど
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
各
地
で
公

演
。
２
０
２
３
年
に
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
を
取
得

後
、
芸
術
活
動
の
拠
点
を
ペ
ン

シ
ル
ベ
ニ
ア
へ
移
し
、
地
域
密

着
型
の
ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
と

し
て
活
動
を
展
開
。
２
０
２
４

年
に
は
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州

の
振
付
家
に
贈
ら
れ
る Ellen 

Forman Award 

を
受
賞
し

た
。

　

ま
た
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

日
本
人
学
校
で
は
高
等
部
・
中

等
部
で
国
語
や
日
本
史
を
教
え

る
な
ど
、
ダ
ン
ス
を
含
め
た
日

本
文
化
を
研
究
し
、
教
育
活
動

に
も
活
か
し
て
い
る
。      

　

石
黒
は
現
在
、
モ
ン
ク
レ
ア

州
立
大
学
の
大
学
院
修
士
課
程

に
て
、
ダ
ン
ス
に
お
け
る
東
洋

哲
学
の
影
響
や
身
体
表
現
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
る
。
こ
の
研

究
は
歴
史
・
哲
学
・
ダ
ン
ス
ビ

ジ
ネ
ス
の
三
つ
の
視
点
か
ら
学

術
的
意
義
が
認
め
ら
れ
、
大
学

の
研
究
助
成
対
象
と
な
っ
て
い

る
。
哲
学
的
研
究
で
は
、幽
玄
・

間
・
残
心 

と
い
っ
た
概
念
を

用
い
る
こ
と
で
、
言
葉
で
説
明

し
に
く
い
身
体
表
現
を
整
理
す

る
試
み
を
行
っ
て
い
る
。
歴
史

的
視
点
で
は
、
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス

が
成
立
し
た
19
世
紀
末
が
、
日

本
文
化
が
西
洋
芸
術
に
影
響
を

与
え
た
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
の
時
代

と
重
な
る
こ
と
に
注
目
し
て
い

る
。
さ
ら
に
禅
思
想
や
舞
踏
な

ど
、
日
本
文
化
が
世
界
の
ダ
ン

ス
に
与
え
た
影
響
を
検
証
。
ま

た
、
石
黒
は
ア
メ
リ
カ
の
ダ
ン

ス
業
界
の
構
造
変
化
に
も
注
目

し
て
い
る
。
１
９
９
０
年
代
以

降
、
公
的
助
成
の
縮
小
に
よ
り

多
く
の
ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
が

フ
ル
タ
イ
ム
で
の
運
営
が
難
し

く
な
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
へ

と
移
行
し
、
多
く
の
芸
術
家
は

制
作
よ
り
も
ス
タ
ジ
オ
代
な
ど

の
支
払
い
に
追
わ
れ
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

変
化
の
中
、
石
黒
は
こ
れ
か
ら

生
き
残
れ
る
ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ

ー
は
大
都
市
型
で
な
く
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
連
携
し
た
活
動

モ
デ
ル
だ
と
考
え
る
。   

　

バ
ッ
ク
ス
カ
ウ
ン
テ
ィ
を
拠

点
と
す
る Yu.S.Artistry 

も

そ
の
実
践
例
で
あ
り
、
今
回 

ミ
ッ
チ
ェ
ナ
ー
美
術
館
で
上

演
さ
れ
る
公
演
「Echoes of 

Tranquility

」
も
、
地
域
と
の

つ
な
が
り
か
ら
生
ま
れ
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
で
あ
る
。      　

　

公
演
当
日
は
美
術
館
の
無
料

開
放
日
に
あ
た
り
、
公
演
も
無

料
で
鑑
賞
で
き
る
が
、
混
雑
を

避
け
る
た
め
事
前
の
チ
ケ
ッ
ト

予
約
が
必
要
と
な
る
。

Michener Art Museum   
Cherry Blossom Celebration   

Sunday, April 12, 2–4 pm  
Performance 2:00–3:00pm & 3:30-4:30pm  

詳細とチケット
https://michenerartmuseum.org/event/

cherry-blossom-celebration/    

http://www.easeny.com/
https://acomoving.com/
https://www.nyseikatsu.com/portraits/
https://giip-global.com/ja/
tel:9176780297
http://myriverside.net/home
https://artofhaiku.org/
https://goshikiprinting.com/
https://michenerartmuseum.org/event/cherry-blossom-celebration/


こどものくに幼稚園
♪夢をのせていま世界へ♪ 異文化に暮らす幼児の健全な発育に欠かせない母国

語の重要性は、意外と知られていないのが現状です。本
園は心、知、体そして社会性をバランス良く発達させる
ために理想的な保育環境を追求して50年の実績を誇
ります。研究を重ねたプログラムと献身的な教師陣が、
世界にはばたく日本人を育むお手伝いをします。子ども
たちの目の輝きが違います。ぜひ一度ご見学下さい。

途中入園についてのお問い合わせ、また園見学ご希望
の場合は園にご連絡ください。

資料請求先： Tel: 914-949-0067
 Fax: 914-949-0247

252 Soundview Avenue
White Plains, NY 10606

E-mail: kk@kodomony.org                             URL: www.kodomony.org

5050年年のの
実績実績
50年の
実績
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Granma Wonton 
King

385 Kear St. Unit A, 
Yorktown Heights

火～日 11：00～ 21：00、
月曜休業

https://www.grandmawontonking.com/

ここ数年の冬と比較すると、一際寒さ厳しく、
雪もたくさん降った冬がようやく後ろ姿を見せ、
待ちに待った春がやって来た。ウエストチェス
ター近郊で開催される春を楽しむイベントをご
紹介。

■イースター・エッグハント
　コネチカット州ウエストポートの非営利団体
「アースプレイス」が主催するエッグハント。同
団体は自然保護を目指し、自然と環境について
学ぶためのさまざまな機会を提供している。春
の森を舞台にしたエッグハント、本物のウサギ
との触れ合いのほか、春をテーマにした工作な
ど、子供が自然をたっぷり満喫できるイベン
ト。対象年齢は 2～ 13 歳。会期は 4/3（金）と
4/4（土）、どちらも午前 10時、11時、午後 12
時、午後 1時開始の 4セッション制で要事前登

録。チケットはエッグハントに参加す
る子供のみ 25 ドル。Earthplace (10 
Woodside Lane, Westport, CT) 　
詳細 https://earthplace.org/
■ソーミル川ウォーキングツアー
　その昔、ヨンカースの生活の中心だ
ったソーミル川沿いの 2.5 マイル（約
2時間半）を、産業の歴史を辿りなが
ら歩くウォーキングツアー。漁場とし
て栄えた時代から、初期の水力利用、
産業全盛期と衰退まで、400 年以上に
わたるソーミル川の歴史を探訪する。
繁栄の中心を担った製材所やカーペッ
ト工場、チキン・アイランドと呼ばれ

る理由、オールド・クロトン水道の影響、川が
住民の生活をどのように形作ってきたのかを学
ぶ。ツアーは坂道や未舗装の小道も歩くので歩き
やすい靴と、天候によっては帽子を着用のこと。
会期は 4/12（日）午前 10 時半開始。チケット
は一人 10 ドル。集合場所 Philipse Manor Hall 
State Historic Site (29 Warburton Ave. Yonkers)
詳細 https://shorturl.at/UV97n
■フラワーハウス＆マーケット
　リンドハーストはタリータウンのハドソン川
沿いにある 67 エーカーの敷地内に建つゴシッ
ク・リバイバル様式の邸宅美術館で、19 世紀の
アメリカの装飾芸術、建築、造園の最も保存状
態の良い例の 1つとして国定歴史建造物に指定
されている。フローラルデザイナー達が豪華絢
爛にディスプレイした館内を見学した後は、園
芸マーケットでのショッピングやフードトラッ
クのランチ、家族向けアトラクションが楽しめ
る。普段はツアーでのみ見学できるリンドハー
ストの館内を自由に散策できる滅多にないチャ
ンス。会期は 4/18（土）と 4/19（日）午前 10
時から午後 5時。15 分ごとに時間帯が分けられ
たチケットを事前購入のこと。大人 35ドル、子
供（6～ 17歳）29ドル、6歳以下無料。

Lindhurst (635 S. Broadway, Tarrytown)　
詳細 https://lyndhurst.org/
■版画ワークショップ
　ハドソン川近くの町 Verplanck にある「キノ・
サイトー」が開催する 2時間のワークショップ
で、発泡スチロールや段ボールなど身近な材料
を使って凹版印刷と凸版印刷の技法を学ぶ。年
齢や経験を問わず、材料はすべて用意されるの
で手ぶらで参加できる。「キノ・サイトー」は
東京生まれで 66 年に NY へ移住したアーティ
スト、斉藤規矩夫が創設した芸術センターで、
抽象芸術の創造と実践を基盤とし、さまざまな
形態のアート育成を目指す。煉瓦造りの建物に

は 3つのギャラリーがあり、斉藤規矩夫をはじ
め若手アーティストの作品を展示するほか、子
供・大人向けのワークショップを毎月開催して
いる。版画ワークショップは 4/18（土）午後 1
時から。会費 25 ドル。Kino Saito (115 7 th St. 
Verplanck)　
詳細 https://www.kinosaito.org/classes

春を楽しむイベント

具
材
た
っ
ぷ
り
ワ
ン
タ
ン
麺

　

Ｈ
・
Ｇ
・
ウ
ェ
ル
ズ
原
作
で

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ス
ピ
ル
バ
ー

グ
監
督
、
ト
ム
・
ク
ル
ー
ズ
主

演
に
よ
る
２
０
０
５
年
の
映

画
『
宇
宙
戦
争
（War of the 

Worlds

）』
で
は
、
エ
イ
リ
ア

ン
が
操
る
巨
大
な
３
本
足
の
マ

シ
ン
「
ト
ラ
イ
ポ
ッ
ド
」
が

Ｎ
Ｙ
近
郊
に
出
現
し
街
を
破

壊
、
次
々
に
人
間
を
殺
害
す

る
。
映
画
中
、
ト
ム
が
息
子

と
娘
を
連
れ
て
フ
ェ
リ
ー
で

逃
避
し
よ
う
と
す
る
シ
ー
ン

は
、
ハ
ド
ソ
ン
川
左
岸
の
小

さ
な
町
ア
セ
ン
ズ
で
撮
影
さ

れ
、
４
０
０
０
人
ほ
ど
の
住
民

の
多
く
が
エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て

参
加
、
恐
怖
に
怯
え
る
村
人
を

演
じ
た
。
あ
ん
な
恐
ろ
し
い
マ

シ
ン
を
操
る
エ
イ
リ
ア
ン
に
は

地
球
に
来
て
ほ
し
く
な
い
も
の

で
あ
る
。
ア
セ
ン
ズ
の
フ
ェ

リ
ー
乗
り
場
の
シ
ー
ン
は
こ

ち
ら
↓www.youtube.com/

watch?v=1HHYlocjPOs

Ｎ
Ｙ
田
舎
町
う
ん
ち
く
②

「
宇
宙
戦
争
」バ
ト
ル
の
地

　

ヨ
ー
ク
タ
ウ
ン
ハ
イ
ツ
の
ソ

ー
ミ
ル
・
リ
バ
ー
ロ
ー
ド
と
キ

ア
・
ス
ト
リ
ー
ト
交
差
点
近
く

に
オ
ー
プ
ン
し
た
中
華
料
理

店
。
メ
ニ
ュ
ー
に
は
定
番
の
中

華
料
理
が
並
ぶ
が
、
中
で
も
手

作
り
ワ
ン
タ
ン
と
餃
子
が
お
す

す
め
。
今
回
食
べ
た
の
は
Ｎ
Ｙ

＃
１
ダ
ン
プ
リ
ン
・
イ
ン
・
ス

ー
プ
（
18
ド
ル
50
セ
ン
ト
）
と

焼
き
餃
子
（
８
ド
ル
50
セ
ン

ト
）。
ま
ず
は
ス
ー
プ
を
一
口

す
す
る
と
、
塩
分
控
え
め
の
あ

っ
さ
り
風
味
、
脂
っ
こ
く
な
い

の
に
コ
ク
が
あ
っ
て
と
て
も
美

味
し
い
。
ト
ッ
ピ
ン
グ
は
ク
レ

ソ
ン
、
キ
ク
ラ
ゲ
と
エ
ビ
の
ダ

ン
プ
リ
ン
グ
、
香
港
風
ワ
ン
タ

ン
の
３
種
類
が
３
個
ず
つ
、
合

計
９
個
乗
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ

れ
具
材
が
パ
ン
パ
ン
に
詰
ま
っ

て
い
る
の
で
、
か
な
り
の
ボ
リ

ュ
ー
ム
で
あ
る
。
焼
き
餃
子
も

然
り
。
美
味
し
く
て
も
胃
袋
の

容
量
に
は
限
界
が
あ
る
の
で
ダ

ン
プ
リ
ン
グ
の
半
分
は
持
ち
帰

る
こ
と
に
し
た
。
ゆ
っ
く
り
落

ち
着
い
て
食
べ
ら
れ
て
、
し
か

も
清
潔
、
サ
ー
ビ
ス
良
好
な
中

華
料
理
店
は
貴
重
な
存
在
だ
。

店
名
に
グ
ラ
ン
マ
と
つ
く
の

に
、
何
故
キ
ン
グ
な
ん
だ
ろ
う

か
と
不
思
議
に
思
っ
て
も
、
気

に
し
な
い
気
に
し
な
い
。

http://www.kodomony.org
http://www.kishuya.com/
tel:9147771543
http://www.ojfd.com
http://www.jwsny.org
https://www.artxuest.com/
https://on-timelimo.com/
https://sushitatsuwp.com/
https://www.grandmawontonking.com/
https://earthplace.org/
https://shorturl.at/UV97n
https://lyndhurst.org/
https://www.kinosaito.org/classes
www.youtube.com/watch?v=1HHYlocjPOs
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漫
画
家
の
つ
げ
義
春
氏
が
3

月
3
日
、
誤
嚥
性
肺
炎
の
た
め

逝
去
し
た
。
享
年
88
歳
だ
っ

た
。
戦
後
の
昭
和
に
異
色
の
世

界
観
で
漫
画
の
魅
力
を
残
し
た

名
人
が
ま
た
一
人
逝
っ
た
。
私

小
説
的
手
法
と
幻
想
性
を
融
合

さ
せ
、
日
本
の
漫
画
表
現
に
独

自
の
地
平
を
切
り
開
い
た
作
家

の
死
は
、
単
な
る
一
時
代
の
終

焉
に
と
ど
ま
ら
ず
、
戦
後
サ
ブ

カ
ル
チ
ャ
ー
史
の
重
要
な
一
章

の
幕
引
き
を
意
味
し
て
い
る
。

　

つ
げ
は
１
９
６
０
年
代
後

半
、
青
林
堂
の
月
間
漫
画
雑
誌

『
ガ
ロ
』
を
舞
台
に
頭
角
を
現

し
た
。
と
り
わ
け
１
９
６
８
年

発
表
の
代
表
作
「
ね
じ
式
」
は
、

夢
と
現
実
が
錯
綜
す
る
不
条
理

な
構
成
と
強
烈
な
イ
メ
ー
ジ
に

よ
っ
て
、
多
く
の
読
者
に
衝
撃

を
与
え
た
。そ
の
作
品
世
界
は
、

従
来
の
娯
楽
漫
画
と
は
一
線
を

画
し
、「
読
む
」
と
い
う
行
為

そ
の
も
の
を
問
い
直
す
よ
う
な

深
い
内
省
性
を
帯
び
て
い
た
。

　

当
時
小
学
校
６
年
生
だ
っ
た

私
は
、
友
人
の
家
で
友
人
の
兄

が
定
期
購
読
し
て
い
た『
ガ
ロ
』

の
６
月
臨
時
増
刊
号
に
掲
載
さ

れ
て
い
た
そ
の
「
ね
じ
式
」
を

見
て
衝
撃
を
受
け
、
早
速
親
に

頼
ん
で
翌
月
か
ら
我
が
家
で
も

地
元
の
書
店
か
ら
定
期
購
読
を

始
め
た
。
そ
れ
は
大
学
を
卒
業

し
て
、
青
林
堂
の
発
行
人
・
長

井
勝
一
氏
が
亡
く
な
り
廃
刊
に

な
る
ま
で
続
い
た
。
今
で
も
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
自
宅
に
は
つ
げ

作
品
を
収
録
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
『
ガ
ロ
』
が
汗
牛
充
棟
（
か

ん
ぎ
ゅ
う
じ
ゅ
う
と
う
）
と
な

っ
て
壁
を
埋
め
て
い
る
。

　

つ
げ
は
、
以
後
も
「
無
能
の

人
」「
紅
い
花
」「
ゲ
ン
セ
ン
カ

ン
主
人
」「
李
さ
ん
一
家
」な
ど
、

日
常
の
中
の
不
安
や
孤
独
、
逃

避
願
望
を
静
謐
な
筆
致
で
描
き

続
け
た
が
、
１
９
８
０
年
代
以

降
は
寡
作
と
な
り
、
次
第
に
公

の
場
か
ら
距
離
を
置
く
よ
う
に

な
る
。
そ
の
沈
黙
も
ま
た
、
つ

げ
と
い
う
作
家
の
神
話
性
を
強

め
る
一
因
と
な
っ
た
。
作
品
数

は
決
し
て
多
く
な
い
が
、
そ
の

一
編
一
編
が
持
つ
密
度
と
余
韻

は
、
後
進
の
漫
画
家
や
表
現
者

に
計
り
知
れ
な
い
影
響
を
与
え

続
け
て
い
る
。
今
思
え
ば
、
水

木
し
げ
る
の「
墓
場
の
鬼
太
郎
」

の
背
景
を
ア
シ
ス
タ
ン
ト
時
代

の
若
き
日
の
つ
げ
が
描
い
て
い

た
と
い
う
の
も
納
得
だ
。

　

こ
う
し
た
つ
げ
義
春
の
全
体

像
を
俯
瞰
す
る
う
え
で
有
用
な

の
が
、
新
潮
社
の
『
つ
げ
義
春 

夢
と
旅
の
世
界
』だ
。
本
書
は
、

彼
の
作
品
に
通
底
す
る
「
旅
」

と
「
夢
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
に

焦
点
を
当
て
、
紀
行
的
側
面
と

内
面
的
風
景
を
重
ね
合
わ
せ
な

が
ら
、
そ
の
創
作
の
源
泉
を
探

っ
て
い
る
。
つ
げ
作
品
に
し
ば

し
ば
登
場
す
る
鄙
び
た
温
泉
地

や
地
方
の
風
景
は
、
単
な
る
舞

台
設
定
で
は
な
く
、
作
者
自
身

の
精
神
の
揺
ら
ぎ
を
映
す
鏡
で

も
あ
る
。
本
書
は
豊
富
な
図
版

と
丁
寧
な
解
説
に
よ
っ
て
、
読

者
を
そ
の
世
界
へ
と
導
く
格
好

の
入
門
書
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
作
品
そ
の
も
の
の
核

心
に
迫
る
に
は
、『
ね
じ
式 

つ

げ
義
春
作
品
集（
改
訂
版
）』（
青

林
工
芸
舎
）
も
欠
か
せ
な
い
。

表
題
作
「
ね
じ
式
」
を
は
じ
め
、

代
表
的
短
編
を
収
め
た
こ
の
改

訂
版
は
、
紙
面
の
青
イ
ン
ク
の

再
現
性
や
編
集
の
精
度
に
お
い

て
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

つ
げ
義
春
の
死
を
受
け
、
彼

の
作
品
は
再
び
新
た
な
読
者
層

に
開
か
れ
て
い
く
に
違
い
な

い
。
そ
の
表
現
は
む
し
ろ
今
日

的
な
意
味
を
帯
び
、
時
代
を
超

え
て
響
く
、
静
か
で
深
い
人
間

の
内
面
の
声
が
あ
る
。

　

２
０
１
７
年
に
日
本
漫

画
家
協
会
賞
大
賞
を
受
賞
。

２
０
２
４
年
に
は
旭
日
中
綬
章

を
受
賞
。
海
外
で
の
評
価
も
高

く
、
２
０
２
０
年
に
ア
ン
グ
レ

ー
ム
国
際
漫
画
祭
で
特
別
栄
誉

賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
合
掌
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
浦
）

 つげ義春が残したもの
山下裕二、成井昭人、東村アキコ・著

新潮社・刊

■読むこと考えること（養老孟司、双葉文庫）2006年 12
月号から24年 6月号まで「小説推理」に隔月連載された、
養老孟司の読書エッセイ「ミステリー中毒」より精選した
全104本の中から27篇を収録。解剖学者のユーモアと明
晰な論理のメスが、物語のむこうに見える社会を鮮やかに
切り開く。■その針がさすのは（羽田圭介、新潮社）僕ら
夫婦は、不妊治療をしながら中野で暮らしている。いまや
再開発の真っ最中でサンプラザも閉館してしまった。でも
昔は陸軍中野学校があった。ふいに聞こえるようになった
大陸からの声、変わりゆく友人たちとの関係、時空の歪み。
中野区を舞台に芥川賞作家が真骨頂を発揮する。第2回東
京中野文学賞大賞受賞作。■日本人だけが知らない世界基
準の「質問力」（大野和基、祥伝社）世界中の「知の巨人」
を取材してきたジャーナリストが明かす、人生を豊かにす
る聞き方のマジック。面接、会議、交渉からプライベート
に至るまで、相手の本音、物事の本質、そして「200％の
答え」を引き出す、世界中で通用する31のQ&Aメソッド。
■宇宙にヒトは住めるのか（林公代、ちくまプリマー新書）
新鮮な野菜を育てる月面農場は実現するのか。宇宙で快適
に住むための家はどんな建物になるのだろう。そもそもど
うやって建築するのか。私たちの身体の変化に対する予防
策は。それらの研究開発は着々と進んでいる。多方面に取
材して得た驚きの研究成果を公開する。■べつに怒ってない（武田砂鉄、ち
くま文庫）深夜の喫茶店でラストオーダーを伝えるタイミングが難しい。体
育館にあったマットの耳に最後に触ってから四半世紀が経つ。そういえば最
近足の小指をどこかにぶつけてない。考えすぎのプロ・武田砂鉄が紡ぐ、や
ろうと思ったけどできなかったこと、やる前に考えてしまったこと。「日経
MJ」連載から厳選したエッセイ123本を収録。■魔女の原罪（五十嵐律人、
文春文庫）僕らが通う鏡沢高校には校則がない。法律さえ守れば、服装も髪
型もすべてが自由。しかし校内での窃盗事件をきっかけに、僕はどうにも拭
いがたい違和感に気付いてしまった。学校だけでなく、街ぐるみで隠してき
た秘密とは。鮮やかな伏線回収に驚くリーガルミステリ。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

養
老
孟
司
の
読
書
エ
ッ
セ
イ
。
中
野
区
を
舞
台
に
し
た
時
空
の
歪
み
と
記
憶
の
交
錯
。

人
生
を
豊
か
に
す
る
聞
き
方
の
メ
ソ
ッ
ド
。
宇
宙
開
発
の
驚
き
の
最
前
線
を
公
開
す
る
。

考
え
す
ぎ
の
プ
ロ
に
よ
る
読
書
体
験
。
街
ぐ
る
み
で
隠
し
て
き
た
秘
密
と
は
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

退
屈
な
午
後
を
過
ご
し
て
い

た
ピ
ー
タ
ー
と
ジ
ュ
デ
ィ
の
姉

弟
は
、公
園
で
「
ジ
ュ
マ
ン
ジ
」

と
い
う
名
の
古
い
ボ
ー
ド
ゲ
ー

ム
を
見
つ
け
ま
す
。
ふ
た
り
は

軽
い
気
持
ち
で
遊
び
始
め
ま
す

が
、サ
イ
コ
ロ
を
振
っ
た
瞬
間
、

家
の
中
に
本
物
の
ラ
イ
オ
ン
が

出
現
し
ま
す
。
サ
イ
コ
ロ
を
振

る
た
び
に
、
家
の
中
は
巨
大
な

ヘ
ビ
や
サ
ル
、
そ
し
て
猛
烈
な

ス
コ
ー
ル
に
見
舞
わ
れ
、
居
間

は
ジ
ャ
ン
グ
ル
と
化
し
て
し
ま

い
ま
す
。
事
態
を
収
拾
す
る
に

は
、
命
が
け
で
ゲ
ー
ム
を
最
後

ま
で
や
り
遂
げ
「
ジ
ュ
マ
ン

ジ
！
」
と
叫
ぶ
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
ふ
た
り
は
元
の
平
和
な
世

界
に
戻
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

絵
本
作
家
ク
リ
ス
・
ヴ
ァ
ン
・

オ
ー
ル
ズ
バ
ー
グ
に
よ
る
、
日

常
が
侵
食
さ
れ
る
恐
怖
と
興
奮

を
描
い
た
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
で
、

本
書
は
30
周
年
記
念
版
。
特
典

と
し
て
俳
優
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ク

ラ
ン
ス
ト
ン
の
朗
読
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
コ
ー
ド
付
き
。
ロ
ビ

ン
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
が
主
演
し

た
１
９
９
５
年
の
大
ヒ
ッ
ト
映

画
『
ジ
ュ
マ
ン
ジ
』
の
原
作
。

日
本
語
版
絵
本
も
同
名
で
発
行

さ
れ
て
い
る
。（
高
田
）

日
常
が
非
日
常
に
な
る
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

 『Jumanji』
Written by Chris Van Allsburg
Published by Clarion Books

http://www.ojfd.com
https://usa.kinokuniya.com/
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
http://kkobo.com/
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待
ち
遠
し
か
っ
た
春
の
暖

か
い
陽
光
が
差
し
始
め
ま
し

た
。
お
元
気
に
お
過
ご
し
で
し

た
か
。
今
回
は
先
日
訪
れ
た
ミ

ラ
ノ
の
ト
ル
ト
ナ
デ
ザ
イ
ン

地
区
の
一
角
に
あ
る
ホ
テ
ル

「MAGNA PARS

」
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　Magna Pars

（
マ
ー
ニ
ャ

パ
ル
ス
）
は
、
大
き
な
部
分
、

大
切
な
部
分
を
意
味
す
る
ラ

テ
ン
語
で
す
。
立
ち
寄
っ
た LabSolue

と
い
う
香
水
の
シ

ョ
ー
ル
ー
ム
に
繋
が
っ
て
い

た
そ
の
ホ
テ
ル
は
、
か
つ
て
医

薬
品
や
香
粧
品
の
工
場
で
し

た
。
１
９
４
５
年
に
マ
ル
ト
ン

氏
に
よ
っ
て
創
業
さ
れ
、
息
子

の
ロ
ベ
ル
ト
・
マ
ル
ト
ン
氏
に

引
き
継
が
れ
た
後
は
、
イ
タ
リ

ア
を
代
表
す
る
一
流
の
デ
ザ

イ
ナ
ー
ブ
ラ
ン
ド
に
イ
タ
リ

ア
製
の
最
高
品
質
の
パ
フ
ュ

ー
ム
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。

１
９
７
５
年
に
は
社
名
も
Ｉ

Ｃ
Ｒ
と
改
め
ら
れ
、
現
在
は
ミ

ラ
ノ
近
郊
の
Ｌ
Ｏ
Ｄ
Ｉ
に
本

社
と
工
場
が
移
転
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
マ
ル
ト
ン
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
歴
史
の
詰
ま
っ
た
こ

の
場
所
は
工
場
の
一
部
や
構

造
を
残
し
な
が
ら
、
ロ
ベ
ル
ト

氏
の
娘
た
ち
に
よ
っ
て
、
洗
練

さ
れ
た
嗅
覚
体

験
の
で
き
る
ユ

ニ
ー
ク
な
ホ
テ

ル
と
し
て
生
ま

れ
変
わ
り
ま
し

た
。

　

68
の
ス
イ
ー

ト
ル
ー
ム
は
68

の
香
水
に
対
応

し
て
い
ま
す
。
各
部
屋
は
中
庭

に
面
し
、
庭
に
は
ベ
ル
ガ
モ

ッ
ト
、
レ
モ
ン
、
マ
グ
ノ
リ

ア
、
ロ
ー
ズ
な
ど
の
芳
香
植
物

が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
隣
接

す
る
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
風
の
香

水
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
に
は
68
の

香
水
や
香
料
の
原
料
と
な
る

香
木
、
樹
脂
、
ス
パ
イ
ス
、
ハ

ー
ブ
な
ど
が
ガ
ラ
ス
瓶
に
詰

め
ら
れ
て
美
し
く
並
ん
で
い

ま
す
。
時
を
経
て
、
そ
の
一
部

を
残
し
な
が
ら
未
来
へ
続
く

革
新
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
満

ち
た
場
所
に
変
換
さ
れ
た
こ

の
場
所
は
、
マ
ル
ト
ン
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
伝
統
と
遺
産
の
詰
ま

っ
た
大
切
な
も
の
、
ま
さ
に

Magna Pars

な
の
で
す
ね
。

　

橋
本
真
理
子
／
Ａ
Ｒ
Ｃ
認

定
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
Ｎ

Ｙ
に
て
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
ク

ラ
ス
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
キ

ン
ケ
ア
製
品
や
精
油
の
調
合

を
実
施
し
て
い
る
。mariko@

maliliko.com www.maliliko.
com

 

香
り
の

パ
ワ
ー

111

www.nyseikatsu.com

「
自
分
ら
し
い
」
出
産
育
児
を
支
え
る
　

ドゥーラ

伊東 清恵さん

M
AGNA PARS
L’HOTEL A 
PARFUM

　

妊
娠
か
ら
産
後
ま
で
家
族
を
支
え
る
専
門
職
「
ド
ゥ
ー
ラ
」。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
保
険
適
用
の
動
き
も
加
速
し
、
役
割
が
再

注
目
さ
れ
て
い
る
。
日
本
人
ド
ゥ
ー
ラ
の
先
駆
け
、
伊
東
清
恵

さ
ん
は
、
産
前
か
ら
分
娩
、
産
後
の
家
庭
訪
問
な
ど
、
10
年
以

上
寄
り
添
っ
て
き
た
。
約
２
５
０
の
家
族
を
見
つ
め
て
き
た
伊

東
さ
ん
が
、
新
た
な
命
を
迎
え
る
家
族
に
伝
え
た
い
こ
と
と
は

何
か
を
聞
い
た
。        　
　

  （
聞
き
手
・
川
﨑
理
加
、
写
真
も
）

ー
ド
ゥ
ー
ラ
と
は
、
一
言
で

ど
う
い
う
人
で
す
か
？

 

伊
東
：「『
家
族
の
伴
走
者
』

で
す
。
お
産
で
は
、
お
母
さ

ん
を
励
ま
し
、
腰
を
さ
す
る

な
ど
し
ま
す
。
パ
ー
ト
ナ
ー

の
方
に
も
、『
こ
こ
を
さ
す

っ
て
く
だ
さ
い
』
な
ど
声
を

か
け
、
マ
マ
さ
ん
が
よ
け
れ

ば
休
憩
も
勧
め
ま
す
。
お
産

は
チ
ー
ム
で
臨
む
も
の
な
の

で
、
そ
の
一
員
に
な
ら
せ
て

醐
味
で
す
。
ド
ゥ
ー
ラ
は
医
療

行
為
を
し
な
い
の
で
、
た
だ
い

る
だ
け
な
の
で
す
が
、『
居
て

安
心
し
た
』と
言
っ
て
も
ら
い
、

自
分
の
存
在
価
値
を
感
じ
さ
せ

て
も
ら
い
あ
り
が
た
い
で
す
」

　

当
初
は
日
本
人
か
ら
の
依
頼

が
多
か
っ
た
が
、
今
は
現
地
の

人
が
大
半
。
そ
の
中
で
価
値
観

の
違
い
も
感
じ
る
と
い
う
。

伊
東
： 「
も
ち
ろ
ん
個
性
も
あ

り
ま
す
が
、
現
地
の
方
は
『
こ

う
や
り
た
い
！
』
と
い
う
こ
だ

わ
り
が
あ
り
ま
す
。
日
本
人

は
『
み
ん
な
ど
う
し
て
い
ま
す

か
？
』
と
よ
く
聞
き
ま
す
。
そ

れ
で
も
い
い
の
で
す
が
、
自
分

の
希
望
が
あ
る
な
ら
伝
え
た
ら

い
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
言

い
や
す
い
環
境
を
作
る
の
も
私

の
仕
事
で
す
」

ー
現
代
な
ら
で
は
の
大
変
さ
は

な
ん
で
し
ょ
う
か
？

 

伊
東
：「
選
択
肢
が
あ
り
す
ぎ

て
迷
い
ま
す
よ
ね
。
情
報
に
流

さ
れ
て
、
出
産
も
産
後
も
、
本

当
の
自
分
を
保
つ
の
が
難
し
い

時
代
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
」

ー
そ
ん
な
中
で
伊
東
さ
ん
が
心

が
け
て
い
る
こ
と
は
？

伊
東
：「
初
め
は
で
き
ず
苦
労

し
ま
し
た
が
、
そ
の
人
が
自
分

ら
し
く
で
き
る
よ
う
応
援
す
る

こ
と
で
す
。
自
分
ら
し
く
い
る

た
め
に
は
『
安
心
』
す
る
こ
と

が
大
事
だ
と
思
う
の
で
、
安
心

安
全
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
つ

も
り
で
す
」

　

そ
の
根
底
に
は
、
十
人
十
色

の
子
育
て
に
共
通
す
る
想
い
が

あ
る
。 

伊
東
：「
全
て
の
ケ
ー
ス
を
通

し
て
感
じ
て
い
る
の
は
、
み
な

さ
ん
乗
り
越
え
る
力
を
持
っ
て

い
る
の
で
、『
大
丈
夫
な
ん
だ
』

と
い
う
こ
と
で
す
。
不
安
だ
と

言
っ
て
い
た
人
も
立
派
に
出
産

し
、
頼
り
な
い
と
言
わ
れ
て
い

た
お
父
さ
ん
も
産
後
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
は
完
璧
な

時
に
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
産
後

辛
か
っ
た
人
も
葛
藤
し
な
が
ら

も
素
晴
ら
し
く
育
児
し
て
い
ま

す
。
私
が
『
大
丈
夫
』
だ
と
い

う
信
念
を
持
っ
て
サ
ポ
ー
ト
す

れ
ば
、
み
な
さ
ん
安
心
し
て
子

育
て
が
で
き
る
か
な
と
思
い
ま

す
。
私
は
出
産
経
験
が
な
い
の

で
、
関
わ
っ
た
皆
さ
ん
が
全
て

教
え
て
、
引
っ
張
っ
て
く
れ
ま

し
た
」

　

伊
東
さ
ん
は
今
、「
自
分
ら

し
い
出
産
」
を
広
め
る
た
め
、

新
た
な
挑
戦
を
し
て
い
る
。

 
伊
東
：「
ド
ゥ
ー
ラ
を
養
成
す

る
ト
レ
ー
ナ
ー
に
な
る
た
め
準

備
中
で
す
。
ド
ゥ
ー
ラ
も
さ
ま

ざ
ま
で
、
世
の
中
が
多
様
化
す

る
中
で
相
性
も
あ
り
ま
す
。
使

い
た
い
人
が
使
え
る
よ
う
に
も

っ
と
増
や
し
、
認
知
度
を
上
げ

て
い
き
た
い
で
す
」

　

喜
び
と
不
安
が
入
り
混
じ
る

出
産
と
育
児
。
ド
ゥ
ー
ラ
の
支

え
に
期
待
が
高
ま
る
中
、
伊
東

さ
ん
は
今
日
も
新
た
な
命
と
家

族
に
伴
走
し
て
い
る
。

　
（
か
わ
さ
き
・
り
か
＝
元
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
。
報
道
番

組
や
国
際
放
送
、
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
な
ど
を
担
当
。
米
国
出
身
）

も
ら
っ
て
い
ま
す
」

　

元
看
護
師
の
伊
東
さ
ん
。
日

本
だ
け
で
な
く
海
外
で
も
医
療

に
携
わ
っ
た
。
中
で
も
エ
チ
オ

ピ
ア
で
は
、
多
く
の
母
子
が
命

を
落
と
す
過
酷
な
現
状
を
目
の

当
た
り
に
し
、
母
子
保
健
の
重

要
性
を
痛
感
。
２
０
１
２
年
、

夫
の
転
勤
で
渡
っ
た
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
出
会
っ
た
の
が
「
ド
ゥ

ー
ラ
」
だ
っ
た
。

伊
東
： 「
妊
娠
中
か
ら
産
後
ま

で
全
部
に
関
わ
る
点
に
惹
か

れ
ま
し
た
。
実
際
に
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
受
け
た
ら
、『
こ
れ

こ
れ
、
私
が
や
り
た
か
っ
た
こ

と
！
』
と
心
が
熱
く
な
り
ま
し

た
。
昔
か
ら
あ
っ
た
女
性
た
ち

の
出
産
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
輪
の

一
員
に
な
れ
る
の
が
嬉
し
か
っ

た
で
す
」

ー
看
護
師
時
代
と
の
違
い
は
？

 

伊
東
：「
家
族
の
サ
イ
ド
に
立

て
る
こ
と
で
す
。
病
院
で
は
、

患
者
さ
ん
の
気
持
ち
に
寄
り
添

い
た
く
て
も
『
ル
ー
ル
な
の

で
』
と
言
わ
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
で
し
た
。
で
も
ド
ゥ
ー
ラ

は
、
そ
の
人
の
希
望
に
と
こ
と

ん
寄
り
添
え
ま
す
。
産
前
か
ら

家
に
伺
い
、
産
後
も
『
ど
う
し

て
る
？
』
と
連
絡
で
き
ま
す
。

継
続
し
て
関
わ
れ
る
こ
と
が
醍

https://www.uemurachiropractic.com/
http://www.idocenter.com
https://yukienatori-newyork.com/
http://www.yamagatadental.net/
http://www.maliliko.com
http://www.nyseikatsu.com
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立
大
学
ハ

ン
タ
ー
大
学
日
本
語
・
日
本
文

化
コ
ー
ス
は
23
日
、
週
刊
Ｎ
Ｙ

生
活
の
発
行
人
で
編
集
長
を
務

め
る
三
浦
良
一
氏
に
よ
る
特
別

講
座
を
実
施
し
た
。
上
級
コ
ー

ス
「
メ
デ
ィ
ア
で
学
ぶ
日
本
の

文
化
と
社
会
」
で
の
講
義
で
、

参
加
し
た
学
生
15
人
は
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
た
。

　

三
浦
編
集
長
は
数
日
前
に
発

行
さ
れ
た
新
聞
を
配
布
し
て
、

「
週
刊
や
さ
し
い
日
本
語
生
活
」

と
い
う
コ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て

「
数
年
前
に
ハ
ン
タ
ー
大
学
で

講
義
を
し
た
際
に
、
日
本
語
を

学
ぶ
人
が
読
め
る
よ
う
な
記
事

が
ほ
し
い
と
言
わ
れ
、
す
ぐ
に

つ
く
っ
た
の
が
こ
の
コ
ラ
ム
」

と
話
し
、「
新
幹
線
の
旅
を
楽

し
も
う
」「
わ
く
わ
く
こ
と
わ

ざ
」を
学
生
と
一
緒
に
読
ん
だ
。

　

質
疑
応
答
で
は
「
ど
の
よ
う

な
記
事
が
人
気
が
あ
る
か
」「
一

番
難
し
い
こ
と
は
？
」
な
ど
の

質
問
に
対
し
て
「
生
活
情
報
が

人
気
が
あ
る
」「
欠
か
さ
ず
毎

週
発
行
す
る
こ
と
」
と
答
え
て

い
た
。
新
聞
や
動
画
ニ
ュ
ー
ス

を
教
材
に
日
頃
学
習
を
重
ね
て

い
る
学
生
た
ち
に
は
、
手
に
し

た
新
聞
を
作
っ
て
い
る
人
の
話

を
実
際
に
聞
け
る
こ
と
は
、
大

き
な
刺
激
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

　

こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園
は
３

月
23
日
、
24
日
の
２
日
間
に
わ

た
り
保
育
参
観
を
実
施
し
、「
こ

と
ば
に
よ
る
表
現
」
と
い
う
ね

ら
い
の
も
と
、
各
ク
ラ
ス
が
表

現
遊
び
（
劇
ご
っ
こ
）
を
発
表

し
た
。
表
現
遊
び
で
は
子
ど
も

達
が
な
り
た
い
モ
ノ
に
変
身

し
、
そ
の
モ
ノ
に
な
り
き
っ
て

遊
び
な
が
ら
話
し
が
進
ん
で
い

く
。
動
物
や
恐
竜
、
絵
描
き
さ

ん
か
ら
忍
者
ま
で
、
色
々
な
人

物
が
登
場
し
た
。
３
歳
児
ク
ラ

ス
は
親
し
み
の
あ
る
お
話
「
大

き
な
か
ぶ
」
を
テ
ー
マ
に
、
４

歳
児
ク
ラ
ス
は
変
身
ご
っ
こ
遊

び
か
ら
、
５
歳
児
ク
ラ
ス
は
意

見
を
出
し
合
い
お
話
を
作
っ
て

い
く
な
か
で
「
み
ん
な
な
か

ま
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
設
定
し

た
。
な
り
た
い
モ
ノ
に
な
れ
る

お
面
を
作
っ
て
か
ぶ
る
と
、
子

ど
も
達
の
変
身
ス
イ
ッ
チ
が
入

る
。
か
ぶ
が
抜
け
る
と
「
ス
ー

プ
に
し
よ
う
！
」
と
ス
ー
プ
作

り
が
始
ま
り
「
い
た
だ
き
ま
ー

す
」
と
み
ん
な
で
山
賊
の
よ
う

に
食
べ
て
み
た
り
、
お
店
に
買

い
物
へ
行
っ
た
恐
竜
や
ウ
サ
ギ

達
は
「
に
く
く
だ
さ
い
」「
つ

り
は
い
ら
な
い
よ
」
と
か
っ
こ

を
つ
け
て
み
た
り
。
こ
れ
ら
の

場
面
や
セ
リ
フ
は
、
そ
の
場
の

子
ど
も
達
に
よ
る
発
言
や
遊
び

（
動
き
）
に
よ
る
も
の
。
子
ど

も
達
の
中
で
好
き
な
場
面
は
、

表
現
遊
び
を
す
る
度
に
出
て
く

る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
誰
か
の
た

っ
た
一
言
で
、
一
瞬
で
状
況
や

場
面
が
変
わ
っ
て
新
し
い
お
話

に
な
っ
て
い
く
と
い
う
特
徴
が

あ
る
。
５
歳
児
ク
ラ
ス
に
も
な

れ
ば「
え
！
い
つ
も
と
ち
が
う
」

と
い
う
流
れ
に
気
づ
い
て
も
、

そ
こ
か
ら
ま
た
誰
か
の
一
言
で

そ
の
場
に
合
わ
せ
た
言
葉
や
場

面
作
り
を
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
。「
言
葉
で
自
分
ら
し
く

表
現
す
る
楽
し
さ
」
や
「
み
ん

な
で
お
話
を
作
り
上
げ
る
面
白

さ
」を
こ
こ
で
経
験
し
て
い
く
。

こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園

こ
と
ば
に
よ
る
表
現
遊
び

　

沖
縄
の
若
い
世
代
が
、
米
国

の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
、
国
際
社

会
に
お
け
る
日
本
の
役
割
を
直

接
体
験
す
る
機
会
を
設
け
る

こ
と
を
目
的
に
、
沖
縄
の
高

校
生
・
大
学
生
等
を
米
国
に

派
遣
す
る
Ｔ
Ｏ
Ｆ
Ｕ
（Think 

of Okinawa’s Future in the 
United States

）
プ
ロ
グ
ラ
ム

参
加
者
30
人
が
約
１
週
間
の
日

程
で
東
京
、
ワ
シ
ン
ト
ン 

Ｄ

Ｃ
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
訪
問

し
た
。
日
本
政
府
要
人
へ
の
表

敬
、
米
政
府
要
人
と
の
意
見
交

換
、
米
政
府
機
関
の
視
察
、
国

連
を
訪
問
し
た
。
一
向
は
19
日

に
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
到
着

し
、
国
務
省
、
米
国
議
会
、
日

本
大
使
館
、
ア
ー
リ
ン
ト
ン
墓

地
を
訪
問
。
現
地
米
国
人
学
生

と
も
交
流
し
、
21
日
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
に
到
着
。
国
連
代
表
部
、

在
Ｎ
Ｙ
総
領
事
館
、
国
連
日
本

人
職
員
に
よ
る
講
義
を
受
け

た
。

　

最
終
日
23
日
、
一
行
は
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
で
開
催

さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領

事
、
片
平
聡
大
使
主
催
の
地
元

学
生
と
の
意
見
交
換
会
に
出
席

し
、
ハ
ン
タ
ー
大
学
で
日
本
語

を
学
ぶ
学
生
や
米
日
カ
ウ
ン
シ

ル
関
係
者
と
意
見
を
交
わ
し

た
。
沖
縄
カ
ト
リ
ッ
ク
高
校
２

年
の
宮
城
多
桜
さ
ん
は
「
世
界

を
動
か
し
て
い
る
多
く
の
日
米

政
府
関
係
者
や
シ
ン
ク
タ
ン
ク

の
皆
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
将
来

は
日
本
の
た
め
に
役
立
つ
仕
事

に
就
き
た
い
と
思
っ
た
」
と
話

し
、
青
山
学
院
大
学
１
年
生
の

佐
藤
恵
音
さ
ん
は
「
未
来
の
た

め
に
、
日
本
の
た
め
に
自
分
が

何
を
で
き
る
か
考
え
る
大
き
な

き
っ
か
け
に
な
っ
た
」
と
い

う
。
琉
球
大
学
の
金
城
妃
香
さ

ん
（
21
）
は
「
沖
縄
の
こ
と
を

米
軍
基
地
以
外
の
こ
と
で
知
っ

て
い
る
人
が
少
な
か
っ
た
の
で

沖
縄
の
文
化
や
姿
を
世
界
に
広

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
」
な

ど
の
感
想
が
聞
か
れ
た
。

　

２
０
１
８
年
に
始
ま
り
、
今

年
で
８
回
目
を
迎
え
る
同
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
単
な
る
留
学
支
援

で
は
な
く
、
在
日
米
軍
基
地
が

集
中
す
る
沖
縄
と
い
う
特
殊
な

地
域
に
お
い
て
、
沖
縄
県
民
の

若
い
世
代
に
日
米
同
盟
や
国
際

社
会
に
お
け
る
日
本
の
役
割
を

体
感
さ
せ
る
こ
と
で
、
将
来
の

地
域
理
解
と
国
際
的
視
野
を
育

成
す
る
と
い
う
国
家
的
な
政
策

的
意
図
を
持
つ
事
業
と
な
っ
て

い
る
。

ハンター大学の学生たちと
意見交換する沖縄の高校生たち

沖
縄
の
未
来
を
考
え
る

Ｔ
Ｏ
Ｆ
Ｕ
プ
ロ
グ
ラ
ム

高
校
生
・
大
学
生
ら
が
来
米

   「
や
さ
し
い
に
ほ
ん
ご
」

   

教
材
に
日
本
文
化
学
習

ハ
ン
タ
ー
大
学
で
特
別
講
座

https://miray109.com/
tel:2014616502
https://alto-edu.com/
http://www.seido.com
tel:2122136069
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Ｑ
：
米
国
生
ま
れ
の
５
歳
の
娘

が
４
月
か
ら
日
本
語
の
補
習
校

に
入
学
し
ま
す
。
今
ま
で
日
本

語
を
使
う
機
会
も
少
な
か
っ
た

の
で
心
配
で
す
。
家
庭
で
ど
の

よ
う
に
娘
の
補
習
校
で
の
学
習

を
サ
ポ
ー
ト
で
き
ま
す
か
。

Ａ
：
外
国
で
日
本
語
を
学
ば
せ

る
形
式
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
。
母
語
（
第
一
言
語
）
が
英

語
ま
た
は
他
の
言
語
で
あ
る
子

供
に
日
本
語
を
教
え
る
の
は

「
外
国
語
教
育
」
に
な
り
ま
す

が
、
家
庭
で
親
な
ど
を
通
じ
て

日
常
的
に
日
本
語
に
接
す
る
機

会
の
あ
る
子
供
の
場
合
、
英
語

が
強
く
て
も
、
日
本
語
は
ま
っ

た
く
初
め
か
ら
習
う
外
国
語
と

し
て
の
教
育
で
は
な
く
、
継
承

語
と
し
て
の
日
本
語
教
育
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
補
習
校
は
、

日
本
語
「
を
」
習
う
の
で
は
な

く
、
日
本
語
「
で
」
学
習
を
す

る
学
校
で
す
の
で
、
日
本
語
が

母
語
あ
る
い
は
母
語
並
み
に
で

き
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
り

ま
す
。「
日
本
の
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
と
電
話
で
話
が
で
き
れ
ば
い

い
」「
簡
単
な
手
紙
が
書
け
た

り
雑
誌
が
読
め
る
こ
と
」「
日

本
に
帰
っ
た
と
き
困
ら
な
い
よ

う
に
学
年
相
応
の
読
み
書
き
が

で
き
る
こ
と
」
な
ど
目
標
と
す

る
と
こ
ろ
は
家
庭
に
よ
っ
て
違

う
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、

お
子
さ
ん
が
長
く
楽
し
く
日
本

語
学
習
を
続
け
ら
れ
る
た
め
に

は
、
目
標
や
家
庭
の
日
本
語
環

境
に
マ
ッ
チ
し
た
教
育
機
関
を

選
ば
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。　

　

家
庭
で
で
き
る
効
果
的
な
サ

ポ
ー
ト
法
に
つ
い
て
、
ポ
イ
ン

ト
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
し

ょ
う
。

１
）
日
本
語
環
境
を
充
実
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

　

意
図
的
に
日
本
語
に
触
れ
る

機
会
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
い
ろ

い
ろ
な
方
法
が
あ
り
ま
す
。

•

日
本
語
で
学
べ
る
友
達
と
の

プ
レ
イ
デ
ー
ト

•

日
本
語
の
絵
本
や
本
の
読
み

聞
か
せ

•FaceTime

な
ど
を
利
用
し
て

日
本
の
親
戚
や
友
人
と
テ
レ
ビ

電
話

•

視
聴
覚
教
材
（
テ
レ
ビ
、
ビ

デ
オ
、YouTube

な
ど
）
の

利
用

•

オ
ン
ラ
イ
ン
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
や
ア
プ
リ
の
利
用
（
親
子
で

楽
し
め
る
「
日
本
の
お
話
」「
言

葉
」「
敬
語
」「
漢
字
」
な
ど
の

サ
イ
ト
や
ア
プ
リ
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
）

２
）
親
子
の
日
本
語
会
話
を
充

実
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

•

日
本
語
が
話
せ
る
親
は
子
供

と
の
会
話
を
日
本
語
に
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

•

親
子
の
会
話
で
普
段
使
っ
て

い
る
日
本
語
の
語
彙
は
限
ら
れ

た
も
の
に
な
り
が
ち
。
子
供
の

語
彙
を
増
や
す
に
は
親
が
使
っ

て
手
本
を
見
せ
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
日
常
会
話
の
な
か

で
体
験
を
伴
っ
て
覚
え
た
言
葉

は
し
っ
か
り
根
付
き
ま
す
。

•

「
高
い
・
低
い
」「
広
い
・
狭
い
」

「
長
い
・
短
い
」「
重
い
・
軽
い
」

「
太
い
・
細
い
」
な
ど
の
サ
イ

ズ
の
違
い
を
「
大
き
い
・
小
さ

い
」
だ
け
で
す
ま
せ
て
し
ま
っ

て
は
い
ま
せ
ん
か
？

３
）
入
学
へ
の
気
分
を
盛
り
上

げ
ま
し
ょ
う

　
「
こ
れ
か
ら
日
本
の
学
校
に

行
く
ん
だ
ね
！
」
な
ど
と
気
分

を
盛
り
上
げ
て
あ
げ
る
と
い
い

で
す
ね
。
ま
た
、
外
国
育
ち
の

お
子
さ
ん
に
は
な
じ
み
の
な
い

こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
こ
と
に
少
し
な
れ
て
お

く
と
、
補
習
校
に
通
い
始
め
る

助
走
に
な
り
ま
す
。

•

気
持
ち
の
ス
イ
ッ
チ
と
忘
れ

も
の
予
防
の
た
め
に
、
補
習
校

に
行
く
と
き
に
使
う
特
定
の
カ

バ
ン
や
筆
箱
を
用
意
し
ま
し
ょ

う
（
新
品
で
あ
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
）。

•

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
が
日

本
で
行
っ
た
学
校
の
話
を
し
た

り
、
現
地
校
と
違
う
と
こ
ろ
な

ど
を
説
明
し
て
あ
げ
ま
し
ょ

う
。

•

英
語
で
名
前
を
言
う
と
き

は
、
姓
と
名
が
日
本
語
の
と
き

と
は
逆
で
す
。「
山
田
花
子
ち

ゃ
ん
（
さ
ん
）」「
鈴
木
太
郎
く

ん
」
と
い
っ
た
呼
び
方
に
慣
れ

ま
し
ょ
う
。

•

「
◯
◯
先
生
」「
教
頭
先
生
」「
校

長
先
生
」
と
い
う
呼
び
方
に
も

早
く
慣
れ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト

し
ま
し
ょ
う
。

•

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」「
さ

よ
う
な
ら
」「
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」「
は
い
（
返
事
）」

な
ど
の
挨
拶
に
も
慣
れ
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　

ど
の
教
育
方
法
を
選
ば
れ
る

に
し
て
も
、
外
国
で
日
本
語
を

身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
は
、
親

の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
な
し
に
は

不
可
能
で
す
。
親
と
子
の
二
人

三
脚
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

ニューヨーク日本人教育審議会
教育文化交流センター・教育相談室　教育相談員
クリ二カルサイコロジスト  森真佐子相談員（Ph.D.）

補習校入園・入学に際して

 本欄への相談は
●  NY日本人教育審議会
　教育文化交流センター
　Tel:  914-305-2411
　Fax: 914-921-0393
　info@jec-ny.org
●コメット 
　www.faminet.net/komet
　jt22461007@yahoo.co.jp

　

非
営
利
団
体NY de 

Volunteer

は
３
月
18
日
、
神

奈
川
県
立
横
浜
翠
嵐
高
校
の
生

徒
20
人
を
対
象
に
、
現
地
の
日

本
語
学
習
者
（
大
学
生
・
社
会

人
）
26
人
と
の
日
米
交
流
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
ア
メ
リ
カ
自
然
史
博

物
館
に
て
実
施
し
た
。
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
基
盤
に
あ
る
の
は
、
同

団
体
が
長
年
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学

や
Ｎ
Ｙ
Ｕ
な
ど
と
共
に
取
り
組

ん
で
き
た
、
日
本
語
ネ
イ
テ
ィ

ブ
に
よ
る
地
道
な
学
習
支
援
の

積
み
重
ね
。
こ
の
活
動
で
培
っ

た
信
頼
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
礎
に
、

昨
年
バ
ル
ー
ク
大
学
で
実
施
し

た
「
や
さ
し
い
日
本
語
」
に
よ

る
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
き
っ
か

け
に
、
今
回
は
バ
ル
ー
ク
大
学

と
フ
ォ
ー
ダ
ム
大
学
の
全
面
協

力
の
も
と
、
日
本
語
学
習
に
励

む
学
生
や
社
会
人
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
駆
け
つ
け
た
。

　

当
日
は
同
博
物
館
に
て
、
ス

カ
ベ
ン
ジ
ャ
ー
ハ
ン
ト
を
し
な

が
ら
日
米
の
学
生
が
交
流
。
単

な
る
観
光
案
内
で
は
な
く
、
互

い
の
背
景
を
尊
重
し
、
学
び
合

お
う
と
す
る
真
摯
な
姿
勢
が
通

じ
合
う
、
深
く
温
か
い
国
際
交

流
の
場
と
な
っ
た
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
通
じ
て
、生
徒
た
ち
は「
完

璧
な
文
法
よ
り
も
、
伝
え
よ
う

と
す
る
意
思
が
通
じ
合
う
喜

び
」
と
い
う
、
教
室
の
授
業
だ

け
で
は
得
ら
れ
な
い
価
値
観
を

学
ん
だ
。

ア
メ
リ
カ
自
然
史

博
物
館
で
プ
ロ
グ
ラ
ム

横浜翠嵐高生 20人、
NYの大学生と「生きた英語」で交流
― 地元大学とNY de Volunteer が協働―

 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ
米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905～ 72年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて
「平和の鐘」を作り、54年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56年に日本は 80番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi  cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark 
the opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Ja-
pan joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of 
peace from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店
United Nations Bookshop

48th Street and 1st Avenue
Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23

https://jp.kennedyinternational.org/
mailto:summerschool@nyikuei.org
mailto:info@jec-ny.org
http://www.faminet.net/komet
mailto:jt22461007@yahoo.co.jp
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こ
ん
に
ち
は
。
今
回
は
あ
る

政
治
家
の
方
がYouTube

で

水
素
吸
入
に
つ
い
て
語
ら
れ
た

事
例
を
通
し
て
、
社
会
的
な
関

心
の
広
が
り
を
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

１
月
23
日
のYouTube

番

組
の
中
で
、
元
国
会
議
員
の
原

口
一
博
氏
が
、
ご
自
身
の
が
ん

治
療
の
補
助
と
し
て
水
素
吸
入

を
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
や
、

そ
の
機
器
を
リ
ウ
マ
チ
に
悩
ん

で
い
る
と
公
言
さ
れ
て
い
る
首

相
に
贈
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
語

ら
れ
ま
し
た
。
首
相
が
実
際
そ

の
機
器
を
受
け
取
っ
て
使
用
さ

れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
言
及

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
激
務
で

心
身
共
に
激
し
く
消
耗
す
る
首

相
の
役
に
立
て
ば
と
考
え
て
贈

ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　

近
年
、
水
素
吸
入
は
活
性
酸

素
や
酸
化
ス
ト
レ
ス
と
の
関
係

か
ら
研
究
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
健
康
維
持
や
体
調
管
理
の

一
環
と
し
て
取
り
入
れ
る
方
も

増
え
て
い
ま
す
。
体
内
で
過
剰

に
発
生
し
た
活
性
酸
素
は
細
胞

に
影
響
を
与
え
る
要
因
の
一
つ

と
さ
れ
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
と
の

関
係
に
つ
い
て
基
礎
研
究
が
続

け
ら
れ
て
い
る
分
野
で
も
あ
り

ま
す
。

　

た
だ
し
、
水
素
は
医
薬
品
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
病
気
の
治
療

を
受
け
て
い
る
方
は
、
取
り
入

れ
る
か
ど
う
か
を
含
め
、
必
ず

主
治
医
と
相
談
し
な
が
ら
判
断

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

私
ど
も
で
は
、
ご
本
人
が
公

表
さ
れ
て
い
な
い
内
容
を
共
有

す
る
こ
と
は
し
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
こ
の
よ
う
に
ご
自
身
の
言

葉
で
語
ら
れ
た
事
実
は
、
水
素

と
い
う
選
択
肢
を
知
る
き
っ
か

け
の
一
つ
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
、
ご
紹
介
い
た
し
ま

し
た
。

　

水
素
は
人
そ
れ
ぞ
れ
感
じ
方

が
異
な
り
、
す
べ
て
の
方
に
大

き
な
変
化
を
約
束
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、

日
々
の
体
調
管
理
に
静
か
に
寄

り
添
う
存
在
で
あ
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。
正
し
い
情

報
を
知
り
、
自
分
に
合
っ
た
方

法
で
取
り
入
れ
て
み
る
こ
と

が
、
心
と
体
の
安
心
に
つ
な
が

っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

森
脇
静
香
：「easeNY

」
代
表
：

Ｎ
Ｙ
・
Ｆ
Ｌ
州
マ
ッ
サ
ー
ジ
・

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
・
腸
内
洗
浄

療
法
士
免
許
。
２
０
０
１
年

「easeNY

」開
業
。
実
演
講
義
・

講
演
、
Ｔ
Ｖ
・
ラ
ジ
オ
に
ゲ
ス

ト
出
演
。ウ
エ
ル
ネ
ス
を
追
求
、

水
素
セ
ラ
ピ
ー
の
普
及
に
尽
力

中
。

（
49
）
病
気
の
治
療
と
水
素
吸
入
へ
の
関
心
の
広
が
り

 おだいじに
よくある症状を
カイロで改善（10）

　

春
に
向
け
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
も
新
し
く
赴
任
さ
れ
る
方

や
生
活
環
境
が
変
わ
る
方
が
増

え
る
時
期
で
す
。

　

慣
れ
な
い
仕
事
や
英
語
環

境
、生
活
リ
ズ
ム
の
変
化
な
ど
、

こ
う
し
た“

見
え
な
い
ス
ト
レ

ス”

は
体
に
も
影
響
を
与
え
ま

す
。「
特
に
原
因
は
な
い
の
に

首
や
肩
が
つ
ら
い
」「
腰
が
重

い
」「
疲
れ
が
抜
け
に
く
い
」

と
い
っ
た
不
調
は
、
自
律
神
経

の
バ
ラ
ン
ス
が
乱
れ
、
筋
肉
が

無
意
識
に
緊
張
し
て
い
る
サ
イ

ン
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
用
に
よ

り
、
背
骨
や
首
の
動
き
が
悪
く

な
り
、
神
経
の
働
き
に
も
影
響

が
出
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
う

し
た
不
調
に
対
し
て
、
日
本
で

は
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
よ
う
な
ケ
ア

を
思
い
浮
か
べ
る
方
も
多
い
で

す
が
、
ア
メ
リ
カ
の
カ
イ
ロ
プ

ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
は
神
経
と
背
骨

を
専
門
と
す
る
医
療
分
野
で
、

そ
れ
、
た
だ
の
コ
リ
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

̶

カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
か
ら
見
る
神
経
と
筋
肉
の
関
係̶

ド
ク
タ
ー
資
格
を
持
つ
専
門
家

が
体
の
状
態
を
評
価
し
ま
す
。

　

春
は
新
し
い
こ
と
を
始
め
る

の
に
ぴ
っ
た
り
の
季
節
で
す
。

外
を
歩
く
時
間
を
増
や
し
た

り
、
軽
い
運
動
を
取
り
入
れ
る

こ
と
で
血
流
が
良
く
な
り
、
自

律
神
経
も
整
い
や
す
く
な
り
ま

す
。
新
生
活
を
良
い
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
で
始
め
る
た
め
に
も
、

体
を
動
か
し
な
が
ら
整
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
違
和
感
が
続
く

場
合
は
、
専
門
家
に
相
談
す
る

こ
と
も
一
つ
の
方
法
で
す
。

上
村
レ
オ
Ｄ
Ｃ

上
村
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク 

www.uemurachiropractic.
com
Shockwave

・EMTT

・

非

手
術
的
脊
椎
減
圧
（Spinal 

Decompression

）
な
ど
の
最

先
端
機
器
を
駆
使
し
、
痛
み
の

根
本
改
善
を
追
求
。
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
に
も
拠
点
を
持
つ
。

　

２
月
24
日
の
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ

ー
ル
カ
ジ
キ
ズ
シ
ョ
ー
は
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
爆
弾
雪
で
日
本
か

ら
の
フ
ラ
イ
ト
は
２
日
連
続
で

欠
航
に
な
り
大
慌
て
で
し
た
。

振
り
替
え
で
10
月
6
日
や
来
年

３
月
10
日
に
な
り
ま
し
た
。
旅

費
は
約
９
割
方
の
返
金
で
何
と

か
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。
今
年
は

天
候
不
順
で
第
19
回
連
続
参
加

で
13
名
が
向
か
っ
た
ホ
ノ
ル
ル

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
、
こ
の
時

期
に
は
珍
し
い
大
雨
で
ホ
ノ
ル

ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
メ
イ
ン

イ
ベ
ン
ト
の
カ
ラ
カ
ウ
ア
大
通

り
の
パ
レ
ー
ド
や
最
終
日
の
夜

空
を
飾
る
長
岡
花
火
の
フ
ィ
ナ

ー
レ
も
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
時
期
外
れ
の
異
常
な
天
候

は
地
球
温
暖
化
に
も
原
因
が
あ

る
の
か
な
ぁ
と
気
に
な
る
と
こ

ろ
で
す
。
元
々
人
生
は
一
寸
先

は
闇
で
す
。
特
に
私
の
よ
う
な

イ
ベ
ン
タ
ー
で
根
っ
か
ら
の
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
は
、
少
人
数
で
世

界
と
対
峙
し
て
る
と
全
て
は
運

任
せ
で
風
任
せ
に
も
な
り
ま

す
。
あ
っ
と
い
う
間
に
還
暦
を

過
ぎ
古
希
を
超
え
て
未
だ
に
人

生
の
夢
の
完
結
を
成
し
得
ま
せ

ん
。
後
は
１
０
０
歳
ま
で
生
涯

現
役
で
長
く
健
康
に
生
き
る
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
１
人
暮
ら
し

は
何
か
と
当
然
雑
事
に
時
間
が

掛
か
り
１
日
の
終
わ
り
も
早
い

で
す
ね
。
最
近
に
な
っ
て
唐
津

地
元
の
テ
レ
ビ
局
や
渋
谷
Ｆ
Ｍ

に
ゲ
ス
ト
に
出
て
我
が
身
を
観

る
と
愕
然
と
し
ま
す
。
自
分
は

若
い
と
思
っ
て
い
て
も
そ
れ
が

大
雪
や
欠
航
乗
り
越
え
て 82

現
実
で
す
。

　

し
か
し
今
年
か
ら
歳
を
取
る

事
を
辞
め
る
よ
う
に
し
ま
す
。

そ
れ
に
意
識
を
囚
わ
れ
な
い
よ

う
に
す
れ
ば
言
い
訳
で
す
も
の

ね
。
そ
う
努
力
し
た
い
も
の
で

す
。
元
来
、
無
か
ら
有
を
生
む

文
化
事
業
は
た
だ
自
分
の
想
い

を
空
想
し
実
現
化
す
る
の
み
で

す
。
一
歩
を
歩
む
こ
と
で
前
に

進
み
ま
す
。
そ
れ
に
は
経
験
と

ヘ
ッ
ド
ワ
ー
ク
で
妄
想
を
打
ち

立
て
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
、
そ

れ
に
は
ワ
ク
ワ
ク
す
る
感
性
が

１
番
大
事
で
す
ね
。
多
分
、
舞

台
も
映
画
も
ド
ラ
マ
を
作
る
に

も
コ
ン
セ
プ
ト
や
指
針
が
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
そ
の
方
向
に
進

み
ま
す
。
若
い
頃
は
さ
ま
ざ
ま

な
出
会
い
が
あ
り
目
上
の
方
や

色
ん
な
人
に
助
け
ら
れ
て
次
の

ス
テ
ッ
プ
に
引
き
上
げ
ら
れ
て

き
た
思
い
が
し
ま
す
。
懇
意
だ

っ
た
他
社
の
仲
間
や
資
材
業
界

の
人
も
皆
定
年
退
職
し
世
代
交

代
も
あ
り
で
い
つ
し
か
景
色
は

変
わ
り
ま
し
た
。
パ
ワ
ハ
ラ
、

セ
ク
ハ
ラ
、
モ
ラ
ハ
ラ
、
ル
ッ

キ
ズ
ム
や
差
別
発
言
に
注
意
が

行
き
届
き
宴
会
や
接
待
も
少
な

い
時
代
に
な
り
、
日
本
も
グ
ロ

ー
バ
ル
基
準
に
な
っ
て
良
い
世

の
中
に
な
っ
て
い
る
気
が
し
ま

す
。
特
に
人
と
人
と
の
付
き
合

い
や
人
脈
も
な
く
て
も
フ
ラ
ッ

ト
に
物
事
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
手

順
で
進
ん
で
い
く
時
代
で
す
。

最
近
は
各
エ
ン
タ
ー
テ
ィ
メ
ン

ト
や
ア
ー
ト
テ
ィ
ス
ト
の
分
野

で
も
、
女
性
の
経
営
者
や
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
が
増
え
て
成
功
さ

れ
て
い
ま
す
ね
。
こ
れ
は
都
会

も
地
方
も
全
国
的
な
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
日
本
で
は
ガ
ラ
ス
の

天
上
も
破
ら
れ
、
女
性
初
の
高

市
早
苗
首
相
が
国
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
政
治
を
治
め
る
時
代
に

な
り
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
雪
で
飛
行
機
が
欠
航
に
な
り

イ
ベ
ン
ト
を
中
止
せ
ざ
る
得
な

か
っ
た
り
、
ホ
ノ
フ
ェ
が
パ
レ

ー
ド
や
長
岡
花
火
が
中
止
に
な

っ
た
り
で
大
変
な
年
で
す
。
そ

れ
で
も
イ
ベ
ン
ト
を
主
催
し
続

け
、
ま
だ
今
の
世
の
中
か
ら
未

来
へ
と
ど
う
い
う
世
の
中
に
な

る
の
か
？
興
味
を
も
っ
て
見
届

け
た
い
も
の
で
す
。
勿
論
、
生

涯
現
役
で
す
ね
。
命
果
て
る
ま

で
。

（
か
じ
き
・
と
し
み
／
花
の
街

振
興
財
団
／
Ｉ
Ｆ
Ａ
理
事
長
）

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
ダ
ン

サ
ー
、
藤
井
ち
さ
と
が
３
月
26

日
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
グ
リ
ー

ン
・
ラ
ン
グ
・
ス
タ
ジ
オ
で
ソ

ロ
公
演「hello !

」を
行
っ
た
。　

　

人
の
人
生
は
欲
ま
み
れ
で
悲

劇
的
な
こ
と
ば
か
り
で
あ
る
。

こ
の
女
も
そ
の
例
に
漏
れ
ず
、

恐
怖
、
快
楽
、
寂
し
さ
、
切
望
、

後
悔
の
中
で
死
ん
で
い
く
。
果

た
し
て
彼
女
の
そ
の
人
生
は
な

ん
だ
っ
た
の
か
。
し
か
し
そ
れ

ら
も
こ
の
女
が
確
か
に
生
き
た

人
生
の
一
部
で
あ
り
、
美
し
く

あ
る
。
そ
の
全
て
を
肯
定
し
、

彼
女
は
ま
た
人
に
生
ま
れ
る
。

こ
れ
は
、
人
間
讃
歌
で
あ
る
。

混
沌
の
中
を
生
き
た
一
人
の
女

を
通
し
て
、
人
間
の
生
の
強
さ

と
儚
さ
を
見
つ
め
た
。

　

藤
井
は
富
山
県
出
身
。
24

歳
。
5
歳
よ
り
松
岡
ジ
ャ
ズ
＆

バ
レ
エ
研
究
所
に
て
バ
レ
エ

と
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
を
始
め
る
。

２
０
２
１
年
に
来
米
し
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学
パ
ー
チ
ェ

ス
校
ダ
ン
ス
学
部
に
入
学
。
在

学
中
は
グ
ラ
ハ
ム
、
カ
ニ
ン
グ

ハ
ム
、
ホ
ー
ト
ン
、
リ
モ
ン
な

ど
の
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
や
コ
ン
テ

ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
ス
を
中
心
に

学
び
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
は
じ

め
世
界
で
活
躍
す
る
著
名
な
振

付
家
の
作
品
に
も
多
数
出
演
。　

　

公
演
後
「
初
め
て
30
分
越
え

の
ソ
ロ
の
作
品
を
上
演
し
、
開

演
前
は
緊
張
し
ま
し
た
。
踊
り

始
め
て
し
ま
え
ば
、
集
中
し
て

観
客
の
皆
さ
ん
を
世
界
に
引
き

込
め
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
終

演
後
に
頂
い
た
皆
さ
ん
の
温
か

い
お
言
葉
が
本
当
に
嬉
し
く
励

み
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
、
自
分
の
踊
り
で
感
動
を
届

け
ら
れ
る
よ
う
に
精
進
し
て
ま

い
り
ま
す
」
と
語
っ
た
。

藤井ちさとソロ公演欲
に
ま
み
れ
て
死
し
た
女
の
人
生
讃
歌
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（15）　　 ［作文のページ］ 2026年（令和 8年）4月 4日（土 )

 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

　

あ
な
た
は
だ
れ
か
の
行
動
に

怒
り
を
持
っ
た
事
が
あ
り
ま
す

か
。
大
抵
の
人
は
あ
る
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
こ
の
怒
り
を
大

き
く
す
る
の
が
そ
の
行
動
を
し

た
人
の
「
な
ぜ
そ
う
し
た
」
で

す
。
僕
は
こ
れ
に
つ
い
て
話
し

た
い
の
で
す
が
、
一
つ
知
っ
て

ほ
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
大

抵
の
人
は
他
人
の
行
動
や
行
動

理
由
へ
怒
り
を
持
ち
ま
す
が
、

怒
っ
て
い
る
人
の
大
半
は
相
手

の
行
動
理
由
を
思
い
こ
ん
で
い

て
、
見
方
に
よ
っ
て
そ
の
行
動

理
由
は
全
く
違
く
な
る
こ
と
で

週刊NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定
 ●小、中、高生＝テーマは自由です。アメリカ生活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください
（随時募集）。ただし、未発表の作品に限ります。●文字数＝1000 字（400 字詰め原稿用紙なら２枚
半）を目安に最長2000 字まで。●住所、氏名、電話番号、滞米期間、学校名、学年、保護者名を明記、
写真を必ず添えて  nyseikatsu.sakubun@gmail.com までお送りください。

主催 :ニューヨーク生活プレス社　後援 : 全日本空輸株式会社

　

生
後
７
か
月
の
私
に
母
は

う
ど
ん
を
作
っ
て
く
れ
た
。

こ
の
前
ま
で
は
離
乳
食
し
か

食
べ
て
な
く
て
ほ
ぼ
初
め
て

の
普
通
の
ご
飯
だ
っ
た
。
そ

の
後
私
の
顔
が
真
っ
青
に
な

り
、
息
が
だ
ん
だ
ん
浅
く
な

っ
て
い
っ
て
す
ぐ
に
病
院
に

運
ば
れ
た
。
病
院
で
色
ん
な

検
査
を
受
け
、
麦
ア
レ
ル
ギ

ー
だ
と
裁
定
さ
れ
た
。
そ
の

後
の
一
歳
の
誕
生
日
に
、
母

は
フ
ル
ー
ツ
ケ
ー
キ
を
作
っ

て
く
れ
た
。
で
も
幼
い
私
は

ア
レ
ル
ギ
ー
と
言
う
存
在
を

理
解
で
き
ず
、
兄
が
食
べ
て

い
た
、 
普
通
の
バ
ー
ス
デ
ー
ケ

ー
キ
を
食
べ
た
か
っ
た
。
そ

の
後
も
い
つ
も
兄
が
食
べ
て

い
た
も
の
を
食
べ
て
み
た
か

っ
た
。
そ
の
中
で
一
番
食
べ

た
か
っ
た
の
は
パ
ン
と
フ
ラ

イ
ド
チ
キ
ン
だ
っ
た
。 

　

幼
稚
園
に
入
る
と
み
ん
な

給
食
を
食
べ
て
い
て
私
は
お

弁
当
を
詰
め
て
も
ら
っ
て
い

た
。
母
が
作
っ
て
く
れ
た
お

弁
当
は
美
味
し
か
っ
た
。
で

も
周
り
と
一
緒
が
良
か
っ
た
。

み
ん
な
が
食
べ
て
い
た
給
食

を
食
べ
て
み
た
か
っ
た
。
そ

の
あ
る
日
、
昼
食
の
後
片
付

け
の
時
グ
ラ
ハ
ム
ク
ラ
ッ
カ

ー
の
か
け
ら
が
テ
ー
ブ
ル
に

落
ち
て
い
た
。
わ
た
し
は
食

べ
て
は
い
け
な
い
と
知
っ
て

い
た
。
何
か
悪
い
こ
と
が
起

こ
る
と
も
知
っ
て
い
た
。
先

生
が
見
て
な
い
と
確
認
し
た

後
私
は
そ
の
か
け
ら
を
食
べ

た
。
た
だ
の
グ
ラ
ハ
ム
ク
ラ

ッ
カ
ー
だ
け
で
も
み
ん
な
が

食
べ
て
い
た
も
の
を
味
わ
え

て
さ
ら
に
美
味
し
く
感
じ
た
。

で
も
そ
の
後
す
ぐ
に
腕
が
赤

く
な
り
首
や
喉
が
痒
く
な
っ

て
、
息
苦
し
く
な
っ
た
。
こ

の
時
に
初
め
て
わ
か
っ
た
。

こ
れ
を
食
べ
た
ら
悪
い
、
病

気
に
な
る
、
と
。
そ
れ
か
ら

先
は
麦
を
怖
が
る
よ
う
に
な

っ
た
。 

そ
れ
で
も
食
べ
て
は

「ちょっと立ち止まって」
　　　　　　ニュージャージー補習授業校中１

　　　　　　　　　　　　　　　小林　洸士朗

「
パ
ン
と
チ
キ
ン
」

　
　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校
高
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

征
良

「
初
め
て
の
ス
ク
ー
ル

　
　
　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
本　

将
志

す
。

　

僕
が
一
番
お
ぼ
え
て
い
る

こ
の
よ
う
な
出
来
事
は
僕
が

親
に
た
く
さ
ん
怒
ら
れ
た
時

で
す
。
僕
は
一
年
か
二
年
生

の
時
、
全
く
勉
強
し
な
く
て

テ
ス
ト
で
悪
い
点
を
取
り
ま

し
た
。
僕
は
そ
の
日
父
に
こ

っ
ぴ
ど
く
怒
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
と
き
僕
は
ま
だ
小
さ
な

子
供
で
、
親
が
怒
っ
た
本
当

の
理
由
も
知
ら
ず
、
僕
は
親

が
子
に
怒
る
理
由
が
仕
事
で

え
た
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る

た
め
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

で
す
が
最
近
、
親
が
自
分

の
将
来
へ
つ
な
が
る
事
へ
、

た
く
さ
ん
の
お
金
を
使
い
、

た
く
さ
ん
の
応
え
ん
を
く
れ

た
事
に
気
付
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
数
多
く
あ
る
怒
ら
れ
た

時
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
思

い
出
し
、
ふ
り
返
っ
た
後
に

親
が
怒
る
理
由
は
子
供
に
将

来
し
っ
か
り
と
し
た
大
人
に

な
っ
て
欲
し
い
か
ら
だ
と
気

付
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
人
の
行
動
理

由
は
見
方
に
よ
っ
て
全
く
違

う
理
由
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
僕
は
親
の
怒
る
理
由
へ

の
見
方
を
変
え
た
ら
、
親
が

ど
れ
だ
け
自
分
の
事
を
考
え

て
く
れ
て
い
る
か
知
れ
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
人

の
行
動
理
由
を
思
い
込
ん
で

決
め
つ
け
ず
、
ち
ょ
っ
と
で

も
見
方
を
変
え
て
み
て
く
だ

さ
い
。
僕
も
人
の
行
動
理
由

を
思
い
込
み
で
決
め
つ
け
ず
、

人
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、

へ
ん
見
が
無
く
、
た
く
さ
ん

の
見
方
を
受
け
入
れ
る
よ
う

に
な
る
努
力
を
し
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　

   　
（
滞
米
５
年
）

　

ぼ
く
は
、
ア
メ
リ
カ
に
来

た
ば
か
り
の
と
き
自
分
の
た

ん
生
日
に
買
っ
た
ケ
ー
キ
が

も
の
す
ご
く
あ
ま
く
て
お
ど

ろ
き
ま
し
た
。
な
の
で
、
日

本
と
ア
メ
リ
カ
の
食
文
化
を

く
ら
べ
て
み
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
ア
メ
リ
カ
の
食
べ

物
は
見
た
目
が
ご
う
か
で
、

会
話
を
し
な
が
ら
に
ぎ
や
か

に
食
べ
ま
す
。
味
は
こ
い
物

が
多
い
で
す
。
一
つ
一
つ
の

サ
イ
ズ
が
大
き
い
の
で
、
食

べ
の
こ
し
た
ら
捨
て
ら
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
ぼ
く
の
小
学

校
の
ラ
ン
チ
で
は
毎
日
大
き

な
ご
み
箱
十
八
ぱ
い
分
の
ご

み
が
で
き
ま
す
。

　

次
に
、
日
本
で
は
り
ょ
う

理
に
出
汁
を
使
い
ま
す
。
そ

の
分
し
お
や
砂
と
う
は
少
な

め
で
す
。
和
が
し
に
は
、
さ

く
ら
や
よ
も
ぎ
な
ど
の
植
物

で
味
を
つ
け
た
物
も
あ
り
ま

す
。
日
本
人
の
あ
ま
さ
の
ベ

ー
ス
は
お
米
だ
そ
う
で
す
。

な
の
で
、
お
か
し
を
あ
ま
り

あ
ま
く
し
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、

日
本
人
は
、
さ
い
後
ま
で
の

こ
さ
ず
食
べ
る
「
も
っ
た
い

な
い
文
化
」
が
あ
り
ま
す
。

　

ぼ
く
は
、
一
つ
一
つ
の
り

ょ
う
理
を
大
事
に
作
っ
て
大

事
に
食
べ
る
日
本
の
文
化
が

好
き
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
友

だ
ち
に
も
日
本
の
文
化
を
知

っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
　
　

   （
滞
米
１
年
２
か
月
）

「
日
本
と
ア
メ
リ
カ

の
食
文
化
」

　
　

中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
小
３

　
　
　
　
　
　
　
　

お
り
毛　

ま
さ
の
り

い
け
な
い
も
の
の
事
が
気
に

な
っ
た
。 

　

２
０
２
０
年
に
最

近
導
入
さ
れ
た
「Oral 

Immunotherapy (OIT)

」
と

言
う
治
療
を
始
め
た
。OIT

は

少
し
ず
つ
ア
レ
ル
ゲ
ン
の
食

物
を
摂
取
し
、
体
を
慣
ら
し

て
い
く
治
療
法
で
あ
る
。
5

年
後
私
は
小
麦
の
ク
ッ
キ
ー

を
少
し
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
特
に
美
味
し
い
と

は
思
わ
な
か
っ
た
。
な
の
で

少
し
ず
つ
食
べ
て
み
た
か
っ

た
も
の
を
食
べ
て
み
た
。
ま

ず
は
日
本
の
白
い
、
ふ
わ
ふ

わ
の
食
パ
ン
を
食
べ
て
み
た
。

第
一
印
象
は
、
正
直
を
言
う

と
ち
ょ
っ
と
が
っ
か
り
し
た
。

「
へ
ー
。
こ
ん
な
も
ん
か
ー
。」

食
べ
た
後
、
お
腹
が
苦
し
く

な
っ
た
。
グ
ル
テ
ン
と
い
う

も
の
を
食
べ
た
事
な
か
っ
た

の
で
こ
の
満
腹
感
が
苦
し
み

に
感
じ
た
。 

　

兄
は
料
理
が
好
き
に
な
り
、

私
の
た
め
に
色
ん
な
食
べ
物

を
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
で
作
っ

て
く
れ
た
。
け
れ
ど
も
家
で

は
作
れ
な
い
フ
ァ
ー
ス
ト
フ

ー
ド
の
美
味
し
さ
が
あ
る
ら

し
い
。
そ
の
中
で
も
兄
が
一

番
勧
め
て
い
た
の
は
ポ
パ
イ

の
フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン
だ
っ
た
。

そ
し
て
つ
い
に
ポ
パ
イ
の
フ

ラ
イ
ド
チ
キ
ン
を
食
べ
て
み

た
。
皆
ん
な
が
美
味
し
い
と

言
っ
て
い
て
、
ど
れ
だ
け
美

味
し
い
の
だ
ろ
う
と
私
は
期

待
し
て
い
た
。
ま
あ
、
美
味

し
か
っ
た
。
で
も
母
が
作
っ

て
く
れ
た
唐
揚
げ
や
、
兄
が

作
っ
て
く
れ
た
チ
キ
ン
の
方

が
何
倍
も
美
味
し
か
っ
た
。 

　

結
局
ず
っ
と
食
べ
て
み
た

か
っ
た
。
み
ん
な
す
ご
く
美

味
し
そ
う
に
食
べ
て
い
た
か

ら
、
ど
れ
だ
け
美
味
し
い
の

だ
ろ
う
と
す
ご
く
期
待
し
て

し
ま
っ
て
い
た
。
で
も
期
待

外
れ
だ
っ
た
。
そ
ん
な
に
変

わ
り
が
な
い
と
感
じ
た
。
最

近
は
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
ダ
イ

エ
ッ
ト
生
活
が
健
康
的
だ
と

い
う
理
由
で
流
行
っ
て
い
て
、

グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
の
お
店
が

で
き
て
き
て
い
る
。
結
局
味

に
大
し
た
違
い
が
な
け
れ
ば

健
康
的
な
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー

生
活
を
続
け
た
方
が
い
い
と

思
っ
た
。　

                 　
（
米
国
生
ま
れ
）

　

10
月
11
日
（
土
）
に
、
ぼ

く
に
と
っ
て
初
め
て
の
ス
ク

ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
あ

り
ま
し
た
。
５
、６
年
生
は
ビ

ブ
リ
オ
バ
ト
ル
を
行
い
ま
し

た
。
４
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て

本
の
魅
力
を
紹
介
し
合
い
、

会
場
の
方
に
「
ど
の
本
が
一

番
読
み
た
く
な
っ
た
か
」
を

投
票
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
「
か
み
さ
ま
に
会

い
た
い
」
と
い
う
本
を
紹
介

し
ま
し
た
。
僕
た
ち
の
チ
ー

ム
で
は
、
あ
ら
す
じ
を
ま
と

め
る
人
、
お
す
す
め
の
理
由

を
書
く
人
な
ど
、
役
割
分
担

を
し
ま
し
た
。
ぼ
く
は
あ
ら

す
じ
を
担
当
し
ま
し
た
。
そ

の
た
め
に
、
何
度
も
本
を
読

み
返
し
「
ど
こ
が
一
番
心
に

残
る
の
か
」「
こ
の
本
の
魅
力

は
何
か
」
を
考
え
な
が
ら
あ

ら
す
じ
を
作
っ
て
い
き
ま
し

た
。

　

特
に
、
低
学
年
に
も
分
か

り
や
す
い
よ
う
に
言
葉
を
や

さ
し
く
し
た
り
、
内
容
を
ま

と
め
た
り
す
る
こ
と
に
工
夫

し
ま
し
た
。
大
変
だ
っ
た
の

は
、
あ
ら
す
じ
の
長
さ
の
バ

ラ
ン
ス
で
す
。
長
す
ぎ
る
と

内
容
が
分
か
り
す
ぎ
て
し
ま

う
し
、
短
す
ぎ
る
と
魅
力
が

伝
わ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
ち
ょ

う
ど
よ
い
長
さ
を
見
付
け
る

ま
で
、
何
度
も
書
き
直
し
ま

し
た
。　

　

グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い

で
は
、
み
ん
な
で
い
ろ
い
ろ

な
意
見
を
出
し
合
い
、
協
力

し
な
が
ら
準
備
を
進
め
ま
し

た
。
う
ま
く
い
か
な
い
と
き

も
あ
り
ま
し
た
が
、
気
持
ち

を
切
り
か
え
て
明
る
く
声
を

か
け
た
り
、
相
手
の
意
見
に

耳
を
か
た
む
け
た
り
し
て
、

楽
し
く
進
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。　

　

当
日
は
、
ぼ
く
に
と
っ
て

初
め
て
の
ス
ク
ー
ル
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
だ
っ
た
の
で
と
て

も
緊
張
し
ま
し
た
が
、
深
呼

吸
を
し
て
心
を
落
ち
着
か
せ
、

最
後
ま
で
仲
間
と
力
を
合
わ

せ
て
発
表
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
発
表
が
終
わ
っ
た
と

き
に
は
、
友
達
と
一
つ
の
こ
と

を
や
り
と
げ
た
大
き
な
達
成

感
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て

な
ん
と
、
ぼ
く
た
ち
の
チ
ー

ム
は 

初
等
部
部
門
で
優
勝
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

こ

れ
ま
で
の
努
力
が
認
め
ら
れ
、

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

今
回
の
ス
ク
ー
ル
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
で
ぼ
く
が
学
ん
だ
こ
と

は
、
友
達
と
協
力
す
る
こ
と
の

大
切
さ
で
す
。
困
っ
た
と
き
に

は
「
こ
う
し
た
ら
ど
う
か
な
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
た
り
、

お
互
い
に
助
け
合
っ
た
り
し
な

が
ら
、
最
高
の
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト

ル
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
、
こ
れ

か
ら
の
学
校
生
活
に
も
生
か
し

て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
滞
米
５
か
月
）

　
　

□　
　

□　
　

□
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別
荘
コ
テ
ー
ジ
に
手
を
加
え
、
ア
ー
ト
テ
イ
ス

ト
の
イ
ン
テ
リ
ア
・
ス
タ
イ
ル
と
和
感
と
の
ハ
ー

モ
ニ
ー
。
日
本
風
の
雰
囲
気
の
中
心
に
な
っ
て
い

る
の
は
、
和
紙
を
ガ
ラ
ス
に
挟
ん
だ
パ
テ
ー
シ
ョ

ン
。
本
物
の
和
紙
か
ら
も
れ
る
や
さ
し
い
光
で
、

ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
生
活
ス
タ
イ
ル
に
マ
ッ

チ
し
た
、
心
が
動
か
さ
れ
る
日
本
的
な
生
活
を
実

感
で
き
る
。

　

和
紙
ガ
ラ
ス
・
ス
ク
リ
ー
ン
と
は
、
ガ
ラ
ス
に
、

手
す
き
和
紙
を
間
に
挟
さ
み
、
部
屋
の
パ
テ
ー
シ

ョ
ン
や
間
仕
切
り
に
使
用
。
新
し
い
形
の
障
子
ス

タ
イ
ル
と
も
言
え
、
障
子
の
様
に
向
こ
う
側
が
少

し
見
え
る
の
と
同
時
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
も
保
た
れ

る
。

　

こ
の
部
屋
の
和
紙
ア
ー
ト
は
ベ
ッ
ド
の
ヘ
ッ
ド

部
分
と
壁
に
設
置
さ
れ
た
抽
象
画
は
、
和
紙
で
作

ら
れ
た
ア
ー
ト
額
装
作
品
。
和
紙
の
作
り
方
を
工

夫
し
て
、
1
枚
の
紙
と
し
て
漉
い
た
抽
象
柄
。
自

然
な
、
素
材
感
を
即
座
に
感
じ
、
く
つ
ろ
ぎ
と
な

ご
み
を
促
す
。

　

和
紙
ガ
ラ
ス
は
、
ガ
ラ
ス
を
表
面
に
加
工
さ
れ

た
事
に
よ
り
、
非
常
に
強
く
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が

容
易
と
な
り
紙
に
慣
れ
て
な
い
ア
メ
リ
カ
で
の
使

用
に
ピ
ッ
タ
リ
。

　

こ
の
私
邸
に
い
れ
る
時
に
か
か
っ
た
お
お
よ
そ

の
費
用
、
コ
ス
ト
は
ガ
ラ
ス
・
ス
ク
リ
ー
ン
や
枠

は
、
取
り
付
け
場
所
の
寸
法
に
合
わ
せ
て
つ
く
る

の
で
、
和
紙
含
め
、
基
本
的
に
す
べ
て
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
、
仕
上
げ
の
木
工
事
な
ど
除
き
、
和
紙
2

枚
分
は
、だ
い
た
い
２
０
０
０
ド
ル
位
か
ら（
地
域
・

法
律
条
件
や
、
寸
法
に
よ
っ
て
異
な
る
、
物
品
の

み
で
設
置
含
ま
ず
）。

写真提供・プレシャスピース　問い合わせは小平さん　Eメール info@precious-piece.com

アートとしての家具との暮らし

　

イ
ン
テ
リ
ア
雑
貨
の
専
門

メ
ー
カ
ーYamazaki Home

が
、
新
ブ
ラ
ン
ド
「Apto

（
ア

プ
ト
）」
を
リ
リ
ー
ス
し
た
。

Apto

は
「
よ
り
良
い
暮
ら
し

の
た
め
に
、
す
べ
て
の
人
に

デ
ザ
イ
ン
の
力
を
届
け
た
い
」

と
い
う
想
い
か
ら
生
ま
れ
た
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
の
ハ
ウ
ス

ウ
ェ
ア
ブ
ラ
ン
ド
。
日
本
の

デ
ザ
イ
ン
哲
学
を
ル
ー
ツ
と

す
るYamazaki Home

に
対

し
、Apto

は
現
代
の
ア
メ
リ

カ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
か
ら
イ

ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
て
、

グ
ロ
ー
バ
ル
に
共
感
さ
れ
る
デ

ザ
イ
ン
へ
と
昇
華
し
て
い
る
。

Apto

は
「Intentional living

（
意
図
あ
る
暮
ら
し
）」
と
い
う

考
え
方
を
、
ア
メ
リ
カ
な
ら
で

は
の
文
脈
で
表
現
。
ブ
ラ
ン
ド

の
核
と
な
る
の
は
「
暮
ら
し
に

馴
染
む
デ
ザ
イ
ン
」
と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
で
、
日
々
の
生
活
に

さ
り
げ
な
く
寄
り
添
い
な
が

ら
、
空
間
の
質
を
高
め
る
プ

ロ
ダ
ク
ト
を
提
案
し
て
い
る
。

詳
細
は
公
式
サ
イ
トhttps://

theapto.com/

（
４
月
２
日
か

ら
販
売
開
始
）
を
参
照
す
る
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
グ

リ
ー
ン
ブ
ル
ッ
ク
に
あ
る
レ

ス
ト
ラ
ン
「W

onder

」
は
、

Grubhub

ア
プ
リ
を
通
じ
て

ド
ロ
ー
ン
配
送
を
選
択
で
き
る

よ
う
に
な
る
新
し
い
試
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
開
始
す
る
。
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
３
月
中
旬
か
ら
３

か
月
間
実
施
さ
れ
る
。
対
象

は
、
グ
リ
ー
ン
ブ
ル
ッ
ク
に
あ

る
フ
ー
ド
ホ
ー
ル
の
店
舗
か
ら

半
径
2
・
５
マ
イ
ル
以
内
の
注

文
と
な
る
。W

onder

の
政
府

渉
外
・
地
域
貢
献
担
当
責
任
者

ス
テ
フ
ァ
ニ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
氏

に
よ
る
と
、
こ
れ
は
顧
客
に
と

っ
て
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
お

け
る
「
次
の
ス
テ
ッ
プ
」
で
ガ

ー
デ
ン
・
ス
テ
ー
ト
（
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
）
に
と
っ
て
も

初
の
試
み
と
な
る
。
こ
れ
ま
で

の
と
こ
ろ
、
配
達
は
最
短
４

分
で
完
了
し
て
い
る
と
い
う
。

W
onder

社
は
「
注
文
の
ピ
ー

ク
時
に
は
１
時
間
あ
た
り
４
回

の
ド
ロ
ー
ン
配
送
」
を
見
込
ん

で
い
る
。
サ
マ
セ
ッ
ト
郡
の
配

送
エ
リ
ア
内
で
あ
れ
ば
、
誰
で

も
こ
の
機
能
を
利
用
で
き
る

が
、
ド
ロ
ー
ン
配
送
の
オ
プ
シ

ョ
ン
が
ア
プ
リ
に
表
示
さ
れ
る

の
は
毎
日
午
前
10
時
30
分
か

ら
日
没
ま
で
と
な
る
。
レ
ス

ト
ラ
ン
の
サ
イ
ト
はhttps://

www.wonder.com/food-
delivery-locations/green-
brook

を
参
照
。

Yamazaki Home
新ブランド
アプトを発表

Ｎ
Ｊ
の
レ
ス
ト
ラ
ン

ド
ロ
ー
ン
出
前
試
験

https://www.redacinc.com/
mailto:info@precious-piece.com
https://theapto.com/
https://theapto.com/
https://theapto.com/
https://www.wonder.com/food-delivery-locations/green-brook
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キ
ャ
シ
ー
・
ホ
ウ
ク
ル
Ｎ
Ｙ

州
知
事
は
３
月
25
日
、
全
面
的

な
改
善
を
施
し
た
都
市
交
通
局

（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
の
ア
プ
リMTA 

App

の
利
用
の
開
始
を
発
表
し

た
。

　

Ｍ
Ｔ
Ａ
い
わ
く
新
ア
プ
リ
は

よ
り
速
く
、
よ
り
正
確
、
効
率

的
に
利
用
者
の
移
動
に
役
立

つ
。
同
州
知
事
は
「
Ｎ
Ｙ
の
公

共
交
通
の
復
興
は
、
優
れ
た
地

下
鉄
や
バ
ス
の
サ
ー
ビ
ス
の
投

資
を
超
え
、
何
百
万
人
も
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
の
移
動
の
一
歩

一
歩
の
移
動
に
真
の
向
上
を
も

た
ら
す
」
と
話
し
た
。
新
ア
プ

リ
は
、
到
着
時
間
な
ど
の
リ
ア

ル
タ
イ
ム
情
報
に
関
し
て
は
次

の
停
車
駅
だ
け
で
な
く
目
的

駅
ま
で
の
正
確
な
時
間
を
示

し
、
駅
の
情
報
に
関
し
て
は
い

つ
も
利
用
す
る
駅
の
詳
細
だ
け

で
な
く
、
ホ
ー
ム
の
ど
の
辺
り

に
立
て
ば
効
率
的
に
乗
り
降
り

で
き
る
か
、
車
椅
子
の
乗
り
入

れ
は
可
能
か
、
エ
レ
ベ
ー
タ
や

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
有
無
、
視

覚
障
害
者
に
対
応
し
た
音
声
や

文
字
の
拡
大
、
送
迎
サ
ー
ビ
ス

の
ア
ク
セ
サ
ラ
イ
ド
と
の
提

携
、
な
ど
を
大
幅
に
改
善
し

た
。
同
ア
プ
リ
は
外
部
委
託
で

は
な
く
す
べ
て
Ｍ
Ｔ
Ａ
の
技
術

チ
ー
ム
が
開
発
し
、
Ｍ
Ｔ
Ａ
は

内
容
の
更
新
が
早
く
で
き
コ

ス
ト
も
低
減
で
き
る
と
期
待

し
て
い
る
。
詳
細
はhttps://

www.governor.ny.gov/
news/governor-hochul-
announces-launch-new-
best-class-mta-app-new-
york-city-subway-and-bus-
customers

を
参
照
す
る
。

大
幅
改
善
し
た
Ｍ
Ｔ
Ａ
ア
プ
リ

Ｎ
Ｙ
州
知
事
が
期
待
寄
せ
る

　

カ
ナ
ダ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
カ
ジ

ノ
情
報
サ
イ
トCasino.ca

は

３
月
20
日
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
エ

イ
リ
ア
ン
・
ア
ブ
ダ
ク
シ
ョ
ン
・

デ
ー
（
全
米
宇
宙
人
に
よ
る
拉

致
記
念
日
、
非
公
式
）、
宇
宙

人
に
拉
致
さ
れ
る
可
能
性
が
高

い
都
市
ラ
ン
キ
ン
グ
を
発
表

し
、
Ｎ
Ｙ
州
は
３
位
だ
っ
た
。

　

同
サ
イ
ト
は
、
ワ
シ
ン
ト

ン
州
を
拠
点
と
す
る
非
営
利

団
体
ナ
シ
ョ
ナ
ル
Ｕ
Ｆ
Ｏ
レ

ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー

の
１
９
７
４
年
以
降
の
デ
ー

タ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
に

投
稿
さ
れ
た
情
報
を
基
に
、
未

確
認
空
中
現
象
（
Ｕ
Ａ
Ｐ
）
の

報
告
が
最
も
多
か
っ
た
州
ラ
ン

キ
ン
グ
を
毎
年
更
新
し
て
い

る
。
１
９
７
４
〜
２
０
２
６
年

の
米
国
の
Ｕ
Ｆ
Ｏ
目
撃
数
は

18
万
７
８
７
０
件
、
宇
宙
人
に

拉
致
さ
れ
る
割
合
は
１
７
７
０

人
中
１
人
の
０
・
０
０
０
５
６

％
だ
が
、
サ
メ
の
襲
撃
を
受
け

る
確
率
１
１
５
０
万
人
中
１
人

と
比
べ
る
と
高
い
。

　

ラ
ン
キ
ン
グ
の
１
位
は
同
サ

イ
ト
が
「
宇
宙
人
に
よ
る
拉
致

の
首
都
」
と
称
す
る
デ
ラ
ウ
ェ

ア
州
で
、
拉
致
さ
れ
る
確
率
は

毎
９
２
８
人
で
１
人
、
２
位
は

ワ
シ
ン
ト
ン
州
。
最
も
拉
致

率
が
低
く
安
全
な
の
は
目
撃

報
告
１
３
２
５
件
、
拉
致
率

３
４
６
４
人
中
１
人
の
ル
イ
ジ

ア
ナ
州
だ
っ
た
。
３
位
の
Ｎ
Ｙ

州
の
Ｕ
Ｆ
Ｏ
目
撃
は
74
年
以
降

で
８
３
１
４
件
、
拉
致
率
は

１
０
０
３
人
中
１
人
、
拉
致
の

可
能
性
は
昨
年
比
で
２
位
上
昇

し
て
い
る
。

　

同
サ
イ
ト
は
近
年
の
Ｎ
Ｙ
の

目
撃
情
報
の
例
と
し
て
「
白
く

Tic-Tac

型
の
物
体
」
や
「
銀

色
の
球
体
」
と
伝
え
て
い
る
。

Ｎ
Ｙ
周
辺
で
は
、
２
０
０
１
年

に
Ｎ
Ｊ
州
と
ス
タ
テ
ン
島
の
間

に
あ
る
ア
ー
サ
ー
・
キ
ル
水
路

上
空
で
５
〜
16
体
の
オ
レ
ン
ジ

色
の
球
体
が
Ｖ
字
型
に
飛
行
し

て
い
る
現
象
「
ア
ー
サ
ー
・
キ

ル
・
ラ
イ
ト
」、
１
９
８
９
年

の
ロ
ウ
ア
ー
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
リ
ン
ダ
・

ナ
ポ
リ
タ
ー
ノ
さ
ん
の
謎
の
失

踪
事
件
も
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
の

誘
拐
と
し
て
報
道
さ
れ
た
。
ナ

ポ
リ
タ
ー
ノ
さ
ん
の
事
件
は

２
０
２
４
年Netfl ix

の
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
で
特
集
さ

れ
、
同
じ
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
ん

で
い
た
デ
ニ
ス
・
ア
ン
ダ
ー
ソ

ン
氏
は
「
ナ
ポ
リ
タ
ー
ノ
さ
ん

は
、
胎
児
の
よ
う
な
姿
勢
の
３

人
の
小
さ
な
男
た
ち
に
囲
ま
れ

て
光
線
の
中
を
上
昇
し
て
い
っ

た
」
と
証
言
し
て
い
る
。

　

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
氏
は
イ
リ
ノ

イ
州
を
拠
点
と
す
る
Ｕ
Ｆ
Ｏ
研

究
セ
ン
タ
ー
の
元
メ
ン
バ
ー

で
、
ス
タ
テ
ン
島
の
ワ
グ
ナ

ー
・
カ
レ
ッ
ジ
・
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
で
館
長
を
務
め
た
。
一
方

で
同
氏
は
「
め
っ
た
に
見
上
げ

な
い
空
を
た
ま
た
ま
見
上
げ

て
、
見
慣
れ
な
い
物
を
不
思
議

に
思
う
の
は
よ
く
あ
る
こ
と

で
、
Ｎ
Ｙ
で
Ｕ
Ｆ
Ｏ
を
見
た
と

い
う
目
撃
情
報
の
99
％
は
自
分

が
見
た
物
が
何
だ
か
分
か
っ
て

い
な
い
。
そ
の
上
、
都
市
部
で

は
光
害
を
未
確
認
物
体
と
誤
解

さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
」
と
伝
え

て
い
る
。
ラ
ン
キ
ン
グ
の
詳
細

はhttp://www.casino.ca/
ufo-hotspots-us-ca/

を
参
照

す
る
。

宇宙人による誘拐可能性
近年の目撃NYは3位

mailto:emishoga@danielgale.com
http://www.shoenrealty.com
https://able-nw.com/newyork/
http://www.startsnewyork.com
http://www.furumoto.com
http://snsrealty.com/
mailto:MFurusho@christiesrealestategroup.com
mailto:hello@libret.com
https://qrco.de/bekbQo
http://www.casino.ca/ufo-hotspots-us-ca/
https://www.governor.ny.gov/news/governor-hochul-announces-launch-new-best-class-mta-app-new-york-city-subway-and-bus-customers
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Ｎ
Ｙ
市
当
局
は
３
月
23
日
、

ス
タ
テ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
・
フ
ェ

リ
ー
で
再
び
ア
ル
コ
ー
ル
飲

料
が
提
供
さ
れ
る
と
発
表
し

た
。
交
通
局
に
よ
る
と
、
27

日
か
ら
同
船
団
の
「MV SSG 

Michael H. Ollis

」
号
の
売
店

で
ビ
ー
ル
、
ハ
ー
ド
セ
ル
ツ
ァ

ー
、
缶
入
り
カ
ク
テ
ル
の
販

売
が
開
始
さ
れ
、
今
後
数
週
間

の
う
ち
に
「Sandy Ground

」

号
と
「Dorothy Day

」
号
で

も
販
売
さ
れ
る
と
い
う
。

　

交
通
局
（
Ｎ
Ｙ
Ｃ 

Ｄ
Ｏ
Ｔ
）

の
マ
イ
ク
・
フ
リ
ン
局
長
は「
ス

タ
テ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
・
フ
ェ
リ

ー
は
景
色
の
良
い
ク
ル
ー
ズ
の

一
つ
だ
が
、
こ
れ
か
ら
は
さ
ら

に
素
晴
ら
し
い
も
の
に
な
る
だ

ろ
う
」
と
述
べ
た
。
２
０
１
９

年
、
既
存
業
者
と
の
契
約
が
満

了
し
た
こ
と
で
酒
類
の
販
売
は

停
止
さ
れ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
に

よ
り
新
た
な
契
約
の
締
結
が
遅

れ
て
い
た
。
そ
し
て
約
１
年
前

に
フ
ェ
リ
ー
で
の
売
店
営
業
が

再
開
さ
れ
た
が
、
販
売
業
者
は

酒
類
販
売
の
許
可
を
取
得
す
る

ま
で
時
間
が
か
か
っ
て
い
た
。

スタテンアイランド
フェリーで再びビールの

販売が始まる

　

ル
ー
ト
66
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
作

家
の
ジ
ョ
ン
・
ス
タ
イ
ン
ベ
ッ

ク
が
大
干
ば
つ
に
よ
る
砂
嵐
か

ら
逃
れ
、
西
海
岸
を
目
指
す
農

民
の
姿
を
描
い
た
「
怒
り
の
葡

萄
」、デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
の
「
カ

ー
ズ
」
の
舞
台
に
な
り
、
ま
た

ナ
ッ
ト
・
キ
ン
グ
・
コ
ー
ル
の

代
表
曲
で
も
あ
る
一
本
の
道
路

は
、
五
大
湖
か
ら
中
西
部
を
通

っ
て
西
海
岸
を
結
び
、
開
拓
の

歴
史
と
も
重
ね
て
、
ア
メ
リ
カ

の
「
マ
ザ
ー
ロ
ー
ド
」
と
言
わ

れ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
人
だ
け
で
な
く
、

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
約
30
年
住
む

私
に
と
っ
て
も
「
い
つ
か
は
通

っ
て
み
た
い
」
特
別
な
ル
ー
ト

だ
っ
た
が
、
あ
れ
や
こ
れ
や
の

忙
し
さ
に
紛
れ
、
ず
っ
と
叶
わ

な
い
ま
ま
だ
っ
た
。そ
ん
な
折
、

ル
ー
ト
66
が
１
９
２
６
年
に
連

邦
の
国
道
と
な
っ
て
１
０
０
年

に
な
る
の
と
合
わ
せ
「
八
神
純

子
と
ア
メ
リ
カ
を
探
す
旅
、
と

い
う
番
組
を
作
ら
な
い
か
？
」

と
の
話
が
、
北
海
道
の
チ
ョ
コ

菓
子
メ
ー
カ
ー
・
ロ
イ
ズ
か
ら

舞
い
込
ん
で
き
た
。「
い
つ
か

必
ず
」
と
思
い
な
が
ら
未
だ
実

現
で
き
て
い
な
い
旅
を
逃
す
わ

け
に
は
い
か
な
い
。「Sure!

」

　

ユ
ニ
ー
ク
な
ア
ー
チ
で
旅
人

を
出
迎
え
る
の
が
ル
ー
ト
66

流
。
終
着
点
の
表
示
も
あ
る
サ

ン
タ
モ
ニ
カ
の
ア
ー
チ
は
、
ビ

ー
チ
に
作
ら
れ
た
桟
橋
に
あ

る
。
久
し
ぶ
り
に
ア
ー
チ
を
く

ぐ
り
、
桟
橋
を
歩
い
て
い
る

と
、
シ
ン
グ
ル
「
Mr.
ブ
ル
ー

〜
私
の
地
球
〜
」
の
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
写
真
の
撮
影
を
こ
こ
で
し
た

こ
と
を
思
い
出
し
た
。「
な
ん

だ
！
そ
の
頃
か
ら
の
縁
だ
っ
た

ん
だ
！
」。
一
人
で
に
や
に
や

し
て
し
ま
っ
た
。

　

ル
ー
ト
66
の
旅
は
、
シ
カ
ゴ

を
出
発
点
と
す
る
人
が
多
い

が
、Californian

な
の
で
私

は
西
か
ら
東
へ
！
そ
し
て
私
の

お
供
は
コ
ン
バ
ー
チ
ブ
ル
の
フ

ォ
ー
ド
・
マ
ス
タ
ン
グ
。
用
意

し
た
ス
タ
ッ
フ
に
、
か
つ
て
私

が
乗
っ
て
い
た
車
だ
と
伝
え
る

と
、「Great!

」
と
言
っ
てKey

を
ポ
ン
！
と
私
に
投
げ
た
。
大

き
な
排
気
音
と
馴
染
み
あ
る
ボ

デ
ィ
ー
。
風
を
感
じ
る
に
は
最

適
だ
っ
た
。

　

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
１
号
店
だ
っ

た
場
所
に
あ
る
マ
ク
ド
ナ
ル
ド

博
物
館
な
ど
で
撮
影
を
済
ま
せ

る
と
、
ル
ー
ト
は
モ
ハ
ー
ヴ
ェ

砂
漠
に
入
っ
て
い
く
。「
ガ
ソ

リ
ン
を
満
タ
ン
に
し
て
水
を
積

ん
で
い
く
」
と
い
う
砂
漠
を
通

る
時
の
鉄
則
通
り
、
２
ケ
ー
ス

の
水
を
積
ん
だ
。
こ
れ
か
ら
ど

ん
な
街
や
人
に
出
会
え
る
の
だ

ろ
う
。
わ
く
わ
く
す
る
気
持
ち

を
抑
え
ら
れ
ず
、
車
を
東
へ
と

走
ら
せ
た
。

（
や
が
み
・
じ
ゅ
ん
こ
、
歌
手
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
在
住
）

積
年
の
念
願
叶
う
、
目
指
す
は
シ
カ
ゴ

１回目

　

世
界
20
か
国
か
ら
45
人
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
参
加
す
る
、

ア
メ
リ
カ
で
も
最
も
影
響
力

の
あ
る
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー

ジ
ュ
エ
リ
ー
の
展
覧
会
の
一

つ
「MAD About Jewelry 

2026

」
が
５
月
５
日
（
火
）

か
ら
９
日
（
土
）
ま
で
、
Ｍ
Ａ

Ｄ
（The Museum of Arts 

and Design

：
コ
ロ
ン
バ
ス
サ

ー
ク
ル
２
番
地
、
58
丁
目
）
で

開
催
さ
れ
る
。
現
代
ジ
ュ
エ
リ

ー
分
野
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
で

も
有
数
の
展
示
・
販
売
イ
ベ
ン

ト
で
あ
り
、
来
場
者
が
作
家
と

直
接
交
流
し
な
が
ら
作
品
を
購

入
で
き
る
機
会
と
し
て
も
知
ら

れ
て
い
る
。

　

今
年
は
日
本
か
ら
、
小
田
真

紀
子
と
菅
野
康
子
の
ふ
た
り
の

作
家
が
参
加
す
る
。
小
田
は
木

材
を
薄
く
ス
ラ
イ
ス
し
た
突
板

を
用
い
、
家
具
制
作
の
成
形
合

板
技
法
を
応
用
し
た
ジ
ュ
エ
リ

ー
を
制
作
。
軽
や
か
で
あ
り
な

が
ら
強
度
を
備
え
た
造
形
が
特

徴
で
、
植
物
の
繊
細
な
表
情
や

自
然
の
気
配
か
ら
着
想
を
得
て

お
り
「
ジ
ュ
エ
リ
ー
で
心
に
触

れ
る
」
こ
と
を
テ
ー
マ
に
制
作

を
行
っ
て
い
る
。
菅
野
は
ロ
ス

ト
ワ
ッ
ク
ス
技
法
を
用
い
、
銀

や
真
鍮
に
よ
る
ジ
ュ
エ
リ
ー
を

制
作
。
素
材
が
本
来
持
つ
重
厚

さ
や
永
続
性
と
い
っ
た
イ
メ
ー

ジ
を
排
し
、
形
や
色
を
移
ろ
い

ゆ
く
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
と

で
、
日
常
で
見
慣
れ
た
存
在
に

新
た
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
生
み
出

し
て
い
る
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

madmuseum.org/jewelry/
mad-about-jewelry-2026

を
参
照
す
る
。

小田真紀子 菅野康子

NY国際ジュエリー展に日本人作家2名出品
小田真紀子と
菅野康子

　　　ルート66 の終着点サンタモニカのアーチ前に立つ筆者

　

サ
ン
バ
ー
ナ
デ
ィ
ー
ノ
に
あ
る
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
第
１
号
店

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
の
最
新
フ

ィ
ッ
ト
ネ
ス
ト
レ
ン
ド
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
「
プ
ロ

ギ
ン
グ
」
だ
。
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を

し
な
が
ら
ゴ
ミ
を
拾
う
こ
の
活

動
は
、
運
動
と
社
会
貢
献
を
同

時
に
実
現
す
る
新
し
い
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
と
し
て
広
が
り
を
見

せ
て
い
る
。
従
来
の
ラ
ン
ニ
ン

グ
ク
ラ
ブ
が
交
流
や
健
康
維
持

の
場
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
プ

ロ
ギ
ン
グ
は
街
の
環
境
改
善
と

い
う
明
確
な
目
的
を
加
え
た
点

が
特
徴
だ
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
を

拠
点
と
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

ロ
ー
ド
・
ラ
ン
ナ
ー
ズ
（
Ｎ
Ｙ

Ｒ
Ｒ
）
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト

を
き
っ
か
け
に
参
加
者
は
増
加

し
、
初
心
者
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま

で
幅
広
い
層
が
集
う
。
仲
間
と

同
じ
ペ
ー
ス
で
走
り
な
が
ら
街

を
き
れ
い
に
す
る
体
験
は
、
達

成
感
と
連
帯
感
を
生
み
、
単
な

る
運
動
を
超
え
た
魅
力
を
持

つ
。
健
康
志
向
と
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
意
識
が
高
ま
る
今
、
都

市
生
活
者
の
新
た
な
選
択
肢
と

し
て
定
着
し
つ
つ
あ
る
。
問
い

合
わ
せ
・
参
加
方
法
は
、
Ｎ
Ｙ

Ｒ
Ｒ
公
式
サ
イ
ト
（https://

www.nyrr.org

）
で
確
認
で
き

る
。
初
心
者
向
け
イ
ベ
ン
ト
や

プ
ロ
ギ
ン
グ
企
画
も
随
時
掲
載

さ
れ
て
い
る
。

ＮＹ注目フィットネス
トレンドのプロギング

ジョギングしながらゴミ拾い

https://www.his-usa.com/package/city/cun/list/?utm_source=nyseikatsu&utm_medium=banner&utm_campaign=cancun2025
https://nyseikatsu.com/gallery/
https://www.nyrr.org
https://www.nyrr.org
https://www.nyrr.org
https://www.nyrr.org
https://madmuseum.org/jewelry/mad-about-jewelry-2026
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都
市
交
通
局
（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
と

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
交
通
博
物
館

は
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
メ
ッ
ツ
と

ヤ
ン
キ
ー
ス
の
ホ
ー
ム
開
幕
戦

に
先
立
ち
、
ビ
ン
テ
ー
ジ
の
地

下
鉄
車
両
に
よ
る
特
別
運
行
を

再
開
し
た
。

　
３
月
26
日
、
シ
テ
ィ
ー
・
フ

ィ
ー
ル
ド
で
行
わ
れ
る
メ
ッ
ツ

対
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
・
パ
イ
レ
ー

ツ
戦
の
開
幕
戦
に
先
立
ち
、
８

両
編
成
の
レ
ッ
ド
バ
ー
ド
列
車

が
午
前
11
時
に
地
下
鉄
７
番
線

の
34
丁
目
・
ハ
ド
ソ
ン
ヤ
ー
ズ

駅
か
ら
出
発
し
、
球
場
へ
向
か

っ
た
。
ま
た
、
４
月
３
日
の
ヤ

ン
キ
ー
ス
対
マ
イ
ア
ミ
・
マ
ー

リ
ン
ズ
戦
（
ホ
ー
ム
開
幕
戦
）

で
は
、
４
両
編
成
の
１
９
１
７

年
製Lo-V

列
車
と
６
両
編
成

の
レ
ッ
ド
バ
ー
ド
列
車
が
午
前

11
時
、
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル

駅
の
ア
ッ
プ
タ
ウ
ン
行
き
４
番

線
ホ
ー
ム
か
ら
出
発
し
、
ヤ
ン

キ
ー
・
ス
タ
ジ
ア
ム
ま
で
ノ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
運
行
さ
れ
る
。

　

旧
ヤ
ン
キ
ー
・
ス
タ
ジ
ア
ム

が
開
場
す
る
６
年
前
に
運
行
を

開
始
し
たIRT Lo-V

列
車
は
、

籐
製
の
座
席
、
天
井
フ
ァ
ン
、

引
き
下
げ
式
の
サ
ッ
シ
窓
が
特

徴
。
レ
ッ
ド
バ
ー
ド
列
車
は
、

１
９
５
９
年
か
ら
64
年
に
か
け

て
納
入
さ
れ
た
車
両
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
84
年
か
ら
鮮
や

か
な
赤
色
に
塗
り
替
え
ら
れ
、

２
０
０
３
年
ま
で
運
行
さ
れ

た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
交
通
博
物

館
の
広
報
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、チ
ェ
ル
シ
ー
・

ニ
ュ
ー
バ
ー
グ
氏
は
「
地
下
鉄

は
何
十
年
に
も
わ
た
り
フ
ァ
ン

を
球
場
へ
と
運
ん
で
き
た
。
そ

の
旅
路
こ
そ
が
開
幕
日
の
興
奮

の
一
部
な
の
で
す
」と
話
し
た
。

乗
車
料
金
は
地
下
鉄
の
運
賃
の

み
で
利
用
で
き
る
。

Photo courtesy of the MTA

メ
ッ
ツ
、
ヤ
ン
キ
ー
ス
の
ホ
ー
ム

開
幕
戦
を
走
る
ビ
ン
テ
ー
ジ
列
車

　

メ
ト
ロ
ノ
ー
ス
鉄
道
は
今
年

も
、
ビ
ン
テ
ー
ジ
列
車
「
キ
ャ

ッ
ツ
キ
ル
・
フ
ラ
イ
ヤ
ー
」
で

米
国
最
古
の
農
地
や
キ
ャ
ッ
ツ

キ
ル
山
脈
を
巡
る
ツ
ア
ー
を
５

月
に
開
始
す
る
。

　

同
ツ
ア
ー
で
は
１
９
５
１

年
製
の
ア
ル
コ
Ｒ
Ｓ-
１
形
デ

ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
が
走
行
す

る
。
90
分
の
乗
車
で
、
Ｎ
Ｙ
州

ア
ッ
プ
タ
ウ
ン
・
キ
ン
グ
ス
ト

ン
の
歴
史
的
な
ス
ト
ッ
ケ
ー
ド

地
区
に
隣
接
す
る
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
、
キ
ン
グ
ス
ト

ン
プ
ラ
ザ
内
の
ウ
エ
ス
ト
ブ

ル
ッ
ク
・
レ
イ
ン
駅
を
出
発

し
、
１
６
０
０
年
代
に
農
地
と

し
て
使
用
さ
れ
た
米
国
最
古
の

フ
ァ
ー
ム
ラ
ン
ド
、
ハ
ー
レ

ー
・
フ
ラ
ッ
ツ
平
野
を
横
切

り
、
エ
ソ
パ
ス
川
を
鉄
橋
で
渡

り
、
オ
ー
ク
や
ヒ
ッ
コ
リ
ー
の

木
々
が
生
い
茂
る
森
に
囲
ま
れ

る
な
か
ハ
ー
レ
ー
マ
ウ
ン
テ
ン

を
登
る
。
出
発
時
間
は
午
前
11

時
、
午
後
１
、３
時
で
、
運
行

は
９
月
ま
で
の
特
定
の
週
末
、

料
金
は
大
人
20
ド
ル
、
２
〜
12

歳
は
14
ド
ル
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

catskillmountainrailroad.
com/event/catskill-flyer-
summertime-rides/

を
参
照

す
る
。

こ
ち
ら
も
ビ
ン
テ
ー
ジ
列
車
で

  

Ｎ
Ｙ
の
絶
景
を
巡
る

  
キ
ャ
ッ
ツ
キ
ル
・
フ
ラ
イ
ヤ
ー

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
ブ
ッ
シ
ュ

ウ
ィ
ッ
ク
地
区
で
「
メ
イ
ド
・

イ
ン
・
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
」
の
日

本
酒
地
酒
を
醸
造
し
て
い
る
酒

蔵
、
カ
ト
サ
ケ
ワ
ー
ク
ス
（
加

藤
忍
社
長
）。
一
方
、
日
本
の

伝
統
的
な
職
人
前
掛
け
専
門
メ

ー
カ
ー
と
し
て
世
界
に
前
掛
け

の
魅
力
を
発
信
す
る
活
動
を
続

け
て
い
る
有
限
会
社
エ
ニ
シ
ン

グ
（
本
社
東
京
・
西
村
和
弘
代

表
）。
実
際
に
エ
ニ
シ
ン
グ
で

制
作
し
た
前
掛
け
を
自
社
の
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
着
用
し
て

い
る
カ
ト
サ
ケ
ワ
ー
ク
ス
が
、

エ
ニ
シ
ン
グ
西
村
代
表
の
Ｎ
Ｙ

出
張
に
合
わ
せ
、３
月
27
日
夜
、

前
掛
け
の
展
示
販
売
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
た
。

　

当
日
は
、
カ
ト
サ
ケ
ワ
ー
ク

ス
の
タ
ッ
プ
ル
ー
ム
で
ジ
ャ
ズ

の
ラ
イ
ブ
演
奏
を
聴
き
な
が
ら

同
社
が
製
造
す
る
お
酒
の
飲
み

比
べ
を
楽
し
ん
で
い
る
地
元
客

が
、
前
掛
け
の
試
着
体
験
を
し

た
。
腰
痛
改
善
に
も
効
果
が
あ

る
と
い
う
前
掛
け
の
正
し
い
締

め
方
や
伝
統
職
人
前
掛
け
の
歴

史
を
西
村
氏
が
解
説
す
る
と
、

た
だ
の
エ
プ
ロ
ン
と
は
違
う
前

掛
け
の
機
能
性
や
魅
力
を
理
解

し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
は
自
身

が
着
用
し
た
姿
を
鏡
で
見
て

「
ク
ー
ル
！
」
を
連
発
。
早
速

そ
の
場
で
購
入
す
る
客
も
何
人

も
い
た
。

　

エ
ニ
シ
ン
グ
西
村
代
表
は
、

「
今
回
Ｎ
Ｙ
訪
問
は
11
年
ぶ
り
。

現
在
お
陰
様
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
パ
リ
か
ら
火
が
点
い
て
各
国

に
前
掛
け
フ
ァ
ン
が
広
が
っ
て

い
る
が
、
Ｎ
Ｙ
は
20
年
前
に
海

外
で
前
掛
け
の
魅
力
を
発
信
し

始
め
た
原
点
。
こ
の
地
で
ま
た

お
客
さ
ん
一
人
一
人
の
反
応
を

見
て
声
を
聞
け
る
機
会
が
得
ら

れ
て
嬉
し
い
。
こ
れ
か
ら
も
ア

メ
リ
カ
で
も
前
掛
け
の
フ
ァ
ン

を
増
や
す
活
動
を
地
道
に
続
け

た
い
」
と
語
っ
た
。

　

エ
ニ
シ
ン
グ
の
前
掛
け
は
、

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
38
丁
目
８
番

街
の
日
系
大
型
セ
レ
ク
ト
シ

ョ
ッ
プ
「
ネ
ペ
ン
タ
ス
」
で
、

福
岡
県
の
坂
田
織
物
が
製
造

し
た
商
品
と
共
に
５
月
末
ま

で
期
間
限
定
販
売
さ
れ
る
ほ

か
、
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
が
運
営

す
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト

「shopnyseikatsu.com

」
で

も
常
時
販
売
し
て
い
る
。

日
本
の
伝
統
職
人
前
掛
け

ニューヨーカーに好評
ブルックリンの酒蔵「カトサケワークス」

展示販売会行う

https://shopnyseikatsu.com/
https://catskillmountainrailroad.com/event/catskill-flyer-summertime-rides/
shopnyseikatsu.com
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マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
コ
ロ
ン
ビ

ア
大
学
ミ
ラ
ー
・
シ
ア
タ
ー
で

3
月
27
日
、
日
本
の
作
曲
家
で

箏
曲
家
の
宮
城
道
雄
の
門
人
ら

に
よ
り
結
成
さ
れ
た
宮
城
合
奏

団
の
演
奏
会
が
行
わ
れ
た
。
主

催
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
中
世
日

本
研
究
所
・
日
本
文
化
戦
略
研

究
所
。
今
年
は
、
宮
城
道
雄
の

没
70
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
会
は
宮
城
の
箏
の
た
め
の

作
品
を
中
心
と
し
た
演
目
で
行

わ
れ
た
。
ま
た
、
同
研
究
所
の

雅
楽
・
邦
楽
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
創

設
20
周
年
を
記
念
す
る
演
奏
会

で
も
あ
っ
た
。

　

同
合
奏
団
を
主
宰
す
る
宮
城

宗
家
牧
瀨
裕
理
子
さ
ん
と
宮
城

合
奏
団
員
13
人
、
尺
八
奏
者
の

山
本
邦
山
さ
ん
が
日
本
か
ら
訪

米
し
て
演
奏
し
た
。
宮
城
合
奏

団
の
団
員
の
一
人
、
清
原
晏
さ

ん
は
「
合
奏
団
と
し
て
は
初
め

て
の
海
外
公
演
な
の
で
、
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
に
お
声
を
か
け
て

い
た
だ
き
本
当
に
嬉
し
い
。
宮

城
道
夫
の
代
表
作
、
愛
さ
れ
て

い
る
曲
を
厳
選
し
て
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
方
に
お
聞
き
い
た
だ

け
る
こ
と
を
団
員
一
同
楽
し
み

に
し
て
き
ま
し
た
」と
話
し
た
。

　

演
奏
さ
れ
た
の
は
、
日
本
人

に
は
馴
染
み
の
深
い
、「
さ
く

ら
さ
く
ら
」
の
「
さ
く
ら
変
奏

曲
」、
お
正
月
に
は
必
ず
日
本

で
は
耳
に
す
る「
春
の
海
」、「
水

の
変
態
」、「
越
天
楽
変
奏
曲
」、

「
尾
上
の
松
」、
作
曲
家
の
牧
野

由
多
可
が
琉
球
民
謡
の
魅
力
を

現
代
の
音
楽
に
昇
華
さ
せ
た

「
琉
球
民
謡
に
よ
る
組
曲
」。

　
「
さ
く
ら
変
奏
曲
」
と
「
琉

球
民
謡
に
よ
る
組
曲
」
は 

10 

人
以
上
の
編
成
で
演
奏
。
ま
た

「
越
天
楽
変
奏
曲
」
で
は
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
雅
楽
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
・
メ
ン
バ
ー
も
加
わ
り
約
20

人
の
奏
者
に
よ
る
演
奏
で
会
場

の
来
場
者
を
魅
了
し
た
。

　

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
学
生
で

音
楽
を
マ
イ
ナ
ー
専
攻
し
て
い

る
と
い
う
タ
ミ
ー
・
ア
ン
ド
ラ

デ
ィ
さ
ん
は
「
箏
の
演
奏
を
生

で
聞
く
の
は
始
め
て
だ
っ
た
、

ア
メ
ー
ジ
ン
グ
だ
っ
た
。『
水

の
変
態
』
は
本
当
に
雨
や
霧
を

音
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

尺
八
の
音
を
聞
い
た
時
は
涙
が

頬
を
伝
っ
た
ん
だ
」。

　

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
数
学
を

専
攻
し
て
い
る
と
い
う
フ
ァ

ラ
・
ラ
セ
さ
ん
は
「
ピ
ー
ス
フ

ル
で
エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
心
地

よ
い
会
だ
っ
た
」。
家
族
で
訪

れ
て
い
た
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
在
住

の
ア
レ
ッ
ク
ス
・
ゲ
ン
ド
ル
フ

さ
ん
は
「
と
て
も
良
か
っ
た
、

『
琉
球
民
謡
に
よ
る
組
曲
』
が

奏
で
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
特
に
良

か
っ
た
」
と
話
し
た
。　

　
　
　
　
　
　
（
石
黒
か
お
る
）

　

日
本
の
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー

ダ
ン
ス
界
を
代
表
す
る
梅
田
宏

明
が
３
月
20
日
と
21
日
、
ジ
ャ

パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
（
Ｊ
Ｓ
）

で
２
作
品
を
披
露
し
た
。
シ
ン

プ
ル
だ
が
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
音

や
映
像
と
同
化
し
た
独
特
の
動

き
で
、
観
客
を
舞
台
に
引
き
込

ん
で
い
た
。

　

本
公
演
は
Ｊ
Ｓ
の
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
に
よ
る
北
米
５
都
市
巡
回

ツ
ア
ー
の
一
環
で
、
２
作
品
と

も
北
米
初
演
。
梅
田
作
品
の
特

徴
は
、
音
・
映
像
・
照
明
・
振

付
な
ど
す
べ
て
を
梅
田
が
手
が

け
る
こ
と
、
そ
し
て
ダ
ン
サ
ー

の
体
の
形
や
姿
勢
よ
り
力
に
焦

点
を
当
て
る
と
い
う
梅
田
が
開

発
し
た
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
「
動
体

メ
ソ
ッ
ド
」。
女
性
ダ
ン
サ
ー

４
人
に
よ
る
「
移
動
状
態
１

(Moving State 1)

」
は
、
人

間
の
身
体
は
こ
こ
ま
で
動
く
の

か
と
驚
嘆
さ
せ
ら
れ
る
身
体
能

力
が
披
露
さ
れ
、
続
く
梅
田
の

ソ
ロ
「
同
化
（assimilating

）」

で
は
、
梅
田
が
舞
台
中
央
か
ら

位
置
を
ほ
と
ん
ど
変
え
ず
に
音

と
映
像
に
ま
さ
し
く
同
化
し
て

踊
っ
た
。

　

21
日
は
舞
台
後
に
質
疑
応
答

が
あ
り
、
梅
田
は
「
抽
象
的
な

イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
て
、ま
ず
曲
、

そ
し
て
映
像
と
作
っ
て
い
く
」

「
体
を
定
義
で
き
な
い
自
然
物

と
し
て
扱
う
」「
動
き
は
即
興

性
が
高
い
」
な
ど
と
創
作
に
つ

い
て
語
っ
た
。
大
学
時
代
に
専

攻
の
写
真
が
面
白
く
な
く
て
ダ

ン
ス
に
転
向
し
た
と
い
う
梅

田
。「
ダ
ン
ス
歴
が
浅
い
か
ら

こ
そ
独
自
メ
ソ
ッ
ド
を
生
み
出

し
た
」
と
言
う
が
、
だ
か
ら
こ

そ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
力
と
動
き
へ

の
探
求
で
、
世
界
中
の
舞
台
芸

術
界
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。　

　
　
　
　
　
　
（
小
味
か
お
る
）

Photo Credit: Maria Baranova

梅
田
宏
明

音
と
映
像
と
同
化
し
て
踊
る

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で

宮城合奏団の演奏会
コロンビア大学ミラー・シアターで

雅楽・邦楽プログラムの創設 20周年を記念

宮城合奏団とコロンビア大学雅楽アンサンブル・メンバー による
「越天楽変奏曲」の演奏。Masahiro Noguchi撮影

　
３
月
の
女
性
史
月
間
を
祝
う

グ
ル
ー
プ
展
「Yas, Queen

」

が
４
月
15
日
（
水
）
ま
で
、
ロ

ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
に
あ

るLIC-A Art Space

（@ The 
Factory, 30-30 47th Ave.

）

で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
同
展
で

は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
多
様

で
活
気
あ
る
文
化
や
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
権
力
、
自

己
表
現
に
つ
い
て
女
性
の
視
点

を
示
す
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の

作
品
を
展
示
し
て
い
る
。

　

参
加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ひ
と

り
で
あ
る
レ
オ
ナ
ー
ト
古
川
文

香
は
、
先
駆
者
の
女
性
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
た
ち
が
生
前
に
語
っ
た

言
葉
を
も
と
に
描
い
た
肖
像
画

作
品
２
点
を
展
示
し
て
い
る
。

入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は
水
〜

土
曜
の
午
前
10
時
か
ら
午
後
６

時
ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トhttps://www.licartists.
org/

を
参
照
す
る
。

古
川
あ
や
こ
展
覧
会
出
品

    「Yas, Queen!
」
で
女
性

    

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
声
と
表
現
に
出
会
う Augusta Savage in Her Words by 

Ayakoh Furukawa-Leonart

https://www.samuraimama.com/
http://bcnetwork.org/
https://www.licartists.org/



